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1: J持 It'. 的 ・ 鈴 鹿

格規

?  

" ': 醤置Ei 置臨調・

⑥ 旭 化 工 板 製 造 株 式 会 社



. 明日の日本を礎く・・・・・

H 形 鋼

- 構j 宣用 H 形 鋼

・ 基 礎 杭 用 H 形 鋼

E E冨

・ 基 礎 杭

- 1反言支

・ 地 下 鉄

建 築

ビ J レ

工 場

発 電 所

学 校

そσ〉千也

- 隆 道

- 橋 梁

・ 鉄 塔 、 鉄 柱

Ｍｾ巷［膏

・キ. 3f槽i

- 11}白骨自

・ 機 械
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〈ボンドマスター〉

W300 

接 着 剤
内 装 タ イ ル 用

ノ

• 
ボンドマ ス ターW 300はタイルのB包工 を篤くほど簡単にします 。

W 300は粘 性寿命 が 3 時 間 ほ ど あ りま すの で， 壁全面に塗布して

か ら簡 単 にタイ j レを貼ることが出来 ま す 。

R & A 日 本 総 代 理 唐 :ノ

の

ト
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工

業
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工
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社

る

り

R  &  A 社 の 建 築 用 接 着 剤

ビニール床女イルの施工

ノ ン ス リ ッ プ の 施 工

デコラ・ パネライトの施工

各 種 パ ネ ル の 製 造

F  R  P 波板の シーリ ング

ボン ドマスター G 458 

ポンドマスタ ーG 360 

ポンドマスタ ーG 523 

ポンドマスター G 580 

ポンドマスター G 528 

株 式 会 社

代 理 庖

7〉; 士産業 (株 ) 木 社

弘ポ貿易(株)大阪支! 古

(株) 小西1義助尚1;昨木社

下回 工業 ( 株 ) 木 社

東京都品川区大崎局内 ( 電) 4 4 2 - 5 1 1 1  

サンプル資料呈

大阪市街区鰻谷仲之IUT56 ( 富士産業 ビル ) 電話 27- 3  5  3  1  - 5  

大 阪 市 北 区 樋 之 上 IsT 84 電話 34一 7 7  7  1  (代 )

大 阪 市 東 区 道 修 町 2 の 6 電話 北浜 23 - 215UU

大 阪 市 西 淀 川 区 飯 里 町 3 の 4 電 話 淀川 47 ーおごす



経室、議勾配尾根氏

軽快た道代建築枚

日涯ヌー"0_ i' ｉｾ ソイド

日 ｩｊ ・ ｾｉｌ テン ｉｌＭＷ イ〉タ
伸 縮 白 地 材 工 牟 ヌ J ¥0ンタイト

包 ロ タ イ ト

コーギンク本会 シー Jレセ〆ント

日 施 化 学 工 業 株 式 会 桔

本 社 東 京 都 中 央 区 八 重 州1- 3

T  E  L  (271)  7000 ・5463- 5

営業所及東京工場 東京都荒川区尾久町 6- 101

T E  L  (807) 代表 0161- 5

大阪営業所及大阪工場

大阪市東淀川区掘上通り 3 - 3 9

T  E  L  (39) 0924- 5 ・2045 ・2079



の衛生陶器ヒ付属金具

L - 9 2  ( こイ吃る

L - 2 2 0  

オ パ ー ル

定 価

陶 器 ( 1級) L 220￥ 2. 750  

金 具 ( 仇 預 臥ι 印)

立 水 位 T 2 0 5 Y

@￥ 600 ( 2個) ￥ 1.200

止 水 栓 T 4 A Y

@￥ 670 ( 2個) ￥ 1.340

排水金具 T 6P It 1.210  

ピル・ アパートはもとより 一般住宅

ノぐ y クハンガ「

取 付 木 ネ ジT L 220D ￥ 200 

にも御採用頂けるよう寸法や 価格の点では従来最もよ 〈

‘コ窃5おた.L 御愛用頂いていた製品 し- 9 2  

8t ￥ 6.100 

参 考 定 価

陶 器( 並級) L 220 ￥ Z.2∞ 

金 具 ( グ グ 凡 印)

東 洋 陶 器 株 式 会 社 立 水 位 K 2 0 5  Y  

@￥う.10 (  2個) ￥ 1. 020

本 社 茅ケ崎工場 止 水 位 K 4  A  Y  

@￥ 570 ( 2 個) ￥ 1. 140
小倉市篠崎町 4 5 8  大阪営業所 大阪市東区高E計百 5 - 3 2 T Eし⑫ 4518 - 9 神奈川県茅ヶ崎市

T E L ⑤ 2481- 5  各地営業所 東京 ー名古屋・小倉広島 ー高松. ;t L申 ・仙台・富山 T E L 210 5 - 8  緋水金具 K  6  P C ￥ 1. 030 

ロ ン プ レ ー ト

綱入等各陣ｾｩＱそろ っ た広ピ法仮

ニユーロンプレート

{ 車いやすい、 ト タ ン 小 波 の 持 及 川

口 ン ガ ラ ス

用途の広い、透明 半i韮lリJI 孟ピ平板

ロンフィックス

丈 夫 で 汚 れ な い 段 新 の 明 ・Irel! li 材

ロ ン リ ウ ム

品 質 随 ー と 定 評 の あ る 床 ;m付

ロ ン タ イ ル

あらゆる床に 7 -'/ チする美しい床材

ロシヲイ ｊｾｋ

ロシリウムK
182 cm巾 ・!享 さ 2mm、3mm ・長 尺

従来のロンリウム ・ロンタイルの姉妹品として 、川 口

ゴムの最新の設備で完成したヒ、ニル新床材で、色調 ・

摩耗性 ・耐燃(' 1生・耐j自性など絡段と優秀| 生を有します。

ロンリウム K ・ロンタイル]くは l 、ずれも全脳同質で耐

摩耗が強化され、然もソフトな質感は公共建築・ビル・

車輔の床にピッタ リとし価格も 一層経済的になってい

ます。

ロ ゴ ム 工 業 株 式 会 社

本社・工場 東 京 m耳 飾 区 本 問 問 y 木町 54 III 結 束京(691)6141(代揖}

蒲 生 工場 ｬｾ ｪｩ 以ｾ谷市大本舗生 ＲＷ 叫ｬｬＡ［ｾｉＮｴ加 Ｈ ＰＸＱＱ Ｉ ＲＰＳＳ 吊 ｪ 112 

? f 同 館 前1t"l1t'J ｲ ｾ 代凶 Ｈ［Ｑ 神川節約町 Ｒ - 16 m:島 東京( 四1) 3588- 9  

神間営瞳所 点京 l i H代印夜神! 日焼治町 2- .16 世話 車京 (291) 同03--' 4  

文際世袋聞 大阪市市区ｾｴｉ且Ａ，￮ＡＱｲｔ ＳＳ 喧 露 大阪 (21) 4358- 9  
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白蟻

の駆除予防工事専門

諸官庁・諸会社御指定

-・E 彊 (J) 理Eヨ・・
調 査 無 料 グ

全 国 各 地 方 に 社L1 が出張いたしてお、りますから

述 近 に 拘 ら ず 御一 報 次 第 蛾 害 対 策 の 御 相 談 に 参

上主主します

和歌山市小松原通四丁目一番地 ( 日赤病院前)

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 ( 和 歌 山 ) ② 1 3 8 9 番



建 物 樹 木 の 害 虫

白 蟻

. ペ

和歌山市小松原通四丁目一番地 (日赤病院前 )

前 田 白 蟻 研 究 所

電 話 ( 和歌山 ) ② 1 3 8 9番
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告 1

昭 和 36 年 度 役 員 選 任

テ レ ビ 放 送 終 了 通 知

昭 和 年 度 役 員 選 任

昭和36年 3 月25口の定時評議員会において副会長 1 :れ 理 事157' ，の改

選を行ない，下記のとおりそれぞれ選任されましたので，こ乙に会告い

たし ます。

新 任 留 任

会 長 尾 lh! ; i 久 助 君

副会長 竹 中 錬 - ; a 東 畑 謙 三 君

返 事 諌 早 信 夫 百 irli 辺 鎖太郎君

岩 崎 甚 太郎 君 上 林 博 雄 君

滝 A主 義 - n
桐 A' 楠 雅ぉ

恒 間 俊 行 溜
押uー

降 二 沼

中 原 茂 n 森 忠- : [ 1

大 林 芳 郎 刀 浅 沼 猪 之 吉 R

城 戸 七太山[111 /l1l 池 必 - . 1J

銭 高 拒fi 之 11 松 村 雄 吉 n

藤 木 正 一 沼 促 ..1， ::]号 尾l - t

山 ぶ 竜 太郎 n 佐 必 太 n

flh 回 四 郎 :[1 柴 間 文 三 n

平 山 京 平 ぉ 村 石 秋 吉 : { 1

金 光 ] 正 直Il. n

市 川 進 男 沢

鳥 田 家 弘 :n

なお，評議員の互選により評議員会議長および別議長に下記の方々が

選任されました。

議 長 五 十 嵐 芳 雄 : n

副議長 弓IJ: 応三! t i t lt 

1昭和36イf 4 J.1 1 日

社問法人 日本建築協会

ア レ ビ 放 送 終 了 通 知

昨年以来毎 日限日の午前 11 時より 20分間，毎口放送 lζ よっ て放送致し

ておりましたテレビ番組 iQ築の広場J ￭ 建築にｾ て きる人たち 」 は Ｎ 昨

年の 5 月29 日にその第 1 回を放送してより，爾来40回の回を重ねました

が，一般社会の建築界 lζ 対する認; 散を深め，建築についての関心を高め

るとい う当初の企画目的を達成して，去る 3 月 5 Uをもっ て滞りな く終

了いたす 乙とになりました。 ? カ月の長期間本政送のご提供を賜わ り，

物心両面lζ 亘って終始絶大な ど後援 ど協力をいただきました大阪窯業セ

メント株式会社，東洋リノリウム株式会社，LI _. ，j c板前子株式会社の ご 3

社を始め，本番組の企画を担当された本会テレ ビ委員会の委員長，委員

各位その他関係者の方々に対して 乙ζ ! こ厚 く感謝の芯を表します。

社同法人 日本建築. 協会



2  
全土:ー

ロ

. 6.  

"'" 

せり知お選当員議評びりな事監

昭和36年 2 月28日開催の通常総会において監事 11己ならびに本部所属評議日 49 千九 の選挙を執行いた

じました ところ，下記の方々がそれぞれ当選されました。

言己

( 1  ｾｉＩ＠司E監

二 )t ( 鹿島建設常務取締役)励

C I  

E王はl

周 J二円 ( 消水建設大阪支I . ! i 次長)

徳太郎お( 安雄総大阪支凶次長)

義 自rl . g ( 西岡工務自判長)

位ｾ 14Ln (1凋m興業社民)

基 次 お ( 松村組盟監査役)

(電 気 部 門)

総，g ( 中央低気工業社民}

- 1 - 三介./t Ｈ阪急低気工 ψ ｙＮ ｩｾ 取 締役Ｉ

寿 男れ( 工藤沼気社民)

信 三君 Ｈ 三 和低 気土木 ＱＺ ｾｩ 判長 Ｉ

義 夫lt (uIJI I1: . l ! 所社長)

(管 工 部 門)

男お( 往紙製作所大阪信. l ! 所反}

義-!"lj ( 東洋キャリア大阪支脂足)

明，g ( 東洋陶器i大阪蛍業所長)

正. n (栄興商会社長)

雄，1' ( 第一企業大阪支応反)

(建 材 部 門)

一- ./1 ( 吉野石宮大阪支脂足)

吉. (1 ( 矢縮大理石大阪111張所長}

雄君( 木下設三商広社長)

筒ぉ( 佳商会代点取締役)

宗二郎君( 大日本碕子工祭大阪支広長)

良 ぉ ( 関西クイ ル商会社長)

隆 俊，H (中Hl 閥会副長)

泰 治君( 東洋プラスチツ川上長)

伊三郎君( 平田タイル社良)

Ｈ ＴＹ ｾ ， 部門別，五十音順 Ｉ

井

村

印

刷

制

問

白

中

西

掘

政

本 部 所 属 評 議 員

(技 術 部 門)

t晃お( 大阪建築事局所政府課長)

明 お ( 大阪府企業局企闘潔長)

宏 :?1 (石Jl I建築事硲所)

生，g ( 近自民地β 主E設局建築深長)

之 沼 ( 川村建築I t iil 設計'JI i'l5所)

造g ( 市建築局岱絡線係長)

規お( 大ili 大家政学部助教授)

芳

光

統

智

祐

昌

‘' 

正

三

通

敏

義

栄

良

光

村

岡

藤

野

川

烏

椴

松

山

永

川

井

下

問

回

回

出

川

田

今

粕

工

助

山

大

一

雨

中

中

士

口

石

臼

木

山

岸

沢

高

中

中

平

- . g 白紙沼通局主lt築部係長)

博P o ( 公団建築部担l築計画B課長)

治沼( 日本生命館繕課)

- n ( 今宮工高教諭)

夫) t ( 竹中工必広設計課長)

一沼( 京阪神急行1 ; t 絡課)

- ;n  ( 彦符建築設計事務所長}

寿; u ( 大阪府建築郷指導課)

雄. T t ( 節品工高教諭)

次. T t ( 奥羽紡鎖資材調)

夫 H ( 消成主s波間十郎)

(綜 合 部 門)

芳 雄A . t ( 大林組副社長)

逸 雄1 t ( 丙阻まE設関西支広艮)

勝三郎I t ( 鹿島rn; 波大阪支庖筏師長)

三 虫rl; [t ( 岡組社長)

清 周;n ( 鴻池組取締役)

進 - .n ( 大成建設大阪支路建築課長}

ｩｪｾＩｾ＠ ( 不動建設社長)

昭

徹

毅

邦

俊

辰

貞

利

上

蔵

川

山

村

垣

谷

古

藤

本

沢

沢

屋

谷

谷

尼

木

武

百

井

五

石

片

川

北

絹

玄

斎

杉

田

長

弥

彦

平

益

元

力

協

原

野

林

井

野

五

姥

大

岡

小

桜

庄

(/:f 則 1年)

(  11 )  

良ｾ 君Ｈ名古 屋市技術部長Ｉ

市 君( 名古屋市指導部長)

(兵 庫 支 部〉

夫 君 ( 竹中工務脂政府部) ( 任期 2 年)

男君( 三田知策殺計1 . 1 l f 6 所長) (  11 )  

光君( 兵隊県庁舎建 設 漂 白 (  11 )  

{言君( 石井建材社長) ( 任期 1 年)

蔵君( 明和工務自社長) ( 1 1 )  

子君( 神戸市建設局蛍織課長) (  11 )  

なお，各支部選出の評議員は下記の方々が当選されました。

俊

金

康

初

俊

義

円

野

良

回

安

井

川

川

水

早

三

光

石

岸

中

(京 都 支 部)

員IJR (飽和建設社長)

夫君( 京都大学原子力磁波本部)

(和 歌 山 支 部)

夫君( 維質i I ! 築設計駅務所長)

六君( 富松一級感築士司I務所長)

(東 海 支 部)

巌君( 愛知県建築士会々的( 任期 2年)

男君( 成戸武労組楽 'J泊所長) (  11 )  

孝

助

善

和

武

丸

本

賀

松

原

戸

回

111 

雑

石

城
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昭 和 3 6年 4 月

一一一一一一 お 願 い 一一一一 一

会 と催しにど参加の際は ，必

ず本会会員章を着用下さ るよ う

お願い 申上げます。

会 員 ｾは ， 1 個 250 円です。

事務局にあ ります。

昭和36年度第 1回若い会員の集い

ア ル ミ サ ッ シ の 研 究 会

今回l立， 研究の会 として，ア ルミ サッ シを提り 上げま した。 アル ミサ

ッシの良い点， 悪い点について，製作から 取付け，メ ンテナ ンス までを

実際の面から 問類を提起 して， 製造 ・施工の関係者を中心 として研究 し

てい きたい と存じま す。密って ど出席下さ い。なお，会場の関係で定員

50名で締切りますからお早 くお申込み下 さい。

記

1  . 日 時 4)'] 18日( 火) 午後 6 時 - 8 時

1  . 会 場 本会 4 階集会室

1  .  テ ー マ 「アルミサッシの諸問題についてj

大 和 文 華 館 の 見 学 と 撮 影 の 会

昨秋近欽学園高iHC，東洋- 文化の粋を集める美術館として標記建物が竣

工いたしま した。陽春の好気節に見学と撮影会を下記要項で関{ 佳いたし

ます。多数ご参加下さい。当日は大和文筆館春の特別展 と して “ 中国陶

磁展" が催されております。併せて観賞したいと存じます。

記

1  . 日 時 4月初 日( 木) 午後 2 時( 集合) - 5 時( 解散)

1  .  集 合 所 近鉄学園前駅南出 口改札付近 ・目標本会会旅

1  .  申 込 15 日までに包請で申込みの乙と。ただし，定員 100 名

で締切り ます。

1.  会 費 60円 ( 入場料) 当日 集合所でいただきます。

1. 撮影会の作品で写真コンク ーJ レを催 します。優秀な作品は ，本会会

誌に掲載す るとと もに ，記念品を贈呈いたします。

大和文華館建築概要

設 計 吉 田五十八氏

施 工 株式会 社 大 林 組

所在地 奈良市菅原町 969

竣 工 昭和35年10月

数地面積 28. 050m
2  

建築面積 1. 343m2  

延 面 積 2 . 324m2  

構造規模 R.  C. 造 地上 2 階



青 年 建 築 家 の み な さ ま ヘ

一一 「建築と社会J 1961年 7月号

「青年建築家特集号」企画一一

創意と工夫にみちた青年建築家のために， r建築と社会J 7 月号を恒

例のとおり 「青年建築家特集号」として編集する乙ととなりました。

本年は従来の青年建築家特集 ・新人特集 (1113和29年， 30年， 31年 32

年， 33年， 34年. 35年) の第 8 年目 lζ 当ります。すでに約 130 人の青年

建築家が紹介主れました。

ねがわ くは，つぎの規定により，ふるって応募されん乙とを.ノ

応 募 規 定

1  応募される人は， 35才ぐらいまでの青年建築家で，本会会員にかぎ

ります。

2. なるべ くすいせん者を通して応募されんことを希望しますがーその

すいせん者の見当らない人は，直接当編集委員会にお申出下されば，

その任務を代行いたします。

3. 提 出 資 料

(  i  ) 本人の写点 ・氏名 ・生れ年 ・最終学歴 ・業歴 ・作品略歴( 簡単l ζ)

( ii ) 実施作品の場合

共同設計による作品でも可。

0 ・ 鮮明なる写真

b.  プラン( 黒インキング)

c.  概要( 所在地 ・設計施工者名 ・規模 ・坪数 ・工期 ・主要仕上)

d.  設計者ーとしてのことば( 400 字ていと)

( ii i) 鐙計計画の場合

(.¥，: t 匠計画 ・構造計画 ・設備計画 ・施工計画 ・都市計画等)

o  その案を表示する資料

b. その案の概説 ( 1000字ていど)

( iv) 建築評論の場合

建築l乙関連した評論でも可。

枚数 400 字詰原稿用紙20枚以内

4. 提 出 期 間 的和36年 5月20日までに必着ねがいます。

5. 選 衡 の 上 掲 載

編集委員会で選衡の上，20名以内を選び，掲載を決定いたします。

したがって，掲載権およびディスプレイは本委員会lζ 一任ねがいま

す。

6.  掲載の分は，掲載誌および規定の稿料を呈上 します。

7. 提 出 先 大阪市東区北浜 3 - 37

仁i木建築協会編集委員会

青年建築家特集号係

昭和36年 4月

社団法人 日本建築協会編集委員会

ｾ＠
τ E  告 4

青 年 建 築 家 候 補 者 の

す い せ ん に つ い て

本会誌戸建築と社会J 7 月号は，

「青年建築家特集号」として企画し

ておりますが，青年建築家候補者を

どすいせん下さる場合は，左掲の

「青年建築家のみなさまへ」をど参

照の上，下記の要領でどすいせん下

さい。

① すいせん用紙lζ 記入の上，編

集委員会青年建築家特集号係までお

送り下さい。ただし，すいせん用紙

は，同係 [ζ 備えてありますから，切

手貼付の返信対筒を同封の上， ど請

求下さい。

① すいせんは 1人1名にかぎりま

す。

③ すいせんj切r I は来る 4 月25 11

までとします。

H日和3M下4 月

日本建築協会編集委員会



大 阪 厚 生
メヱミL  

官官

段 計 大 阪 建 築 事 務 所

所 在 地 大 阪 市 点 L ! 保 の ' : ;¥1'4 ノ 町 645

姥築i面 的 本 館 1，050. 44m 2  ;1/$'; 370.  94m 2  

延 面 的 本 町 : 5，025.  49m 2  ;11虫 487.02m"

構造規模 R C  5 階 一 部 1階 地 下 1 Po' i  

唆 ユニ ｾｕ＠ Tll 3  6  均二 l  )J 

施 工 株 式 会 社 奥 キサ 組

段 近 竣 工 し た 新 j j ! 築

9  



10 

日 本 化 学 工 業 (株) 厚 生 施 設

食 堂 ・集 会 所

設 計 三 回 逃 築 段 計 事 務 所

施 工 株 式 会 社 戸 田 組

Oi (E J r: ノ、 r，r(f Ｇｩｾ＠ r封i 11:; 恥 i柑 mr It n  385 

4ウI血liliL'i 8  5， 0  0  0  111"  

〈主，荘 IflJ l.'(

延 Ifli r:i 

1. I  5  8. 2  7  111"  

2， 3  ｾ＠ 5.  2  9  111"  

叫んｾｾｾ J" I、紡 コ ン タ ザ ー ト Ji !i 3  Prt i  ili 

事l 川 1 O. 6 7  5  m 

ｬ ｬｾＧｩ＠ M vJ" ， f! 'i ;i 

2 1<' i  ，，1. .':': 11; 札 会 19i

Ｓ ｦ 弔慰ｉｉＧｾ

t主 I: ![ IIt{ 自I 3  5  11. 9  J  1  3  0  11 

lt( ，ｩＡｬ 竣」した官 ｲ ｾ 雫



住 宅 美 素 工 事 の 創 始 者

。 ビ ル デ イ ン グ の 洗 浄 工 事

。 建 物 外 塗 サ ン ド プ ラ ス 卜 工 事

。 建 物 外 壁 各 種 吹 付 工 事

。 建 物 外 壁 シ リ コ ー ン 防 水 工 事

。 月 極 め 清 掃 工 事

。 木 造 建 築 洗 浄 美 素 仕 上 工 事

所業工棄美
株 式 会 社

電話@4938 ・5888 ・@8050大阪市東区瓦町二丁目 ( 三和ピル)

@  4 4 6 8  

テ パ ヤ シ 商 庖

京 都 市 下 京 区 大 宮 通 四 条 下 ル 電 鈷

国 建 材 株 式 会 社

名 古 屋 市 西 区 西 葡 井 町 2 ノ 1 Ｒ 電 ｚ ね ｾＰ Ｑ Ｒ Ｑ ・ ＲＰＵＷ

タ

岡

株 式 会 社 名 建 商 会

名 古 鹿 市 中 区 宮 出 町 4 1 ノ 2 電 Z昌3>1329・2106・2817

社

電 話 ⑮ 6 1 7 6 - 9

ｭｾ Ｑ｀ ＲＲＰ Ｑ ・ ＲＳ ＶＰ

日 東 物 産 株 式 会

本 社 名 古 屋 中 区 班 瓦 町 3 9  

眼 阜 出婦 問 ・ 軸 阜 市 竹 原 町 2 7  

株式会社 木 下 謹 三 商 庖

大 阪 市 丙 lメ u : 戸 庖 開 通 5 /  3  5  

電 話 @  5 '  0  8 ・ 5 ・8 6

保 商 広

区 臨 時 町 5

電 鈷 ⑧ 0207- 8 ・ 柑 括 - 7

三 友 工 業 株 式 会 社 大 阪 営 業 所

大 阪 rli 尚 Iヌ 南 岨 江 大 油 1 伺 19 m 鈷 ⑭ 6 1 6 1 - 4  

、、、今

合 名 会 社 利 倉 幸 商 庖

大 ｉｬｬｩｬ ［ｲｾｪ 区 ｩ 占 掘楠枯 Ｒ ノ ＲＰ ＼ 週刊凪 ｭｬｾ ＼ Ｑ 削
電 話 ⑮ 刷 71 - 2・0371 @  76刷

京 郡営 輯 所 権 問 市中京 11' . 1可凶町、. ) j / <I 下ル 屯 M @  3 2 7 7  

久

m J t 

株式会社

大 阪

青 盛 建 材 株 式 会 社

本 祉・ 広 島 市 怯 砲 町 1 0  Ｘ 電 ｉｾ ② ＲＲＸ Ｑ Ｍ Ｔ

岡 山間山市東田町 Ｓ 電 ｅ 証 ｾＷＹ Ｑ I ・8 16 9

福 田・ 飢 間 市 宵 行 王寺 剛 町・1 4 電 話 ③ 1 2 2 5 - 6

泉 産 業 株 式 会 社

大 阪 市 南 区 日 本 抽 筋 2 I  3  6  

7官 品 ⑬ 0 1  3 7  @  

井 建 材 有 限 会 社

‘ 神 戸 市 兵 1事 l五 南 ‘ 田 岡r 1  

電 話 ③ 2  6  9  7 ・ 2 1  • 0  

3  2  8  6  

手口

石

関西三星タイル会員
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東 洋 レ ー ヨ ン 株 式 会 社
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どユ デラックス は当社の技術作.11が久 しく鋭; 怠研究を続けて

完成した新しい型の合成樹脂ラテックスペイ γ トで，他の

ラテックスペイント l乙比べて ，多くの優れた性能をもっ品

質優秀なアク リノレ系合成 コ・ムを主成分とする 塗料です。

ピニテ.ラ ックスの用途は主l乙コシクリ ート・ モノレタ J レ・プ

ラスタ ー面など の塗装 に好適な塗料で， 建築内外部用塗料

として発売以来好評を博しております。

・ピニデラ ックスの特徴

E 作 業性が非常によい

ノ、ヶチバ キが非常に軽く，乾 燥 も 普通 のエマル ジヲＯｾイ ｙ ト
より迷くて，作 業能詩 Ｇ［Ａｾ ｩ よろしい。

・ 耐久力がよく' やけ' がない

アクリノレ系合成ゴ ムを 主成分 とするた め，他の ラテック スペ イ

γ トに みら れる' やけ・ がな く. 耐久力 1'1:優 れています。

圃 耐水性 ・耐水洗性が よい

乾燥塗朕は非常に強靭で復水性が あるため耐水性がよく ，特 l乙

塗 膜 が 汚れたときには石総永 で洗 うと，たやすくまれいになり

ます。

園 優雅な光沢ある仕上り

塗 面はエマルジョ Y ベイ Y トに見られない優雅な光沢がありま

す a

・ 付 着力がよい

コテ仕上のよい平滑な塗面や，ハ ー「ドプ ラスター ，調合 ペ イン

ト塗面 にもよく付着 し. ν ー ト状にはげることがありません。

・ 耐薬品性がよい

耐アリカリ性 が強＼Ｎ ｾ若草な般にも耐え，文カピが 生え ません 。

・ 色見本付カタ ログご希望の方は 当社宣伝課 Z 係ま でお申付け下

ざい。

フT ン γ ー ラッグ発売元一丸紅飯田( 株) • 

、，

車レカーペット発売元- ( ほ )辻田文平商庖( 大阪市住吉区南住吉町 4 の 5 9 )

建築内外部用塗料

" ラ テ ックスペ ン ト -

E ・E・. "，. ， 

T 守・-I ' A

今、窓辺ぷぷ詰
' 、



建 築 と 社 会

4  

土 の 特 集

1  9  6  1 年 ・ 4 2 集 ・ 4 月 号 ・ 目 次

、 作 品 作 風

広 島 合 同 庁 舎・H ・H ・..… … 設 計 : 建 設 省 中 園 地 ijl. ..13

施 工 : 大 成 建 設 K K  

鹿島ｾ設 ｋ K  

広島放送会館… … . . . ・ H ・-・設 計 ・ 山 下 好 郎 設 計 車 務 所… 16

絡 工 : K K 大 林 組

兵 庫 県 職 員 会 館.. .. ・H ・.. .・H ・ 設 計 : 兵 庫 県 建 築 線…18

施 工 : 中 国 建 設 工 業 K K  

兵 庫 県 婦 人 会 館.. ..・H ・- … … 設 計 : 兵 隊 県 建 築 課… 21

施 工 : 中 国 建 設 工 業 K K  

建 築 の 眼 ・.. .・ H ・- … ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・ ・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・・....... 24

担当 : 50音 順 : 伊 丹 孝 ・小林義定 ・掘 照 男 ・松岡広之

本 文

土の工学の歩み・・H ・H ・... .・ H ・.... ・H ・-… H ・H ・.. .・ H ・..… ...・ H ・- 竹中準之介・・ 25

座談会< 建築基礎構造設計規準をめぐる諸問題>・. ......... ..... .....・・・・・・31

出席者( 順不同) : 馬 場 善 雄 ・山 肩 邦 男 ・小泉 昇

貝 戸 俊 一 ・金田 宏 ・前川 陽一

大 西 常 仁 ・山 下 暢 雄 ・西 田 芳 弘

村田千之助 ・稲 村 数 夫 ・神 保 通 彦

大阪の地盤沈下と対策について・ H ・H ・- … ....・ H ・... .... ・H ・- 高 津 俊 久… 42

附 大阪の地盤図… ・・…. ...・ H ・.. .. ・H ・- …・・( 大阪市大岩fP研究室) … 47

建築地盤土質調査規準 ( 案〉・…… .. ...・ H ・.. 日本建築協会災害委員会… 49

用 額 解 説... .・ H ・.. ..・ H ・-…. ...・ H ・.. .. ・・H ・H ・.. ...・H ・-… ....・ H ・.. 59

1. O.  P. と T. P. ・・ H ・H ・- … .. .・ H ・- … H ・H ・.. .・ H ・. ...・H ・藤野 良幸… 59

2. 物 理 地 下 探 査 . ... .... ・H ・. ... ・H ・. ... ・H ・- …. . ..・ H ・.. . . . 馬場善雄… 59

3. 地 耐 力・ H ・H ・..…....・ H ・.. .. .・H ・..… .. .… ... .山肩 邦男… 60

4. く い の 耐 力...・ H ・...... ・H ・. . . . ……・…・γ. . . . ・H ・. . 長田正雄一 .60

5. 建 物 の 沈 下 … . . ...・ H ・.....・H ・.. ..・H ・...・ H ・. ... .. . . . 平田定男… 61

べ

6.  砂 ・ν ノレ ト・ 粘土.. ..・ H ・-… ...・ H ・- … … ・・…. . ..・ H ・- … 小泉 昇… 61

7. 圧 密 沈 下 … … … … … - 一 - ・ … ....・ H ・- …・陶決貞彦… 62

8.  ヒーピ Y グ ・ボイリング ・パイピシグ… ・二……・- …谷口 尚武… 63

9.  rグラクティシグ」について ・・・・ ・・・ ・・… γ …… 宮川 達郎… 63

10. 建 築 . 水位……・………. . . . ・ H ・. ..・ H ・. . …・貝戸俊一… 65

新 刊 図 書 紹 介

青 田 豊 吉 r応村すまいの手帖」・ H ・H ・・ ;… 一島 田 勝 次... 66

近代建築翻査委員会報告 16

三 重 県 庁 舎・…- … ・...・ H ・- ュ… … …近藤 登 ・林野全孝・・ .67

会 報 ( 2 月分) …・・…. ..・ H ・-・ λ …. . .・H ・. ..・H ・H ・H ・.. .・ V ・....・ H ・-…… 70
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建 築 と 社 会

同第 4 2 集

込ー

...._ 

ｾ＠

戸
司.

. 紙デザイン: 表紙デザイン小11員会

主Ht . デザイングループ

売 価 1 都 1 5-0 円・送科共

昭 和 3 6 年 4 月 2 0 目 印 刷

昭 和 3 6 年 4 月 2 5 日 発 行

編 集 人 松 井 昭 光

発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 筒 会

ー 大 阪 市 東 区 北 浜3 丁目 37

電 話 大 阪@9648・9649・%ω 番

摂 轡 口 座 大 阪 39975 番

発 行 人 沖 回 線 一

印 刷 所 練 式 会 社 研 文 社

大 阪 市 北 区 盆 山 町 6 6

電 話 8 2 0 9 1 - 3 番

印 刷 者 網 野 錐

、

〈ぜ

情，



正 面 ・側 面

腰 ・住型 ザシン 11};付

ilt 界 コンクリート打主主し

此 喪 ヨ ド ウ オ ー ル

側 壁 セ ラ ス キ ン

位 計 建 設 省 中 園 地 方 建 段 局

施 工 大成建股株式会社 ( 1- 3期)

鹿島建設株式会社 ( 4  期 )

- 竹

、ー

、ー
匂

ーー- ・2

v  

-r 

，.... 

ー. . . .  
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出 世 J l ; ぬ i I i ＩＮｾ町 Ｑ 1昨 j 也

般地市l / I 約30. 948m" (9.  362 坪)

経 面 積 17. 811. 514 m"  (5. 389. 9臼同)

附 数 l也下 1階 地 上 6 ｾｾ＠ J1¥h1 2  Ill' i  

構 造 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト 池

山 礎 既 税 コ ン ク リート IMr ＩＮｾ礎

(23m)  

工 畑l 泊 工 昭 和 31 ｾｉＧＮ＠ 7 刀 26 11 

唆」よ附 RI 35 JI '  11 月 14 11 

管理棟より庁舎背面をみる

断 面 図

1. 、Ji 務 宅

2. il' W 

3. χ 験 市

4. 会 議 屯

5. ボ イ ラ ー 宅

6. ポ ン プ シ' ，'.

7. Hi ，1，(; 交 換 官

8 食 i:t

9.  1)1 I.i} 

10. IX 務 主

11. ) 、 会 .1島 市

12. コI't: h'i 



広 島 合 同 庁 舎 を 設 計 し て

. M符 rp同i世J m設10 若 槻 健 一

広 島 合 同 斤 舎 平 面 図

E の合同rt1干の，:1J ! ICl f 下したのは . II 1l TI131  

i f のE とで. ｩｊＡ Ｎ［立行 ｆｮｾｽ .. jが下がけた rp火の{ l -

/，'Jl j '合IC 引車郎、て， 地Jj の 合h，/ J j 合がようや

< . 軌道IC乗ろうとしてきた頃でした 。 モE で

ftl liJJj c:1: -の円 的にかな ったIjO合のあり Jj を充分

IC  ｪ 世 ｈ してそ ｅ から 何か ひとつのｾｘＧ ｊｉ ｊｾｉＡ 念と

か ，}j 式を打 ち立てたいと希盟 IC燃えたわけで

あります。具体的にはれ' 1 "0-1' の合/，，/ll l約した地

ｻｪ ， 乙れらの生活 ＨＴＺ をひとつの ｊｪＺｾ 寺 内 で ａ ｊｮｲＮＺ ｩ

分をもちながら ，どのよう IC スムーズ lι 組織立

てられるかという /:¥1闘であり ，また ，一日1地の

地 階

' i (公Ij '施設のひ とつとして， ι の合 /<i /Jj '合を広

山市の郎市計画のなか IC. とのように働け込ま

せる ζ とができるか. あるいは ，'ii 1i下T絡の己

とですから，当然限られた予算の枠内で，いか

ｩ ζ イ ｩ 効な平｛日 ｊｾｾｴ なり ， 利用 ｬ 立 の向い相 ｊｬ ｉｊ を造

成する乙とができるかという ζ とに l淀川の大き

なM) J ' をnl 、やした のでありました 。

そうして ，全(，/ 的ICはれ IJ' iJ! 物とて I ＱＧｴＩＮｻｾ 世

斗ーであり ，誠治きのある 中IC も美しく ， しかも

民主 Ｈｾｊ ｴｊｉ しみ を感じさせる Ｑ ＱＧ合を官 ＱＯ る己とが ｬ 没

J t  "'i初のJi 針でした 。ζ のJ正本的な時え方 IC適

合して ， しかも ， その頃からお地で次吉次ぎと

生M，; をさ れ始めた県J j ' " : ' : ' とか市J i 合などの日=合iJ!
L 一一」

階

摂の進歩や移り 変 りにも耐えて ，見劣りのしな

いデサ. インを求めて li きたいと終始fJI 然を持ち

つづけてきま した。

己うして数年，予算上，継続工、(1の剖l合でよ

うやくにして . lI{lT1I 351f の秋IC竣I をみたもの

であります。

' x現 した 1' 1' *を1町にして，いまさ らながら ，

ｊ 量Ｂ十 打のｾ任の ｭ 大さを身 ｉｃ しみて感じま ｅ と

IC感慨深いものがありま す。

さて . ｛｟ の ｊｪ ｏ 舎は ， 広Ａｾ ｾ 国税 ｊ Ｎｊ ， rp同財務

}， J . 中国地方五MJ立川 I ｲＮ ｰ 国管区ｾ祭 ｽ， ｊ Ｎ 広ぬ Ｗￍ

働Ｉ， ｾｴｹ｜ｽ .. jの合同庁合であり ，約15∞人近くが人

J ; i ; しています。事務棋と }) 1)l C設備関係諸可と共

H l の大会議室および食吹などの厚生施 畳間係の

J自宅をまとめた ifJ1RbI ! と名づけたもの ，ならび

ICι l!f!!il ・々1iI iからできていて，将米1 1 "1壊 と リク

リエーション のスペースが京地内IC磁 i止されて

います。
1. ホ J;. 

2. III  務 2宣

3. 冊1 長 宝

4. 災 百台 主

大会議室正面 H、 リノタイ J レ 5. 使 所

壁 へγ シ十ンクロス貼 6. 倉
μE 

上 部 壁 イ1孔ピオン 7 - f .  7. 医 務 宝

クリヤラ γ カ 仕上 8. 食 "i; 

天 J t- 吸音テァクス 9 腕 房

反 射 似 合 板下地銀モミ貼 10. 理 M 室

J レーパー 鉄製シルパーペン キ 11. 会 3車 宝

12. 向 長 宝

13. 大 会 議 室

14. 先 l占
階

15. 自 転 ilI 位 場

16. ボ イ ラ 一 室

17. ポ ン プ 室

18. 発 fu r ，盟主

19. 屯 お 交 換 宅

20. 交 変 氾 室

15 
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股針管理 山 下 寿 郎 設 計 事 務 所

柳町太陽エネルギー利用研究所

施 工 : K K 大 林 組

(¥l ｪ＿ｬ 丘、 ｽ ［ｾ ilj 大 下 町 4 丁 rl 25 

1: W 起 : 1 附 TH 3  4 年 9 )1 

峻 !

主s 寝 11日 刊1 3  5  if 1  1  )1  

政送也，;'1 ff[{ RI  35 fJ' 12  ;:1 1  11  

If ，j I占 敷 地 3. 2  9  4. 5  9  m"  

I . I ! 築延 1  O. 0 4  O. 5  7  m日

間 冶 鉄 筋 コ ン ク リ ー ト浩 一 部割、f t jr1

地下 2 附 ( ll'J 血附を合む) 地上 5 階

併合 2 階



広 島 放 送 会 館 に つ い て

広品放送会館は ，広島市の Ijl 火 凶 IC f立し ，rji 

を司I丙 IC縦断するけJ n l ∞ メートル緑地道路の

巾偲間IIc 商して， 平和芯念公開 ， Ｇ Ｑ 滑 ｬ ， ｾ￨ 念町 ＧＱ ，

ＧｪＧ Ｎｈｉ 記念行料館，市公会前，その ｻ 山県市 の主ｾ

ｾ物 ｉｃ とり ｬ 盟まれ ， 地方文化センターの 一 樹を

伺う好i商の地にm止された。

ｾ物は ， 見学者のためのコースの向 ＱＱ Ｑ 性と流

動判 ，ホー J レを含めてのスタジオプロックの機

能上の励線と司I務宅プロックとの閃i : l l 判 ， また

、1¥務宝プロックの彩光や通1 l .1ζ 対する .f¥l: ln. 1二の

円然性などの特長を充分生かして JVl l i 匝] され

た。

ｾ物主体 の構造は ，鉄筋コンクリート泊り 一

部鉄骨造りで地下 2 階，地上 5 餅 ， ｊｾ Ｑｩ Ｑ Ｒ 階 。

ｾ物の延面白 ｩ は ， 10，040.57 平方〆ートルで，

会 館内 iζ は 340 平方メートル 3 隣まで吹抜けの

テレビジョンスタジオとラジオスタジオ 4 ，¥{の

ほか ， ラジオ ， テレビジョンの主調ｾ ｾ守Ｈ をはじ

めテレビジョンフィルム送隊司' . ，現i担可f などを

設けてテレビジョン放送も本持 (I' Jl C 行なえるよ

う施設されている。

ｾ築は ， 勿論面 ｈ ＺｬＮ耐火締法となっています

が ，防火設備においては ， 11域 防irrl C特 怖の火

災感知却を3 け，その感知拠地{ ' * . 内 ill. J!l' +- 16 C。

の熱気を感知すると ，IdJP!i IC祭料l を発し ，名 防

の防火悶が自動降下して火! 立を未明 IC防ぐよう

に施設してある 。

Hl 主'(;:i 備や換気設備についても創Q ":J: _ xを ζ

らしてい ますが， 特 IC冷 暖房 ，Hi 備においては ，

太問エネルギーを利用して行なう JFj 熱式ヒート

ポンプJJ 式を探! f I して ，冷 暖房を行なう 他， 全

I1( j の給湯 IC も使用できるよう忙なっている 。

政送錨設としては ，日 新のラジ オ， テレビジ

ョン施設を完備し ， さらに F Mおよび教脊テレ

ビの施，llt も合めて円どとに飛躍的に発展する般

) 6 'J¥ ¥!'i1C1!IJ 応できるよう ，現 代fiH・5の陵能をそ

なえている rll 。

1 階

A. 第 1 スタジオ

1. iE 而 玄 関

2.  AffrI 玄関受付

3. 玄 関 ホ ー ル

4. 見学者 w入口

5.  >C学 者 ホ ー ル

6. 比ρ?- I ' i 階段

7. ｾ ｦ ＮＺＱ相 談所

旦

「ーー寸

25. 中 継 機 総 本

26. 中 継 Tド市 )11

27. 北 側 '.j' 術 宅

28. 向 転 '1' 世J f }

E . エ レ ベ ー タ -

5b. 師) i， 

5.  :(J J・11

5r . スク リ ー ン

合 ド11

52.照 明 合 同t

5". テレビカメラ

:(J /OIl 

5，1. ' 寝 間 企 F l 1

t 下 洗 irr

8. 間 待 合 前

9.  J.I ¥MI ' UI ¥入門

10.  11¥ ilii /'，.託 H

11. 1 m凶針ホ - J レ

1' 2.  iJ ¥MI ' : ロビー

13. リ ハ ー サ ル

J レ ー 1‘

14. 化 桃 本

15.  ，1  H 引

16.  ＱＱ｜ 品ｾ者浴宅

17.  IJ¥出丹洗部室

18.  l: fj生間口住宅l

19.  翠涜; E白閉Hr凪i 位 可攻イ

2勾O. 洗 而而ｾ i所現

2引1. 辿 転 乎 f住企『常宅

22.  I開当 助 T可lドi i司l'川りJ'川'Itf  

23 弘泌; 討沸p 可

24. 大 道 具 宅

2 階

A.  ;f l l スタジオ

吹 tk

B. 買¥2 スタジオ

C. 宮13 スタジオ

D. 第 4 スタジオ

E. 第 5 スタジオ

J. 玄 l刻 ホ ー ル

I!i: 主主

2.  2 陪 ホ ー ル

3. テ レ ビ

主 2田 幣 京

4. 7 イ J レ ム

送 徹 夜

5. フ イ J レ ム

縮 担I 可〈

6. 枠 暗 宅

7. タ イ ト J レ可J

8. 測 定 宝

9. 枠 乾 保 v

10. 検 定 宅

11 試 験 日 許 可f

12. 舵 悌 本

13. 焼 付 弔

14. ポ ジ 目 白 可f

15.  ; t . ガ BB' 宅

16.  ｾ＠ ｉｾｾ ｉ 調合宅

17. 第 l スタジオ

面 ｉｊ 剥按ｾ

18. 第 2 "  

19. 第 3 "  

20. 第 4 砂

21. 第 5 "  

22. 出演省ロビー

23. 事 務 宅

24 小 道 共 事

市

一

オ

京

事

州

所

タ

J

ノ

沸

ι

タ

明

洗

レ

ス

山

間

エ

削

前

照

合

下

町

仏

巳

白

白

k

s

t

玄 関 ホ ー ル 第 一 ス タ ジ オ

17 
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段 計 兵 庫 県 建 築 課

協[ ，，[ t[' ド 大 学， 発 天 研 究 京

ｪｬＡｾ＠ 光安義光. l l l m勝茂. IuA 、勝彦

構 i己 完 天 義 久，竹山和i' H [ cIC ゼミ

施 工 中 国 建 設 工 業 K K  

| 判 林 工 '1'; K  K  

K K ミ ナ ト ; u 主 ¥ 1: ｩ ｾ 所

A . l 建 築 概 要

所 悲 神 戸 市 生 [JI 区 中 111 下 通 4

本 町f 鉄 1' ， コ ン ク リ ー ト 治 4 附i . l !

延商問 1.558. 1 m"  ) 也附 81 m"  

l ll!'i 311m"  

2 防 324m"

3. 411!'i 400m"  

J ;，I;{ 42m"  

体 flfifi ｩｈ｛ ｾ 主情造 ｒＮｃＮ 逃 Ｑ fli' i  i.l! 540m"  

竣 J : I I II{{ TH 3  6 年 1 JI 1  0  I1 

A . 2 段 針 計 画

( a ) 職 u会 館 の あ る 蚊 I也は他 IC I  ｖ ，ｾ 納入会

館 ，y，tS1! 身，/;1の 3 i . l ! 築物を占める内11.1を泊路 IC

lkl ［ｪ 世 ￞ｉｾ ｊＱＺ -;II[ 

閉まれた ａ 地帯である 。 ｅ れらの ［ｾｊ ｉｉ こ払ども

は吋初よりタッチできたのであるが. i . l ! 物の a

(r. Jは年 J>t 附 IC思いつき的 ICi . l ! 築企 ulli がされたの

は少し残念であった。そζ で，スーバープ ロッ

クのi自制を幾らかでも引きだすように 2. 3 の

点で妥協していった 。

1. 3 i . l ! 物のために . ' E I本的な而で緑地また

は喰 i也A 凶lをなす。

2. nr l(而債を号えるとともに . f' JJ 血の交通

附討にな らぬように 号える 。

3.  色彩はできるだけ紘一し ，険flt . r! 11'; よ

り外観は拠っても ， 室内 接 ｬ 盟 主 Ｑ ・ ＢＧＱＱＱＱ 処 ｾｬｬ の号え

方は lill じにしていく 。

4.  ＱＹｩ芥処理などは Ｂｾｉｩｬ ｬ としていく 。 塀 ， 聞

いをやめて. 36mの胡IJ 十jjj 路 IC対し ，拡りのあ

る峨1mとする 。

5  傾斜したロケーションは !i ｾ ｾえ の ままとし

ていく Ｓ ｩＮｬＡ鳴がＡ日 ｬ 時Ｑｌ， ｾ， ､ . 企仙l されると . も

っと，ZEった plan とな ったであろうと与え

られる 。

( b) 峨 u会館は体行場，本向1: の 2 例より成立

っている 。 己の位向 づけに ついては ，t，'i ;a，j lijfij 



|咽

ゆ

上，使用人数，車1ぼなどより引置の紡拠) ' 施

されたもので . 14; (1舶はパスケ y トコー トを -

If ! I もっているために . :Jl( J也をほとんど内めら

れ. 4<舶は 4 階 IC分割配 iE をした時 IC ，能川区

分をｾ［で ￭ｩ ない ｬ ｬ ｽ るようにできた 。

1  ｾ守には交通 公 社 ， 事務ＯＮｊ Ｎ IJI Ijj なと . 2防

には食吹，談話ヰ{ ， 3  ｐ｣Ｇ ｲｬｃ は苫 ｉｉＺ＿Ｚ Ｎ 閃 ｉｾｾ Ｇ ｩ｜Ｎサ

ークル会ずなど Ｔ 隣 ｉｃ は ｬ ｩＧｩ ｾＧ ｉ Ｂ Ｎ 浴引をもってい

る 。 ｊｪｩ 上 ｬζ は冷凍市を ｉ ｾ っている 。

A. 3 構 造 計 画

( a )  本館について

( 光主: ・ILill l. le)

蚊j由IC 11: f1(ti'! . 本町! の，mWr
l

-; イl から ，本舶は

一辺20 mのl E ) j J f H隣組と計画された。通市 3

スパン Iζ 分別する 3 住配置が経済的であり ，構

造上も 回 当であるが，上，teのごとき理吐1か ら. 4

4< t1のコア ープランとなった 。 E れには 面m! 畳

もつけられない上 IC . 十i から 20 ml'J の床 i萌11I と

ｉｴ 持 ｾ Ｗ ｭ の ｾｬｬ ｬｬｩ しから ， 鉄骨コンクリー ト ｾ

とした。大祭の)l; ) J 斡減のために ，外壁サ γ シ

の 内側 ｉｃ 鋼支肢を 立 て ， 地良 ｰ ， ｾの水平 Ｉｊ を全然

分担 Ｑ しないようにした 。 地盤が良質でー師寺文 ｴｾ

内部内側全部をベタは艇とし . J H暗然は 2.5 m

の絡子状として . Mi Rした。 乙の内部は水柵，

11: 1'1町1のロ γ 力 一 主 な ど に 使mするようにし

た。

( b ) 体育館について

体行館は鉄骨トラス ，折版 . 1日! 版の情j sを与

えたが，屋上を l' 仰として ，スポ_ . / ができる

ようにしたいという多 11的 11‘ 育郎 IC なったの

で. R. C. 造を保) [ ) する乙とになった。天)1 山

吉 7 m以上の 'l LI I : と本町{ との接続の問題では ，

j出Jf . ' の傾斜を利) [ ) してうまく解決できた 。

hl l fV年版は ニ11式矩J f . ' ラーメンにすると ， ラ

ーメン tn 'ti隅jlJ r;lic ｊｗ ￯Ｎ ｩ￯ζ 大きな応 Ｉｊ をｾじ ，

悦の断面1があまりに大きくなる乙ともあ って，

ＦＱＢＢ ＱＱ 年組を深川することとした 。 ＦｉＢＢ ｅ 誌のｾｊｩ ｬｦｬ￮

が大きくなるのを ｬｬｊ ｩ ぐために ｊ ｾ を ｲｪｬｾ とし ，

ｉｉｾ 辺桁 Ｎ tl などの l昌記l肢を引征して設 .11を' ri な

った 。

地 ＡＧｕｊ の大 ｲ ｾＩ 分をド ｉＮｪ 安の耐Ｉ［ＱＡ畳ｾｾ構 ｉｃ 分担文

J与するものとした 。 r11 ｾ 世間 ｲￎｬｩｪ ｾ 佐にしたために ，

Cl lfi の軽減，然 111の明大，奴れ剛 tl が大きくな

った乙と ，集11111-1' 版のクリヤ ー スパンガ小さく

な ったなとの利点があった。

周辺固定度のI/l J脳，耐邑I堕匁怖と中1 1 ¥1坪H，Iiの

99断) J 分担なと ，理論的号祭だけでは処理でき

ない I/l J姐は . 2組 の 模 型 ( } 18 縮 尺 ) を そ J レタ

ルで ｪｾ り Ｎ ］Ｆ分布鉛 ｬ 立 ・ 水平拘置などの加 Ｉｊ 試

験を行なったが，当初の仮定が妥当であったこ

とを儲認した。本町! と 11‘ 育館との不1，; 11; 1; 下，振

動性状の桐異からくる j也渓81j の過大応) J その他

の事政を防ぐため. 37cmfl l立分離した 。

Ｈｾｾ天 川 竹 ＱＱ Ｑ 記Ｉ

4 階 集 会 室 (和 室) 舞台床ーナラフローリング。Iril !笠 松 ベ ニ ヤ 貼。天井 カラ ード へ γ t ヤンク ロス。

!壁 ージララク

1 0  

階 l. ホ ー ル 2. (.'j ft 京 3. 交 通 公 .1: 4. 'Ir 務 局 5. 館 長 室

6. 1ii IU 五 7. W C  8. I¥i! ""京 9. IJ1 Ijj 10. 1.1:  fi 館

4  

2 階 l . 食 堂 2 喫 茶 京 3. W C  4. 尽 上

3 階

l. 会 議 不 ・

宵IJ 主 主

2. 会 ，島 市

3. 閃 .' l 屯

4. J長 J占 有4

5. サークル明

6. W C  

7. 湯 沸 宝

4 階

l. 'n 会 宝

2. 茶 室

3. 八 帖

4. M 泊 宝

5. 洗 面 風 呂

6. W C  
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兵 庫 県 職 貝 τr>:. 館

‘ 体 育 館

川ト ナラフロ リンク' 貼

』霊 : Aい毛セメント貼，木製リプ打 ， ベン

キf ] 上

段 モルタルビニールペンキ

天井 "w記構 造

色モルタ J レI! ) ;H. 一 郎 本 E セメン ト

阪貼ビニールペンキ

‘ 喫 茶 室

食

J1、 : N タイル

Il'モ タイル貼

ノミ )1' : 7 コースティ y クスソ J レパー( I : _l : ，

一 部プラスターボ ー ド ， ビ ニールペ

ンキ

堂

... 

‘  
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ｦ 最ｾ 恒成- ，; 111

位 計 兵 庫 県 建 築 思

担 当 光安 義光 ・ 纏 照 男

村 田 静 次

摘 造 建 財 構 造 研 究 所

施 工 中 国 連 段 工 業 K K  

K  K 明 和 工 務 庖

閑 林 エ 業 K  K  
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ラ ウ ンジの ｬ ｩｾｦｦｩｪ 構成

画面F i 弐可 |
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所 ( f 神，' ， li'I'II I1 <:'I' !I， T通4

唆 1:11 III{ 自135 :，: 10 IJ 12  11 

設 計 者 の こ と は

ζ の' - l ! 物の' I l 'U也 市 岐 に つ い て は 帆 t. l 会館のf J 1

に述べたどとく . Y，¥l 9!J fY. i とともにI ¥J也市の 'H

を 山 め ， 祈!I， r幹 線 芯 路 と d" の，.II'''i する緑地: w

をt，える出まれた f¥i: i:'l: にある。

己れら 3 処壌物( 1 ｲｲＮｴ Ｑ Ｑ Ｑ 小 ＱＱ ですセンターに ｾｦ

l .  J也岐川自 1. 処弔調自 1. 色彩緑地訓自 iをと引

した 。

j 也防に 1:1 U 州 . ｩ ｦＧ ｴＧｩｾ なと ， 附 に は ラ ウ ン

ジ ， 会只 ｾｩ ＺＮＺｬｾ三 ＱＱｾｪ 11'1，京 . '11j '6引なと ，二 日時に

は大，， ｾｪＧｩ［￭ｾ Ｎ :.Rキは i下. ｔＴＱＢ の ｾＧＺｉｊ 日本 ， ホー J レ，

Ｔ Ｑ 初は ＱＱＧ Ｏ ｩ ｬＧ ｬ Ｇｩｾ Ｎ ￝ｴＢ［［ＺｊＮｊｦＱｊ ｪ をｾ ，11  r) ， ｉ［ｾ＠ ｾｬｩ には ｬＧｬＧ 外

'1，会 JI} ， ス テ ー ジ を 持 っ て い る

t MOJ i ' の l吹l映に 1: .. じのごとき討を ＧｉｾＺａ ， された

ために ， 不 定 形の '1' に納めるためにI t ，tlYt 込 (")

には十l を 少 く し て ， {i' (JJi :; を 附 す た め に， パラ

ン ス ド ラ ー メ ン に よ っ た 。

九日持てｴｉをｾＢはし ， ノ、，ｾｾを Ｒ ドと ｴｺ Ｇｴ と て ＧＱ Ｇ Ｚ

怖 を む し . I;， Wi パーゴラ 11. hfJ の 91l の j' l: 11 を

Ｇｬｾ す ｊ ｊＢ＿ 1:，必 叫 な も の と な っ た

ｾ， ｉ 人川助の ｪｱ として ， 明11¥1の た 胤 に は ! りる

く. U 、1¥1' ＨｉＨｪ な ｾ［ｉＧ ｉｦＧ ａ の附，＾｜Ｚに匂めた

パ イ プ 的 f は' 卜占なk I ! 物の- : ' ＮＮＮ，ス ｉ ， ｙ ｩｉＢＧＺと ｩｦＧｨｾ

干II J I j とをか l ) 'C 行、 !l i : した

(班 0 ・化 ・J¥H，:el



地 階 132. 77m"  階 176.508m日 2  階 176.508111"  

1. :cr ド1，: 2.  ni1 J.に 引 3. (ri 
a句J 、， 

1. ラウンジ 2. 7z ｊ ｾ＠ ._;: 
3.  'J' 府 不 1. A 品。止 2  ステージ 3 ホ ー ル

4. Ｑ を ＯＱＱ Ｑ
• ｊｉ ｉ ｾ＠ 5. ポンプ '.r.{ 6. ロ ー カ 4.  i

1
，} 討l' 京 5. 'f i't 11'[  本 6. (!J! 19i 4. t1i 可J

F 臼

四 1

f l  
¥ 

3  階 176.508m日 4  階 176. 508111"  慶 階 38. 52111"  

1. 会 ω鼻 立 2.  ｾｬ 市 ＱＷＮＵ ＱＱ［ 3 ホ ー ル 1. Hl可' 20枯 2. Hl 司， 811; 3. IT J11¥千 1. 11m京 ホ ー ル 2. 1イ外 tt ｾ＠ JIJ 

4. (!J! 19i 5. ロ ー カ 4. ロ ー カ 5. (!J! J!fr 3. ス テ ー ジ
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理 論 と 実 例

O Kノぐ下lζ H なる日1)) 数十更がいられる 。m.iiJ J y、?j TI 、九

三省一占も多いのだが，どうも 'γ :':1よからは評判がよろしくな

い。ゃれJ l ll 論lζ 問iaいがある，ゃれ通俗的すぎる E T C

… E T C '…・。 もちろん乙れの非難も故あるに違いな

い 。 しかし学界の大方が ， 乙んな ｾｉ ミ ｩ ｜Ａｦだけで満足してい

るのはどうしたわけであるか。 というのは乙の H 氏の著

書，小生のようなものが初めて梢造 11. t; 1をやらされる lI :i

lとは，まさにパイプ J レ的存了1: となる，とい っていいくら

い，やl りやすく ，実{9I Jで説明してある 。それだけといえ

ばそれだけなのであるが，まさにそれだけのととろが重

要 なのである 。学界の大家初先生，}11l 論的lζ 主IJJ氏われわ

れの理解しかねる と乙ろを，深く研究されるのももちろ

ん必要だが，乙のようなケイモク的な方市でも ， ソロソ

ロ 新しい俊れた本を普かれでもいい頃ではなかろうか

一一。というような乙とをある肉立大学の助教授に話ーし

たととがある 。 と乙ろがこの助教綬ニヤリとい ったもの

である 。 [ " そいつは学位論文にならんのでねえ。」

( MH)  

雑 種 建 築

1-1本の現代建築の緋純十1:のなかに ， 欧米などのｾ 築

の，料法すべき絞倣しかみとめないという巧え; j'l ζ は!日!

? 凋しかねます。たしかに現代日本建築は，その一部 Ir.，

i*i i!J' な点をも っている 。たとえば 1以後導入されたアメ

リカ化の傾向，あるいは，と ってつけたようなコルピ ュ

ジ Ｑ 風なと，乙の ｭ ｜ＡｦｾＱｌ似するでしょう 。 しかし，現代十 ｵ

h平においてi
l
，代のように純粋で捌1 '11のある処築を可能と

する条f ' I : は ， もはや存イE しないのではないでし ょうか。

一個の建築家が，矛! 行的な多くの要素を合む乙 とは ，

それが混乱をまねき，他の行動をさまたげるのでない限

り， ｾ｣Ｎ［Ｎぶべき乙とです 。 多要素は可能判の ｢ｙ Ｑ 大だから 。

仙の影駅15を受けるという乙とは ， 11己の一部をすてる

ことであり ，不可避的( C，浅薄な }l [ l 解と ，笑 うべき紋倣

の段階を通らねばならな{ ，>o Fl 己にのみ執ねしていて

は，他を潔解できない。他を知る乙とによ って，自己の

伝統を失ないはしないか ? 消えるものは，消え去ら す

乙とだ。だからとい って，容易に消失するものでない。

日本の建築は ，一見欧米化し，コスモポリ タ ン(1' -:1であ

りながら ， やはり日本的で， 11寺としては ， 絶望( t- . J ( cま

で，日本的なものがある 。 ( HT)  

- 匝E 盟 国E・g・|担当 5 0 音 順 伊 丹 孝 小 林 義 定 掘 照 男 松 岡 広 之
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建 築 生 産

建築生産の近代化という ζ とが唱えられるようにな っ

て，随分の{I ム)j が経っている 。一体最近の建築生産の而

にはどれだけの近代化が災JJI されたであろうか。 アメリ

カにおいては随分建築部材の工業生産化が行なわれ，わ

が国でも乙うい った傾向が次第lζ 進んで行く ζ とは間違

いなさそうである 。 しかし乙れらのものは ，たんなる部

材生産の近代化と呼ばれるものであって ，n ; の芯: 味の建

築生産の Ｑ Ｑ Ｑ Ｑ ｾ ｻｊｴが乙れによ っ て果されるとはいいがたい 。

真の工業化の基本となるべき工業生産寸法の不統ー

は， そのままにされ， 建築家 と注文者はなおも order

made  I乙l. ! i j 執する 。 乙ういった方法が資本主義の大きな

放に押し流される乙とが明白になっている乙んにち ，工

業化K 過したデダイ Y というものを，建築家の倶IJ から提

案して，建築生産という而で，建築家が主導権をうばい

返す乙とのみが，乙れからの建築家の進むべき方向なの

ではないだろうか。 ( 1T)  

( 次号は新らしい執栴脅! ( 桐ちしてもらいます)

白 壁

新らしい郁r ! i の呆観を特長づけているアパ ー トについ

て，公団公営公)iICの各団地の綜合的配置計画によ って，

Ｍ ｊ ， ｇ Ｈ，Ｇままで ｉｌ ない健康的な イ ｪ ご務 ｴｲｾ をかもしだしている

ように見えるのであるが，しかし一旦各住戸の室内に足

を踏みいれば，その絶体的狭さと ，コ ストからくる画一

化である 。そのほとんどのものが，白いプ ラスタ ーか，

貧弱な沌い色のフ. ラスタ ーで，天井! l l が仕上げられてい

る。構造休としての コシクリ ー トと，その仕 t 材料の冷

い質感は ，そ ζ I ζ 居住する異 った個性をもっ人達を，同

じパタ ーシのなかに， 1rr¥J! IUζ 押しこめてしま った感をま

すます深くするのである 。 ζ れらの画一化された各住戸

を少しでも変化をもたせ， うるおいのあるものにするた

めに ， 各室の仕上げを， 主世程i類かのモデノレノレ ームによ

り，入居者の| 当由な選択にまかせてはどうか，もちろん

コス トの問題もあるが，分譲形式のものでは比較的簡単

ではないかと思う 。 ( Ky)



土 の 工 学
+長

J  みの

大阪市立大学理! 学部地学教室

竹 中

「土の工学の歩み ｊ という姐目で特集号の｝ｊ［ ｦｾＺ Ｇｾ の依頼

をうけましたとき，最初あまり内容が大きいものに思え

ましたのでお断りしたのですが，平易な解説的なもので

よいとの乙とでどざいましたので，その意味で建築技術

に関係さ れてい る方々に常識的な土の工学の歩みを，乙

の一編にまとめてみたいと存じます。

土の工学としての生いたちを大きく分けますと，第 2

次大戦前と i以後』ζ 大別さ れます。すべての工学の生いた

ちと| 司じように，土の工学も初JDHこは技術必の 「かん」

と経験!ι 頼 っていたのですが，それがはじめて学問的な

体系を整えてきたのは， 18世紀中広iのクーロンの土圧論

l乙始まり，紘いてランキン， プーシネスク， レザ - J V，

カコー，などが応用力学，あるいは郊性論の一部として

土質えl学の第一歩を開拓いたしました。これらの理論は

粉体，あるいは粒体，力学として最近玄で ｼ 口 ｾｬｪｬｊ 大学の機

械工学学生の撰択課自にもなっておりました。このよう

な応用力学の一部としての土質力学より，さら lこ一歩進

み，アッタ ーベ J レグは土壌学者，化学者として土の本質

的な研究を多く発表し， 1911- 1912年[ζ はいわゆるア y

ターベルグ限界を提案してより ，土を粉体，粒{ 本よりさ

らに進んで塑性体として取扱うようになりました。乙の

アッターベ J レク' 限界の測定方法は，その後ヰャサブラン

ドにより 1932今・現在土質試験 lζ 使用しているよう な試験

ブ'J i . 去に確立され，いまもなお土質試験において土の規準

的性質の決定法として非常に霊安な試験のひとつになっ

ております。土質力学の発達はとの頃になって漸 く活発

になり，スェーデンにおいては円孤泊り而による斜面の

5安定計算が研究され，また一方テノレツァギーは 1925年エ

ノレトパウメハニークにおいて熱伝導と相似的解法 [ζ より

:準 之 介

粘土胞の正街理論を樹立いたしました。また他方にお

いては， 1933年にプロクタ ーは土の突き閏め法とその管

理法を提唱し，飛行場，道路などの土質安定工法の一分

野の開妬に貢献し，乙乙 lζ 一応現在の土質工学の各分野

の輪郭ができあがりました。

土質工学の発達と建設工事えの応用はあたかも車の両

輸のどとく，必ｾは研究を促進し，新しい 研究は応用え

と発展じ， ｾＵ＠ 2 次大戦終了までには，i f : L 本研究と相まっ

て上質工学の応用に関する研究はめざましいものがあり

ました。乙れ ら の研究成果は，官ｾ 2 次大戦後国際会議の

復活によって戦時中の各国の研究成果が交換され整鑑さ

れると，土' l '1工学はまたつぎの段階えと飛躍をつづけま

した。残念なとと lζ 日本では 1930年すぎから次郊に戦時

休 ｾｉｾ ｬＡＺＺＺＺ入ったため，幾多の先党者的な学者の方々がおら

れたのにもかかわらず， ー|数11二聞というながし、ブランク

のなかにほとんと・研究活動も停止状態になりました。や

がて潟 2 次大戦の終末をむかえると米軍の進駐によるそ

の工兵部隊よりの新技術の導入や，戦時中の各国の研究

成果などが一時に輸入されて，土質工学は消化不良のま

ま研究熱だけは各大学官庁において，乙つ然と高まって

まいりました。しかしながらわたしたちの同年輩の研究

者ーたちのすべてが，その研究第一歩において門をたたく

権威名とでなく頼るべき指導者もないままに，各自が海

外文献を頼りにひたすら研究;ζ 打ちこんだ努力と苦労は

土質力学のように若い学問をするものに対しては，他の

分野の研究者のそれ以上のものがありました。

以下最近十年間の土質工学の進歩のうち基礎工学に関

係の深いトピックスを 2，3 拾って建築関係の技術者諸

兄のど参考nc供し乙の稿をは! ぢたいと思います。
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1) 現在は土質力学の危機である。

テJ レツァギーの 50i l  Mechoni c s  in A ct ion， Ci vil 

Engi neering .  Feb.， 1959. の訳を山下設計事務所吉見氏が，

「土と基礎J 33号! L 掲載さ れておりますが，その中でテ

J レツァギーは「土質力学を 1 つの道具にたとえると，乙

の道具. は教科書の勉強だけで使いこ なせるものでな くそ

の道具は単に技術的判断の手引きにすぎな L、。しかしな

がら大学において土質力学を専攻した学生は，卒業と同

時!Cエキスパート として藤れるので，乙乙| 乙土質力学の

危機を招いたJ という乙とを指摘しております。

土質力学において日本より歴史の古い国に おいて，乙

の状態でありますから，日本!ζ おいても当然それ以上の

ことが現実におきているのではないでしょうか。わたし

は建築基礎構造設計規準の草案を手にしたときより，乙

の乙とを痛切に感じた一人であります。乙の設計基準は

建築関係の人たちだけκ より非'l 古IC立派なものを作製さ

れ， また草案はI吟味 IC吟味をm: ね られた乙とをわたし自

身もよく知っておりますし，乙の基準は決して間違った

ものでもありません。わたしの強調したいのは，あまり

にも微に入り細lζ 入り規準ならびに解説がつくられてい

るため，乙の基準を使われる場合に人によっては非常に

大き い間逃いや，弊害をお乙し易い可能性をも っている

という乙とであります。乙と l己設計規準は準法規的なも

のでありますので，その影響すると乙ろは甚大であると

いえましょう。乙れと似たことでわたしがし、ままでに何

時も一番困った乙とがふたつどざいます。

そのひとつは「土質力学を勉強して土質工学的な仕事

を処理したいがなにかよいがをおじえて下さい」という

乙とと ，もうひとつは「現場の指導を大学の先生にお願

いすると先生によっていろいろと意見が述うので，その

撰択 [ζ 困りますが，どれがよいのでしょうか」という乙

とであります。いままでの説明でお分りになったと思い

ますが，土質 ー 力学の ｾＱ の教科書は実は現場の中にありま

して，本になっていないのであります。また大学で土質ー

力学の誹議を担当している人が必ずしも現場を指導をす

るだけの経験をもっているとはかぎらないわけでありま

して，ましてまだ土質力学では解決しきれない多 くの未

知の問題がある乙の分野の現象をすべて大学の先生lζ 問

う乙と自体が無理でありましょう。また同様lζ 土質力学

的な問題を一体の規準として統一するとと自体l乙非常な

矛盾をはらんでいるといわなければなりません。

テJ レッァギーは前に述べた報告の終りにつぎのように

結んでおります。 1土質工学の分野においてエキスパー

トの域l乙達するためには，努力だけでは不充分で人間の

自由! こならない天賦の才能が必要である J 1土質力学は

経験によって得られる知識に裏付けられた常識に取って

代るよりも，むしろそれを補足するものである乙とを認

識するようになって，初めて土質力学は終始一貫してそ
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の目的を達するようになるであろう」と 。乙れはま乙と

に味わうべき言葉でありまして，偉大な権威者が土質力

学 ｉｾ 目妬の至難の途を歩んだ後の ･ｳｳ ｡ ｹ と もいうべきもの

でありましょう 。

乙乙でいう人閣の自由にならない天賦の才能というの

は単なる数学的才能とか物理学的才能とかいったものだ

けでなく，鋭い洞察力や観察力とか独創性とか「かん」

というような言葉で表現し難い天賦の才能を意味してお

ります。そしてさ らに乙の道の エキスパートになるため

には，乙れら天賦の才能をもった人が若いときから経験

を積んで，その経験に立脚しつつ土質力学を勉強し研究

する乙と K あると思います。わたし自身天紙の才能はど

ざいま せんが， 幸lこも大学卒業後から岩主I ! : 先生ならびに

森田先生よりそのような現場の経験に立脚した研究態度

をおしえられ，いまさら ながら両先生のど卓見とそのど

恩に心より感謝している次第であります。

さて今回の協会よりのど依頼は新基礎設計規準を使う

上で参考となる土質工学の傾向についてということであ

りましたが，その ど依頼に対する返答は乙の 1 : 訟でその

大部分を述べえたと思います。ただそれだけでは折角の

ど依頼lζ 対しあまりにも人を馬鹿にしたような，またあ

まりにも極端にすぎるよう な印象をもたれる方があるか

も知れません。しかしそれが事実であり只突である以上

わたしとしてはやはり「現在は土質力学の危機である」

という乙と以外に返答を もたないわけであります。そし

て今回の基礎設計規準の使用やその規準の適間にあたっ

ては，決してしゃくし定規的な考え方をすて重要な問題

; c . 関しては経験ある専門家の助言を参考にされる乙とが

最もよい方法であると思います。

2)  最近の土性論の発達

土l乙関する科学が応用工学的な状態から純正科学のグ

ノレ ープに移りつつある乙とは，最近の著しい傾向であり

ます。; ; rs2 次大戦後各国の研究成果の交流により土質力

学は急激な発展をいたしましたが，またー而において共

通の弱点がありました。それは実際えの応用 i乙迫ら れて

伸びた結果の必然性として，土そのものの性質の研究が

あまりにもおくれていた乙とでありまして， ζ の乙とに

気付いた各国の学者は地質学者，鉱物学者，化学省など

の協力をえて自然堆肢物の粘土鉱物について研究し，ま

たテノレツァギーは向然 ｩｴ ｈＮ ｩｾ 物を地質学的に分類し ， 地質

学的な成因がその工学的性質におよぽす影響を発表して

以来，土質力学の研究iζ 地質学が密接; こ関係してまいり

ました。

また一方土の物性的な研究( c . 対しては，コロイド化学

が除々に惨透ンてまいりました。とくに自然堆積粘土の



場合その粘土鉱物κ よる土の物性の相逃が実用的に非常

に小さいものである乙とが分ってからは，粘土に関する

コロイ ド化学的な研究が非常に多くなり，北米合衆国，

ソ述，J ) レウエ" ・などの国々では，粘土の粘着力や圧密

作用やさらに S welling や凍上現象lζ 関する研究にまで

進んでまい りました。また化学的な而からの粘土の物性

lζ 関する研究はやがてレオロジー的な研究に発展し，粘

土の動的関性係数と静的i J l l I 性係数の比較や長時間作用す

る応力に対するク リー プ，繰返し応力による強度，鋭敏

比の低下など，各種の研究がなされて，粘土l乙関するレ

オロジ ー的な研究は今後土質力学の内容をさらにーそう

充実したものにするであろう乙とが期待されます。乙 れ

らの粘土科学的な研究と粘土庖の地質学的成因に関する

研究lζ よって，粘土 IC関する力学性が，煩雑な試料採取

や力学試験によらず，簡単な規準試験あるいは原位置試

によ り分るように なり ましょう。乙のよう な土質調査の

インスタント l時代がくるのも遠く ない将来である乙とと

思います。

3)  土の力学的性質に関する研究

土質試験において土の力学試験法はもう乙れで決定的

なものであって，それ以上IC . 進歩改良の余地がないよう

な鉛党をもっておら れる人が最近ずい分多いように思い

ます。しかし，その代表的試験として粘土の切断試験や

圧密試験を例にとりましでも，試験法自体およびその解

析法においても，幾多の未解決の問題を合んでいる乙と

が最近明らかになりました。

a)  勢断強度について

第一 lζ 土の切断強度lι ついて考えますと，現在実用的

に使われているー制圧縮強度，ヴェインテス トのような

Undrained  Qui ck Test においては，問問; ( 7 ) < 庄の観念は無

視さ れているので，有効t t カは分ら ないままに悩断をお

乙なっております。そして乙の試験法のてき用限界は未

だ完全に決っておりません。ただ粘土周に作用する荷重

が急速な場合，実用的に Undrained Qui ck Test より求め

たう1断強度はかなり実際とよく一致し，かつ簡単で経済

的であるという乙とだけが数年前から認められてまいり

ました。も し現湯の状態がそれと巡ったような場合は悶

ｉ ｾ ［ｴ 水圧を測定し ， 現場ー切断強度を予測する方 法がよく 使

われるようになり ，乙のための間目立水圧の測定装置は非

常κ 実用的な 精度の高いものができるようになりまし

た。そしてスケンプ トン，へンケルらは，現切における

応力，歪，間隙水圧の解折のため Pore Pressure  Porameter  

というものを提案し，乙れを三iih試験より求めて現場観

測の結果を解折し，かなりの成果をあげております。

乙のパラメータ ーはフックの抑性理論を応用して飽和

した土の場合下のようにあらわされます。

.d. . = ， ， Ｎ Ｎ ，ｾ＠ ，. ， f  Ｎ､ Ｖ ｡Ｋｾ＠ (.d 61 - .d 62)  1  
1  + n  (c

1O

/C
O

)  l  - v . '  3  ，- v ， - V " ， J  

.d"  : 間隙水圧

n 干し隙率

C叩 ・間隙水の圧縮率

co= 3 ( 1- 2 μ) / E : 土粒子の圧縮率

従って

.d，， = B  {.d 6a+ A  (.d 61- .dω)  

また実用的には B = l として

.du= .d 6s +A  (.d 61- .d 6a)  

上式の A ， B で表わされるパラメータは間隙水圧測

定時の現場の土中応力が分った場合，その後の各種現象

の解折 l乙非常 lζ 役立つ武器であ りまして，近い将来には

乙のパラメ ーターを室内試験でな く，現場において求め

る乙とができるようになる乙とは遠くないことと思われ

ます。

また三幅h圧縮試験より粘土居の圧密( 合水比の滅小)

と強度増加の関係を求める研究もかなりされまして，そ

のなかでも特筆すべき乙とは， 三割h試験の C onsol i dated

Undra ined  T  est から求められた明断強度と圧密荷重の比

c，，/P  は自然圧密の粘土; c : : . 絞べて約5096程度多い乙と，

ならびにその差は粘土の P. I. が小さく なるほど大きく

なる乙とが認められました。その原因は試料採取| 時の撹

乱の影轡だけで な いと，スケンプトン ，ピンショップ

( 1954) によって理論的に述べられています。乙のよう

なこと から飽和粘土の圧密 lこよ る強度増加の予測に三唱h

試験をおこなう ζ とはあまり窓味のない ζ とκ なってま

いりました。飽和粘土の三羽h圧縮試験はむしろ粘土の j J

学性lζ 関する研究用( c : : . 使われるべきものであって，ただ

土質試験のための '11断強度の測定のためにはむ しろわた

しの大学におられる三笠講師が考案された改良型一面抑

断機による切断試験の方が，はるかに実用的であるとい

えましょう。

一般lι 粘性土の j見断強度についてみますと ，粘土土性

の研究が前主主でのべましたように，物性論的な研究から

さらにレオロジ - (1とj 研究えと進み，最近では粘土の切断

強度 lζ 関しでかなり詳しい乙とまで分ってまいりまし

た。ところが，砂質土の研究 l己なりますと，砂のj也中応

力の測定が全く不可能といってよい現状でありますから

多くの実験を総合いたしますと ，つぎのように結論され

ましょう。砂の内郎摩擦角の値は同じ間隙比でも中間主

応力の大きさ によって非常 lζ 影響される乙とが分ってま

いりまして，砂質土における弱断強度の研究は大きい壁

κ ぶつかったまま前進の方向が分らな くなりました。 残

念ながら，乙のよう な状態は今後も当分変らないようで

ありますので，砂地盤に関しては，むしろ力学的研究よ
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りも原位置試験と実際の現場試験の比較研究とか，ゆる

い砂地盤の締め聞め工法の研究といった方向に今後進ん

でゆくことが予想さ れます。

最後に今回の設計規準において，土のw類lよ主として

関東ロ ームと粘性土および砂質土だけが土の磁類にあげ

られておりますが，実際的な問題で- - 1 - s : 技術者が判断 lζ

苦しむのは低塑性軟弱シ J レト質土やテツレタ堆獄以外の地

質学的成因による堆主!i 屈の明断強度の推定であります0

tr5 4 回国際会議の一般報告においても，テ J レッァギーを

はじめ多くの研究所とくにノルウェ一地質工学研究所κ

よって土質工学の分野における堆積物の地質学的成因と

その応用の必要性が強張され，そのなかでも各種推松土

の弱断強度の決定における地質学の重要性が強張されて

います。わたしはもともと地質学者でありながら，日本

における協同研究者が皆無といってよいくらいないもの

ですので，この方面の研究において全く成果が上ってお

りません。やがては研究室の充実とともに，大阪をは 1心

とした近畿地方の工学的地盤図を始め，各種の多彩な研

究を基1:，・みながら，貧しい研究室での釘・ 11 1Cl J ! 1i ! 肉の欽をも

らしている次第でございます。

b) 圧 密 作 用

テJ レッァギーが粘土居の圧密理論を完成する以前まで

粘土地盤上に作用する荷主による沈下 ｾ ｉ ・ ＲＱＺ は，粘土の体

脳部性係数により解折されておりました。したがって沈

下述度に関しては，何ら計算法がありませんでしたし，

また実際 上その必要性もあ まり なか ったようです。 体 ｾｦｩ

ｩｊｬ ｈ 止係数による沈下品の算定は，原理 ＨｉＯｾｉ こは現在の沈下

理論と全く同一であり ますから，沈下理論による進歩と

いえば，枕下一時間関係が計算されるようになっただけ

です。その後粘土屈の圧密作用 l己関してはあまりめぼし

し、研究がありませんでした。最近になってから粘土の圧

信作用を物理化学的な面から究明するような研究や，数

学的取扱いとして 2 次元 3 次元圧也、の到! 論が使われる

ようになりました。粘土の 2 次圧諸については，尖用上

あまり23味がないものですから全く研究されておりませ

ん。ただ圧街試験における試料中の圧密現像と実際の粘

土屈の圧密現像とのディメンジョンの相異による圧密曲

線の違いを， 2 次圧密も考慮した上でグラフ的に解折す

る方法が発表されております。乙れは 2 次圧密が時間の

対数l乙直線比例をするという仮定に問泊がありましょ

つ。

一般的 ｬ こいえば ，正記長試験の結果 より ｬ ｩｉＧｾｾ｛した車 ｬ ｬ 土脳

の沈下解折は各種の問題があるのはともかくとして，正

規荷主をうけた粘土の場介沈下却の誤差はー 3096よ り +

5096程度の純IJIi内であることが分り ，t.t F解J 1 i の目安程

度には使え ることが分ってまい りました。一方沈下一時

間関係については，計算f I 肉よりも実際の沈下のほうが迷

いことが共通の現象として認め られてきました。 ζ の原
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Li qui d Li mi t  

m 1 図 圧密係数Cv と液性限界の関係( 竹中原図 ・未公表)

・
テルツアギー K よる 北 米合衆国正規荷m粘土の他

o  1医者がお乙なった海}.fl !!ll立l也軟弱粘土の1[1

( 圧密荷mｐ ］ ｏＮＸ ｾ ＲＮＰｫ ｧＯ ｣ｭ Ｂ 応対してＩ

A 線 は圧1密前m ｐ ］ ｏ Ｎ Ｕ ｾ ＱＮ Ｕｫｧ Ｏ ｣ ｭ Ｂ＠ K 対する現場庄官官回線よ

り求めた Cv の値を示す

囚は 2 次元， 3 次元圧密をすべて 1 次元! 王符として矛|・t';l:

していることによるものとされていますが，実際は 1 次

元的な圧密の場合もやはり計算値より実際の沈下の方が

迷い乙とが認められております。わたしもこの問題につ

いて 3 - 4 '; 1よ前より土木学会に発表し，その後各地の埋

立地の沈下記録を集め研究しておりますがとくに乙の

傾向は含水比と液性限界がほぼ同じであるよう な軟弱粘

土の助合1C . 7 i : しいようであります。最近の研究では粘土

中の間隙水は Pseudo- Pl astic  Li qui d であって動水匂配の

小さいときは夕、 J レシ ーの法則が成立しないことが分って

まいりました。乙のことより考えますと， '1次弱粘土にお

いて圧密試験の結果から沈下一時間関係を; 計算すること

は，非常に大きい誤差をお乙し易い乙とがお分りの乙と

と思います。

乙れら軟弱粘土( 何qfi テソレタの粘土問) (乙対する圧花:

係数 Cv の値は圧密試験の結果から計算するよりも，む

しろ液性限界の値から推定した方が正確で- ある乙とが分

りまして第 1 図のような関係を求めました。お 1 図は各

地の思! 立地における沈下観測結果より逆算して求めた ら

であってこの図から分りますように軟弱粘土の正信速度

は非常に迷いものであります。

d.:JlHif 屯をうけた粘土 lζ 絞べますと先行LE密をうけた

粘土の場合の沈下計算は爪常指数 Cc だけで汗|・算できま

せんから下式

s =  f"""'" ｾ引 ｺＨ おｼ 規準， P  12リ 7式)

J  z= h  1  + e， 
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一→

A X A L  S T R A IN  

m2 図 ロンドンヲレイと大阪洪積粘上のサンプリング 11:

よる訴料のE と強度の低下( 竹'1' ));( 図 ・未公ぷ)

Tτ 三 ご 線 ロ ン ド ン 空 レ イ

二三 二 大 阪 洪 積 粘 土

何れも強度の強い方はハンドトリミングによる

によって計算 されます。しか し実際この式で計算した結

果と現場観測結果を比較しますと，数倍 Ｍ Ｑ Ｐ ｻｴｾ ほど計算

値の方が大き い乙とが分りました。問機のことは外国の

氷河粘土についても報告されております。乙の誤差の補

正法としてはスケンプトンらは半経験的な減少法を提案

しており，見 IJ の方法として圧密試験の蒋圧訟法を用いる

方法もあります。乙の補正は液性限界の大きい過汗件i*，lj

土の場合とくに注意、しなければなりません。

4)  所謂 “ E " について

最近のよう に，建設工事のスケールが大きく なり ます

と，重構造物の基礎とか，深い狼切，などの場合単なる

粘土胞の圧密沈下だけでなくて粘土胞のE の値を正確に

知る必要に迫 られてきました。しかし，乙のE の値は試

験の方法によって 1 :  10 の聞で変化しまして全く実用に

なり ません。普通粘土賠 l乙加わる荷主の瞬間沈下誌の算

定には ＮＭｾｑｉｉ 圧縮試験およひＧ三軸圧縮試験の結果から求め

たE を使っておりまして計算値は大てい大きすぎる場合

が多く測定されています。その原因として試料採取時の

悦乱の影響が指てきさ れておりますが，ハンド トリミン

グによって1t;0; 深く採取した試料の-'!QII ，あるいは三和11

試験の場合でも現場の急速平板蛾荷試験から逆t : ' : した E

の他よりもまだ大きいのであります。 ｅ の他をｩｅ ｬ￬￘ｾＱ 己決

めるためには，明断試験中の間隙水j主もfTめた各種条件

を現場の土中の場合と全く同様tこすること以外 lこ解決の
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方法がありません。乙の問題も今後の土質力学の大きい

問題のひとつであるといえましょう。そこで参考までに

試料採取によってお乙るE および切断強度の低下をロン

ドンクレイおよび大阪附近の粘土について示しますと ，

第 2図のような結果になりました。

5)  地盤調査において土質試験はあまりおこなわない

傾向にある

いままでの説明で土質試験( 主に力学試験) が大そう

頼りないものであって， 乙れを正確にお乙なうためには

試験をお乙なう人が如何に経験を必要とし，またその経

験とは単に試験操作に熟練しただけでは不充分であるこ

とがお分りの乙とと恩、います。しかし現実にはあま りに

も安価な信頼するにたらない試験結果が氾濯しておりま

す。実際正確な試験結果をだすためには，それに従事す

る現場技術名ーおよび試験室のメンバーもかなりの経験と

知識を必裂とするわけですので，とうてい現在のような

安価な試験1 ! ( 用ではできないわけです。諸外国の土質試

験資は現在関西方面で慣習的lζ お乙なわれている試験費

用の 10倍程度であることから考えましでも ， もちろん乙

れには口木における低賃金の問題もありましょうが，現

在の試験' J . ' i 用で，その結果に対してNI 待することは全く

ナンセンスといわねばなりません。

第 4 回国際会議の一般報告では， 50i l  E ゅlorot i on ond 

50mpl i ng の傾向について，つぎのようにのべら れていま

す。

" T he di ff iculties ond hi gh  prices 01 oper oti on l or secur ing  

undisturbed somples Irom bor e hol es hos  kept  the otl ent i on 

01  soil speci olists  to wor ds the devel opment 01 less expensi ve 

methods l or  obtoini ng soi l  choroleristics. "  

最近 ｮ ［ｪｾにおい て も，原位置試験が漸くさかんになっ

てきましたのも同じ理由からであって，J h ( 位置試験は今

後さらに進歩した方法になってゆき，それは単 なるサ ウ

ンデングという地質調査の簡便法の域を脱して室内にお

ける土恥倣と同械の霊安性をもつようになってくるで

しょう。

6)  標準貫入試験についての誤った考え

標準貫入試験はもともと地検の比較的よい南北アメ リ

力士山方において発達した地位の調査法でありま L て，軟

弱地慌の多いヨーロッパにおいてはむしろ前十的なコーン

テストが主として佼われております。到在 日本で標準11

入試験が地位調究の唯一の方法のよう』・ニ使われているの

は，米軍進駐当時日本lζ 土の専門家がいなかったので.

何の批判もなしに乙の方法をうけうりした窓い影響であ

ります。またとの方法を国際線準n入試験と呼んでいる

Z9  



人もありますが，とのよう な 名前はど乙にもあ りませ

ん。標準貫入試験はもともとレイモンド コンク リート杭

会社が始めた方法であっ て， 乙のサンプルスプーンが他

の動的貫入試験に較べて優れている点が多いので，その

方法を Jt}J 的貫入試験の標準的な方法iζ しようとしただけ

にすぎず，まして地盤調査の標準的方法という n味は毛

頭あ りません。

核準貫入試験による地絡の調査で最近重大なふたつの

乙とが問題にされております。そのひとつはN 値の小さ

い場合の支持カはあまり安全にすぎるということであり

ます。これについては絞準貫入試験の盛んなブラジ J レlζ

おいて，既存の椛造物や，現場試験の結果実際の支持力

は標準君入試験の結果から求めた支持力より 10096 程度 .  

大きいと結論されており，現在広く使われているテキス

トブックの支持力表の修正が提案されております。わた

しも数年前お ζ なった模型実験，現場試験の結果より修

.  

正した支持係数を大阪地盤についてのテキストブック[ 乙

11' ，しておりますが，乙の支持カ係数も やは り約 10096 増

加させておりましたので非常に芯を強くした次第です。

また際尼s上の支持カを標準貫入試験から枇定致します

と，乙れもやはり安全にすぎる乙とが分ってきました。

これらの相互関係と平板戴荷試験などを比較し，標準貫

入試験は際庖において少なくとも 60% 増しの許容支持力

をとるべきであると結論されておりますし，乙れと同じ

結果が世界中の各研究者によって観測されてお ります。

標準貫入試験 lζ 関する乙れらの問題は，建築関係、の支

持カ決定にとくに重大な乙とでありますから，当然設計

基準として使用する場合充分考lむしなければなりませ

ん。しかし問題が新しいので砂地般の支持カに関しては

|世界的な学会の統ー したt . t見がでるところまでに達して

おりませんが，おそらく今年の国際会議では新しい支持

力算定法が討論されることと思います。

したがって今後の続準としては， 20{下近 くもrii jに決め

られた支持力算定法にとらわれる乙となく，新しく支持

カ算定法を再検討すべきでないかと思います。

×  ×  ×  

土の工学の歩みと して， 最近の土質力学の傾向のうち

で，建築基礎設計規準l乙参考と なるような トピックスを

ひろっ てみましたが，今回は土質力学の基礎的な乙とだ

けで紙面の都合上応用的な面まで述べられなかったこと

を残念に思います。ことに支持カ論 lζ 関する最近の研究

は大そう重要な問題でありますが，乙の問題はある程度

の予備知識がj なζ とから説明する必要がありますので有

ｾ致しました。同様 ｬ こ杭支持力や矢板に作用する土 ｆｆＮ ｉ ζ

関しての研究も数年来非常 lζ 新しい方向にf f i J J いておりま

すので，また別の機会にでも解説的な記事で説明するて

とができればさいわいと思います。
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馬 場 将 雄 氏 山 岡 邦 男 氏 貝戸 俊一氏

座 談 会

馬場 今回できました基礎構造規準は，終戦後ま なし

に早稲 田の南先生の主査で作られま したものを全面的に

改訂したものです。相当時間をｾいやしましたが，理論

的に押!切れない点や地方K よっては特殊事的により，う

まくマッチ しない場合もあると思います。そのよ うな点

につきましては，皆綴方から今後疑問質問をいただきま

して， 討議改訂 して行 きたいと考えております。

まず今回の規準の根底lζ iitEれている精神 lζ 対して， み

な さま方のどｾ見をうかがいたいと思います。

前川 最大の特色は変形の概念の羽入ですね。従来他

の規準ではどちらかというと変形という点は二義的にな

っていたよう な気がし ますね。

A ・B ・C とわけたことについては，煩雑ではあるが過

渡期なのでやむを得ない処置だと考えます し，またどん

なものでも A でする 乙とには疑問があります。一般的 lζ

座談会 「建築基礎構造設計規準をめぐる諸問題」

と き l昭和3M[' . 2 ) J 17 n  午後211 'y- 511、:r 'Y

ところ 日 本主1¥築 協 会 会 議 室

出 席 者 ( J 眠不同)

司 会 馬 場 善 雄 氏( 阪大工学部助教綬)

( 規準作成委員)
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山 肩 邦

小 泉

貝 戸 俊

金 田

前 川 陽

大 西 常

男 氏( 京m工it 繊維大学助教綬)

)  

昇 氏 (K K竹中工E儲殺計部次長)

)  

一 氏( 大阪市m築同学校犯波部)

)  

宏 氏( 大林組工路部)

一 氏Ｈ村野・森建築 ｲ ｬｪｾ 所Ｉ

仁 氏( 汽車製造K K/;品製股計J ! l ! )

山 下 暢 雄 氏 ( 大成ru般 K K大阪支!11; 加 「部)

西 田 芳 弘 氏 ( 約水m設K K大阪支応設計部)

村 田 千之助 氏 ( K K竹中工Z首脳設 計 約

神 保 通 彦 氏( 大阪市怨策同学校正s投部)

稲 村 数 夫 氏( 近畿地酎: ¥絹都)

小泉 昇氏 山下 暢雄氏 附I川 陽 一 氏

いって A はよく纏めであるが，沈下計算と支持ノ'Jan;;[ で

は精度差がありますね。沈下計算はかなりくわしいが，

支持力計算では例えば異る庖が在る場合はまだ定説がな

いからと簡単な例をひとつあげて逃げているようです。

現実には法施 巾の 2 倍まで同 じ胞という乙とはまず虫み

にくし、か ら， 下手をすると学問的芯l床では A *J i . 準は支持

力の点では B 規準にまで降りねばな らない。

また沈下品に 1時間の概念、が入 っていないし，圧干f; 度』ζ

対するヨ5'h必がないですね。たとえば，全沈下fEの何%を

実用上差支えのない沈下畳として採るかという点が本当

は問題となりましょうから，あやまって使用される恐れ

もありえますね。

馬場 新規準のパ y ク ・ボーンはただいま前川さ んが

単万直入に述べられましたので，何々の問題 lζ 移りたい

と思います。

:- 1・2条 一一一一一一一一一

|  適 用 範 囲 に つ い て

前川 A ・B ・C の適用範聞に少々疑問がございます。

2附正t ・3附正tでも A によらねばな らぬ場合があり，また

i必の場合もありますから誤解を午みやすいですね。

馬場 そのとおりですね。規幣を作 った当 H年の政機を

小 ［ｪｾ さんからお闘いします。

小泉 最初は A ・B ・c とわけずに行く考えでした。乙

れについては解説にもありますが A ・B ・C とわけると

指導官庁が取締りをすべて A で行なう恐れも あるので，

建設朽の竹山先生lこ尋ねましたところ，乙の規準は学会

のがl準で取締りのスタンダードとはしな L、。また絶対的

なものではないという話でした。大体の目安なのですね

馬場 解説の訴がでましたので申し上げますが解説

はすべて執筆す; 例人の立任において古かれたもので， 他

の人が書けばまた変った解釈がで きるか もしれま せんか

ら， 解説については回持し く考えていただかな くて紡椛

です。

員戸 A  だけではシビアーすぎるし . 全同にわたるも

のだから ，大都市で高度の技術を身につけた技術者は問

題ないのですが，地方でなれな い方 (ζ 対しては少々刻解



金田 宏氏 大 西 常 仁 氏 阿III 芳弘氏

でそうもゆかない。少々無理だがこうしてはというデリ

ケイトないきさつもありました。

馬場 関西 fillJ 委員の考えは一本にまとめる芯見で，関

東側の委員の中にも同じ芯見の人達もいましたが，建築

技術才7全般の土1 ' 11乙関する知識の現状より，結局わけで

行乙うということになりました。

前川 C の中 lζ A にないものでよいものもありますね。

貝戸 ノぜランスの問題ですね。 dll 害等 cr c . 精しく述べ

られてありますが A で行なうような建物では基礎は深

いからその心配はあまり ないだろう 。むしろ木造など C

の方lζ 問題がでて くるので乙乙に入れたわけです。

馬場 乙の規準をうのみにして厳密に取締られると，

いろいろとまった問題がおきますね。

山肩 最初の原案は二つにわかれていて大規i伎なもの

と小規棋なものの2木立でした。そのときは A ・B ・c の

区別はな く，昨年の建築雑誌4月号で始めて A ・B . C と

でてきたわけです。じつは関西側は A ・B ・C 案に反対だ

ったのです。乙の規準が基準法の穴うめの芯図，つまり

取締る立場ーからの芯図が濃厚な規準になっては面白く な

い。だされるものはあくまでも，ひとつの reco mmendo-

I l on であって，使う人の立場はあくまでも自由だ。いわ

ばポケット ・ブックのようなもので，それに基準委員会

で検討してー木筋を通して使いよくしただけのものだと

思うのです。だから乙れで監督官庁が設計者ーをこのとお

りにしなさいと拘束することはよくないと思います。 A

が何m
2
，Bが何 m2 というとと で分類しても，地鍛の状態

とか建物の霊韮や建物の重要性等も問題になるので，そ

のようなわけ方はあまり芯味がないんですね。それで取

締り側に使利なような分類は反対だったのです。しかし

設計規準を使いやすくするという芯味から，一応、乙んな

形になったのですが，今いいましたな図でない乙とは全

委員了解ずみで総則のと乙ろにも担いである乙となので

す。

また，条項は全委員で何度も討議し，乙の程度なら認

められるという理論的 ・経験的に妥当と恩われるもので

不確実な部分はすべて解説の方に廻してあります。その

ために条文は多少くい足りないものとなっていると乙ろ

事1' 保 通 彦 氏 村田千之助民 稲 村 敏 夫 氏

建築基礎構造設計規準をめぐる諸問題

もあります。また解説はかならずしも全委口の参同を得

てるものとは中せません。さきほどの屈の臭った場合も

そうですが，便法としてはやれでも現在の所定説とはな

っていないために，不確実な点は解説に廻わしてありま

す。だから解説と条文の問 ｬζ はそういう ｾｾｉ ，床あいの差が

あるのですね。

A ・B . C とわけた分類のZ主義ですが A では理論的な

もので今までの研究成果が多少杭械的に入っており， B  

は経験的判断にのっとった消極的な方法で従来行なって

きた設汗1-法といえましょう。

しかし A はある芯味では背のびをしてる感じがする

のです。沈下を重視して支持カと地耐力の芯味をIヌ別し

たのは進歩的だと思うのですが，では許符沈下E や許可年

不同沈下E をどの程度に収めるかというと ，現在の研究

段階でははっきりした線がだせないわけです。まあ研究

が進むにつれてしだいに改善してゆくというよりいまの

と乙ろ手がないのですね。

村田 いま聞いておりますと，関西側と関東fillJ の聞に

意見の相違が大分あるようですが，関西日[11の芯凡で乙の

規準に反映していないものをひとつ話していただけませ

んか。

また乙の規準t乙対しては前川さんのおっしゃったよう

に粕度の統ーができてないと思います。

取締りについては心配ないというお話ですが，ある以

上乙れによってほしいという他の計算規準の前例もどざ

いますから，確約を得たと思ってもどうも危いのではな

L、か ・・・・・。

神保 取締りの規準とするのはどうかと思いますね。

山肩 同感です。

馬場 規準を作るのは法を作るのではないということ

に関しては全面的に官庁の方からは了解を得ております

が，実際には基準法は細部にふれていないから学会規準

によれという中央からの通達があったようです。その1 ! :

味からは法1 ) 1的性絡会帯びて くるわけですね。

村田 杭打公式がAにはないが B'こは施行令と同じも

のがありますね。とすれば基準法の施行令にあるから乙

れでやれという I)j1J約はうけませ人か。
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座 議 会

貝戸 乙の規準では ，ｾま荷試験に よ れとなっています

ね。そうしない場合，補足的事項としてあげであるわけ

です。動力学的杭打公式はば らつきが多いし不確実なの

ですが，それをだしているということは他に適当なもの

がないとも考えられますね。

村田 大阪で乙れくらい取締りがきついのだから，地

方へ行けば……。 ( 笑声)

貝戸 大阪では大丈夫だとは思いますが，官庁の機構

上担当が変れば，その恐れがない とはいえませんね。

小泉 解 説 ( 1  ;条) を読むと学会規準と基準法の両方

にまたがっているようで，誤解をまねく恐れもあります

が，乙れについて一応の説明がの っていますね。 乙の部

分には関西側の芯見が相当入っていますが，全般的とは

ゆかなか ったのです。

員戸 B規準の 50m2
を 200m

2
Iζ 関西slIJ か らいってなお

しました。

山肩 乙の建築而積でわけるのは関西では不満だった

のですね。あまり芯味も ないし，取締り slIJ I [ 便利な形に

なっているよう に思ったものですかる。

小泉 小規模木造建物の場合等には規準がなかったか

らというので C を作ったと，木部では説明しておりまし

Tこ。

前川 計算舎をだすよう なものは B 以上という乙とで

すね。

馬場 大体そうですね。

ァ 3・4条 一一一ー

|  ボーリング・データの

|  表示方法について

山肩 さきほどし、いましたように，用語で支持力と耐

力の定義をわけたのは一つの進歩ですね。

馬場 乙れが今度の改訂で一番大きなものですね。

ボーリ ング ・デ ータの表示方法はいかがですか。

前川 乙の附 1 図の表示方法はどうかと思 うのですが

馬場 軽微なものは附1図で，大規模なものは附2図の

方法ですればよいと思います。

前川 JlH 1 図では A 規準を用いる乙とができないです

ね。

小泉 乙れはひとつひとつについて精しいデータ ・シ

ート がついているのです。全部では膨大なものになりま

す。しかしまとまっているという点では附 2 図の方がよ

い。 ｊ ｬｈ ｬ ｾＱ は迎設省で用い て いるものです。

馬場 附 1 図の様式を地方lζ 疏して資料を集めている

ようですね。それで都合がよいからという乙とです。

村田 ζ れには資料番号がぬけていますね。
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貝戸 附 1 図は大阪では速報程度で一覧表と するとき

は附 2 図の方がよいと思う。もちろん他1(. 精しいデータ

はっきます。

山下 ボーリング ・データは試験誤差の多い個々の数

字そのものより全般的な対比が重要で，地盤の諸性質を

比較してみる場合には，やはり附 2 図のものがよいです

ね。

盤 調 査

前川 11主荷板は45cm角だったのですが30cm灼に変った

のは，どっちみち 11ま荷試験では下の方の影轡がでて乙 な

いから簡単にするためでしょうか。

小泉 今ひとつは早く 1政地点をみいだすためですね。

荷量強度を大き くするにはその市新を小さ くした方が便

利だからです。設計の 3 倍の荷重強度を目棋にしていま

す。

貝戸 破主主までやっ て くれという乙とです。

小泉 予備調究 ・木調ft とわけた乙とは関西では不満

でした。どうしても予備調査を しな くてはいけないとい

う誤解をだしやすい懸念もありましたが，予備調査は必

ずしも現場でやらなくてもよいんですね。資料がないと

きには簡単なポーリングをやれという乙とです。

また ，関西では平板誠荷試験をとめて土質調査一本で

行くというｾ見もありました。協会で以前作ったものを

入れるよういい ましたが，地盤調査の詳しい乙とは解説

によるという木部の回答だった。乙の解説は実は関西側

の人は目を通してないものです。

馬場 みなさまブi も不満な点がおありだろうと思いま

すが，建築地鍛土質調査2基準( 木誌掲11むを災害委員会

で作っ ておりますから，乙れを検討していただいて，ど

意見がありましたら委員会の方へよせて下さい。

小泉 平板i I i R 荷試験は関東の土では比較的よ〈あうの

でウエイ トが高くなっております。

馬場 乙の点は大きな怠見の差が関東関西の聞であり

ましたが，大阪では特別事情として取扱うようにしてほ

しいという乙とでした。

小泉 どうも関西では粘土をすぐ考え，関東では関東

ロームを考えるので，お互いにピンと乙 ない点が乙の辺

りにあるのですね。

馬場 関西では砂庖がでれば枕; 下は問題にしないが，

関東の人達は乙の辺りまで考えているらしいですね。し

かし ，砂周の沈下をどうして求めるかとなると問題です

ｾ Ｇｊ。

前川 砂1 ' 1 ロームの場合間隙率の大きいノレーズなもの

では薄いj習でも案外大きな圧密をみせるようです。話は



とびますが，砂等で間隙率等の JI. t ; r はどうして取扱えば

よいでしょうか。

馬場 現在のと乙ろ，天然砂庖の間四日率のうまい測定

方法がないですね。

前川 観測孔による透水試験より間際都を逆r I ーすると

いうような方法はどうですか。

山肩 一度よく似たことをやったことがあるのですが

透水係数はででも，自然の- ; ' ) ，- / l < 比のままの砂が採れない

とか，均等係数の条件 な んかで，そＨＰｻ砲が悶 ｉｾ［Ａ 比いくら

に対応するかについて誤差が大 きいのではないでしょう

か。

前川 砂質上のノレーズなものではどうしたらよいでし

ょっ。

小泉 ζ の場合早く陀慌して胞工IIJ にほとんと沈下が

起ζ るから同組があまりないという乙とです。

また，そのような場合は支持j J で決まるのではないで

しょうか。大体砂の場合は支持力，粘土では沈下祉とい

う乙とですね。

山肩 予備調査，本調査は設計規準として条文の体裁

を考えておるので，実際的な面からは厳I filζ わける必要

はないと思います。

貝戸 技術的にはわけなくてよいようですね。

村田 解説はさきほどから説明もありましたとおり ，

あまり重視しない乙とにしておりますが， ｾｾ荷試験ｋＮ重

きをおき土質調査の方が従のようにな っているが。

小泉 そ乙が不満な点ですね。

村田 乙れが地耐力の決定までついてきているようで

すね。

馬場 平板i依荷試験がさきで，それのないと きに土質

川公をするようになっていた原案を，関西{ J l I Jからいって

逆にしたのですね。

小泉 関東ではテ J レツアギーの式はあまり実際には使

っていないようですね。

，A  2 章 ( 10条 - 12条)

|  基礎の設計計画について

小泉 11条の支持地盤の選定については，軟弱地盤は

初めの原案ではぜんぜんいけなか ったのを，それでは大

阪等で建物が建たないので乙のようになおしたのです。

前川 なりたちからいえば，東京屈という信頼性のあ

る支持周に達する乙とをまず考える関東f i [ IJ の考え方がそ

こにあるのではないでしょう か。それでいま ，杭に支持

させるか地盤に支持させるかという問題になっているの

でしょうね。

村田 隣接地に施工する場合の乙とはどうですか。

建築基礎様造設計規準をめぐる諸問題

貝戸 後から廷でる方は隣接建物の乙とを考えるが，

さきの方は考えていないようですね。 71 J 用の点でできる

かどうかですが，私個人の考えでは，さきに建てる方に

対しては少々緩和し，後の方はシビアーにする方がよい

と思う。

村田 たとえば根切りと主主のバランスを考えトント

ンにする場合，圧密沈下は起らぬが，似Hζ m物ができる

と引っぱられますね。乙の場合ど乙まで考1・むするのか不

l別です。乙れlι 対して法的拘束はな いのですか。

貝戸 別 ＱＨｾｴｩｊ 約はないでＧすね。

村田 影響のある場合は。

小泉 後からmてる方が考慮するよう基準法にもあり

ますね。初めの原案はもっときつい表現でした。

貝戸 線伐りの点でも同じ乙とがでてきますね。

山肩 3 項の最初の文は自分の! i l i 物が他の建物などに

与える影響で次のは受身の立場ですね。 jjij の立坊につい

ては「考慮しなければならない」後の立協は「考慮して

おく乙とが望ましい」乙のような言葉のニュアンスで灰

別しでありますが，方針としては乙れでいいのではない

でしょうか? 法的にはどうなるかよくわかりません

が ・・。

前川 乙乙 lζ 普いである「設計者の考えによる」とあ

るのが本当ではないでしょうか. 結局 -。

貝戸 乙れは，考えなくてもよいといえばそれまでだ

が， ファクターの解釈の仕方，考え方によっては顕の痛

い問題ですね。

前川 12条の異種基礎ですが， zL11からネガティヴな函

ばかり強調されておりますが，使ったらよい，または使

わざるを得ない場合も現実にはあると思うので. 乙のよ

うな点をも少しつつ込んでほしかったと思います。

小泉 ζ まった問題ですがね。

員戸 型が臭っても要素が同じであればよいという怒

l床ではないでしょう か。

前川 将来の規準改訂のときはもっとポジティヴな面

も強調して，も少し掘りさげて研究してもらいたい問題

だと恩います。

山肩 原則論としては乙れでよいと思います。沈下fE

のr . r . 定さえ . 各々の基礎について硝; 突なら問題はないの

ですが，沈下ま1.t ' ，L そのものがまだひじようにラフである

し，上 ｊｾｬｦ 品造はか な り剛なものだか ら ，わず かの不 同沈

下品でもクラックが入るおそれがありますか ら。

大西 13条 3 項ですが，設備の基礎たとえば振動等の

!!Jg憶が入るのですが，乙のようなデータが解説側にない

ですね。

馬場 機械基礎は，ある程度データは集っております

が，ひじように多くないと実際! こ役にたたないので，そ

35 



座 議 会

のつど，測って行けば解決すると乙ろまではきておりま

す。

貝戸 原案ではすべて試験するようにな っていました

が，煩雑なのでこのようなものになったのです。

;- 1  5 条

|  地 下 壁 土 圧 に つ い て

前川 土庄の大きさについては施工者側からむしろ問

題がでると思いますね。

山下 まったく大きいですね。( 一同笑)

小泉 関西では大分異議があったのですが，突出1]例 が

なかったので，また文献では乙れより大きい他さえある

のですね。

前川 今までのやり方で実害がないものを実験の結果

世が 25。以下になると 0 .5以上でるからというので決めた

のは納得できませんね。つぶれなかったのが材料の許容

応力度以内に入っ ていたことかもしれませんが，

山肩 0 .5 という数字はチェポタリオフの実験なども

ありますし動どかせないと思いますね。実際lこもってい

るとしてふ厳密に観測されたものもなく ，m: がスラブ

の働きをし ているため [111け' でクラックが入るには相当大

きな力に なると患います。また土lζ 接した凱1] のクラック

は調べようがない。そこら辺りの問題があって，もひと

つわから ないのですが，私としてはな にかある程度の深

さ以下では土庄は一定などという逃手がないと深い地下

室では設計上苦しいと }EH、ますね。今回は乙ういうこと

になったのですが，将来有力な実測資料をだしていただ

けば，改善されると思います。現在のと乙ろでは乙のよ

うにせざるを得ないのですね。

小泉 私のと乙ろでは施工中の例はあるのですが，実

際乙れより小さいとはいわれませんね。下の方では土の

間のシヤーでもつことも 考えられ. 乙のように下まで直

線的に増大しないのではないかとも考えられます。

金田 私のと乙ろの例では 0. 5 よりも大きくでていま

す。大阪の地縦では，大体チェボタリオフの悌形分布の

型をとっ ている ようで，際; 形部分の最大値は 0 .6 近くで

す。大体j也下壁の場合は，私もあると乙ろで直線的に孫

してよいと思いますが，水圧を加味すれば規準のように

なるようです。

二1: . f T: も大体 16下程度測かれば大体見当がつ きます。

山肩 粘土では0 .5以上でますね。

小泉 街 ｮｾ 分布がよくあいますね。

山下 われわれは下の方が問題ですね。( 笑声〉

小泉 長期1(. 渡る測定がないのでねー。 アーチングの

作用で案外小さかったりしますし。実際は7 ] <πの方が大

きいですね。

貝戸 データがそろえば変えられるのでみなさんに集

めてほしいと思います。

;- 16条 ・17条

|  支 持 力 公 式 に つ い て

金田 17条ででできますが安全率 3 の採り方はどうで

すか。地般により異るのではないでしょうか。もう少し

検討してもらいたかった。

村田 安全率の考え方ですが線入深さの場合は 1 です

ね。全体としてはテ J レツアギ ーの式を変えてきれいな式

にな っているが，乙れは荘、はどうかと恩うんです。実際

の安全率は3よりも少いこと ICなります。

山肩 上部構造は，かなり 厳密に応力が算定できます

が，下部l構造はまだわからないことが多い。その点で，

地般によって変えるよりももっとラフの程度でよいと思

います。

小泉 何倍余俗があるかという芯味では 3 ではないの

ですが，乙の程度みておけばよいという怠味なら乙 れで

よいと思う。粘こ|二の141合は D r を計算に入れると安全率

は 3 ないわけですね。

村田 深くなれば深くなるほど，それだけ安全率はへ

って行く乙とになります。

垣本ペイ ｾ￐ ｾＭｾＮＮＮ，Ｎ及
5 0 0 0 級 ス ー パ ー

ビニー J レ盛塗料

t ; : ・，・，少匁
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小泉 Drrc対しては安全率をとらなくてもよい。第 3

項1; 1 : 実際の土の重品です。しかし Nq で安全率を考慮し

てあります。 Nq の値に含まれる安全率は粘土で 1 ，世

= 40

0

の砂で大体 3 になっている。

支持) J 係数としてはおかしいのですが，局部l波域と一

般砂'淡をスムーズ ・アップしております。 N q の値はテ

J レツアギーのものに比べ砂の場合 1 になり，粘土の湯合

3 となって，粘土の方が大きくなっております。乙れは

世が大きくなると，安全Z容を考える必Qf ーがあるというの

で，もとのテノレツアギーの式にもどしてあるわけです。

粘土の湯合についてはチェポタリオフのように侃さく土

品を差引くという考え方からは乙れでいいと思います。

山下 でき上った後に隣接地で根切したときを考えね

ばならぬと思います。

貝戸 解説にありますが Dr がなくなれば，大きなフ

ァクターがなくなりますね。乙の辺りが条文の考lむしろ

というn味にもなりましょう。

神保 私はテ J レツアギーの式の方がなれておりますの

で，乙れを{ 史ってもよいですか。

馬場 結構だと思います。

村田 ではなぜ乙うして変えた式をだしであるのです

か。

金田 局郎l政域，一般 l政j裳の判定のむつかしさからで

はないですか。

小泉 乙れではい くら かは無理があるが，大体そうい

ったと乙ろです。

前川 計算操作上は使いやすいですね。

r  17条 一 一 一 一 一 「

N 値 に つ い て |  

西国 解説なのですが，N 値からがを求めるのに 3 つ

の式がありますね。式によって値が変るのでは ・.. .。

ひとつにしたらどうですかね。 A 規準では， 世は現場

に行って測ってこいという乙とですか。( 一同笑〉

建築基礎構造設計規準をめぐる諸問題

小泉 と、れかひとつを用いればよいのですね。どれで

もよいという乙とです。

西田 そうすると，自由自在といってはおかしいです

が，どんなぐあいにでもなるわけですね。

馬場 乙の規準の実例にも測定値と式の値とぜんぜん

巡うのがでてきますね。

西国 乙れでは A 規準を用いようと思っても，公式を

用いる場合は A規準は B，C 規準にまで転落する乙とに

なりますね。

山下 土質工学の本としてはc . れでよいと思います

が，規準としてはとの辺りどうですかね。簡明な形です

べてを規定したいと思いますが。

小泉 ぱらつきが多いので3つあげであるわけですね。

前川 それぞれの式によくあう土はどのようなものだ

と，式のでてきた線拠を書いてもらいたかったですね。

乙の部分は少々不親切な解説だと思し、ます。

小泉 N 値のばらつきに対して431準偏差そのものを考

えに入れるのにも少々疑問がありますね。平均値の偏差

を考えればよいと思います。

山肩 ・貝戸 普通，そうくわしくやってないようです

ね。平均N 値の安全slIJ を採るようにしているのではない

でしょうか。

金田 式による差はせいぜい 2 _ 3
0

で，それより N 値

の補正，たとえば地下水のある羽合のシルト質砂とかの

場合の方が大きいのですね。解説にはぜんぜん考慮がさ

れてないですね。

山肩 そうですね。

ァ 18-22条

|  沈 下 に つ い て

山下 許容沈下記30cmという乙とについては少々疑問

がありますが， I時間のファクタ ーがないですね。また許

容支持力は基礎が大きくなると途方もなく大きく なりま

すが，; X下E を決めていない乙とは規準としてアイ 7 イ

@  

合 成 樹 脂 調 合 ベ イ ン ト

本 竜士 大 阪 市此 花区 西野 下之 町 3 8  営 業所 東 京 札 幌ー仙 台 新 潟 静 岡 . 名古鹿ー 神 戸，高絵 岡 山 広 島 緬 岡 工 場 大 阪 慣浜 茅 ヶ 崎 平 曜
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なようですね。

山肩 じつは最初の案では，許容不同沈 F品の規定が

あったのです。それがいろいろ検討の末，言午容沈下:w:の

規定に変ってきたのですね。 問題の本質からいいます

と，上部構造に害を与えるのは不同沈下ですから，やは

り不同沈下で抑えるのが本当で，たとえ全体沈下が大き

いと計算にでても ，それだけ沈むものとして建物を高く

あげて施工しておけば，差支えないわけです。と乙ろが

不同沈下の計算と な りますと，上部椛造の剛性も考えね

ばならず，計算がかなり面倒に な ってしまって，いまの

ととろ実用的とはいえないのですね。それに許容不同沈

下誌をいくらにするかは大いに問題があります。そ こで

ひとつの逃げ手として最大沈下品でおさえるという立場

ができたのです。もちろん乙乙 ( C不同沈下と最大沈下は

直線比例の関係があると仮定しているのですが…・・・。

解説の数値は，あくまでひとつの案だと思います。こ

の沈下品でおさえますと ，大阪では大き な建物が建たぬ

場合がでてくると思うのです。大阪のある建物の実測結

果 ｋ よりますと，建物の両 ｾｍ の柱のち ｴ 下品の差が ＵＰ ｣ ｭ と

いう記録があるのですが， レベルで当ったのですから ，

沈下誌の差しかわから ない。全体沈下も考えますと最大

沈下誌が 80cmにな るのか 1mになるのかわから ない。し

かし現実 (C建っているとすれば沈下計算をする以上，許

容沈下訟は必要だが，乙のときあまり厳しくされると，

大阪の場合図る。まあ，乙んないきさつがあるのですか

ら，乙乙の数値は厳密 lζ 考えないようにしていただきた

いと思うのです。

前川 しかし地ブj へ行ったら沈下品30cmと1mいて驚い

ていましたよ。大きすぎるというんです。

山肩 尖例と計算は別だというのは逃げ手だが，実際

( L 近ずかねばならぬのが! 原則で，そうできぬなら学問的

に若いわけですね。それだけ大きな沈下誌が規準にある

とすれば大阪では建たぬのではないかという乙となので

すが，全国的にみた場合，あまり大きく緩和する ことも

できないので，全国の平均値として，乙の程度の値を採

り，大阪では特殊事情として考えてよいという主旨にな

っているわ けです。

大西 洗下の定性的なもので，定量的ではないわけで

すね。

山肩 まあそうです。沈下は少ない方がいいですから

ね。

村田 実際には建物はフレキシフソレとして計算しであ

るわけですね。

山肩 そうです。

大西 実際にでて くる沈下E はどうすればよいか，ま

た不同沈下は どうすればよ いのですか。

山肩 全体的な枕下は建物の織能上，使用上の問題で

まず設計者が建物の用途などを考えて許容沈下孟を決め

でかからねばいけませんね。それを規準として沈下計算

を行うわけです。そのとき解説の値はひとつの参考値と

してみていただいていいわけです。不同沈下をいくらに

押えるかは，いまの研究段階では一寸申上げにくいので

すが， 不同沈下の対策としては解説にのっております

ね。

大西 独立基礎で摩擦杭を用いた場合，振動による沈

下誌が大きく不閥抗下が30cmでている。乙の場合クレ ー

ンですが，傾斜が問題になるのですね。請負の場合は問

題はないのですが，営手IJ会社では金額の点もあって，実

際の白用と，建物の耐周年月とが関係してくるわけです

ね。結局そうなれば実際に生ずる沈下品不同沈下品がし

りたいのです。その場合，乙の規準の式を使えますか。

貝戸 できると思いますね。沈下品の差をまったく な

くする乙とはできぬでしょうが，経験と理論をよくしっ

ているようになれば 5cmくらいまでには行ける と，思いま

す。

小泉 クレーンなど動荷重では粘土の圧也、には関係し

ませんね。砂の4見合は振動による沈下が相当大きく なる

でしょう。

前川 構造計画にも関係してきますね。

村田 (  18) 式としてはなにかもっと簡単なものは ない

建築思待堂内乙占定一ーー・

. - f 〈GDAL)
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ですか。

山肩 厨の多い場合は，フレー リッヒの式はブーシネ

スクの式により ，かえって用いにくいと思います。

前川 前f(. ，，ｾしたように ， ，時間のファクターをぜひ入

れてほしい。 C旬 K 対する定義さえないんですね。乙れ

では時聞に対してはやりょうがないです。

小泉 例j泊もないですね。

山肩 建物の耐周年限程度たてば大阪では沈下はほと

んど終極値に近いのではないでしょうか。

山下 応力と厨厚の関係により時間的に長いものと短

いものがあるのですが。

村田 実際の沈下: G l と時閣が無関係でないとすれば入

れて当然ですね。

前川 地盤改良の立場からは，先行荷重の影響をな く

する乙ともできる場合があるが，設計者の立場ーからいえ

ば，予定iされる沈下丑の3096なり 50%を，液性限界の低

いものでは，割合簡単に起乙す乙とができる場合があり

ます。乙のような例もあるから，やはり i時間の考えは入

れてほしいですね。また乙の問題は定説もありますから

小泉 そのとおりですね。

前川 ひとつこのようなうちわ話を普いた本が必要だ

と思いますがどうでしょう。

全員 そうですね。

馬場 今後とも改良して行きたいと思し、ますので，お

気付きの点は支部の基礎構造委且会まで申入れして下さ

し、。

山肩 近畿支部で大阪地盤に対する計算例や設計例を

だせば面白いし有益だと思いますね。

村田 詳 しい地盤図はどうで・すか。

馬場 最近できま した東京のものと異り ，われわれ技

術者が使用できる程度のもので，大阪地盤図作製の考え

は建設省にでているようです。

前川 許容地耐力度のと乙ろですが，前に申 し上げま

したように霊庖の問題等がありま して，17条f(. 不備があ

るため22条の権威が落ちていますね。

持総防災シヤv ター全般

-HI Ii:ι: ・

建築基礎構造設計規準をめぐる諸問題

金田 重屈の場合の精しい解説例がほしかったですね

前川 粘土と砂の重層の場合，便法を用いてさしっか

えないですか。

小泉 大きなものでは一般に沈下の方が問題と なり，

支持力できまらぬのが普通ですが，砂の下に粘土屈があ

れば，砂や粘土の境でもういちどその尼で計算して小さ

い方をとるというのもひとつの方法でしょう。

大西 粘土地盤K 対し，不同沈下を考慮した地中祭設

計法はないでしょうか。

山下 関i性的にやると大変なオーダ ーにな ります。

馬場 不閥抗下を考慮しますと，計算がひじように煩

維になりますので，実用には…ー・。

山肩 普通の建物のオ ークーでは，繋!誌の両端付近が

プラスチック ・ヒンジに近く なり，連続決で計算しても

附ll ! 支が変り，現実 f(. ijlji 性計算がなりたたないわけです。

そういう苦しい，シビアなところは両端2，3 スパンです

から ，長い建物で，両端と同じ繋5誌をとおすのは不経済

です。 J.( 中は卵性，両町Mはある程度塑性をゆるすよう考

えてもよいのではないかと思うのですが，どの程度lζ 不

同沈下をゆるすかとなるとひじようにむずかしい。 なん

とか実用的な方法を考えたいと思っております。

西国 地中深の問IJ 性で不同枕下はなんとかならないで

しょうか。

馬場 とてつもなく剛な匁かカベがあれば別ですが，

ないのなら ，その影轡は微々たるものでしょうね。

前川 ベタ基礎で上からの荷重と下からの荷重分布，

核地圧とのバランスについても問題があると思います

が。

馬場 各自適当な便法によっているよ うですね。

村田 実際には多いから設計例がほ しい。

西国 m信柱，クレーンの基礎，細長い建物等に対す

電 動 式 ~ 箱 型 ・ ウ オ ー ム ・ ス パ ー

手 動 式 ~ 自 動 ・ 鎖 ・ オ ー ト マ チ y ク

ス テ ン レ ス ・ ア ル ミ ニ ウ ム ・ シ ャ y ター

Ｚｾｉｊ ，俣製作所大阪支庖

大 阪 市 北 区 若 松田IJ 3 0 電 話 ( 34) 9 0 0 4 .  9 0  1  6 ・4 8 2 5

本 社 及工 場 ・ 埼 玉 県 与 野 町
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座 談 会

る;/;];TJ 占にかかる側土圧についてはどうでしょう。根伐 り

の深いものほど危険になる ;; 1釘法はおかしいですね。解

説lζ はmjf j 1な伊lがひとつあげでありますが。

前川 そうですね。 saft y faclor  を合んだもので結構だ

からなにか乙れについて書いてもらいたいですね。独立

基礎では柱脚までシ ェアーを下し， HI l から抵抗する土圧

はぜんぜん考えないというのではおかしいですね。やは

りシェアーと側土圧についても精度の統ーがないように

思います。

馬場 本部の竹山先生ともいろいろ話しあいましたが

ぜんぜん入れないのはおかしい。しかし， じゃどう して

入れるかとなると自信のもてる式がないのですね。静的

なものは解説lζ も，簡単な仮定によったものがあります

が，地良時動的なものとなるとなかなかむつかしいので

す。それで結局はずさざるを得なかったわけです。

前川 乙のような問題は B 規準のなか I C Q見として述

べであればよかったと思いますね。

1- A  4章 3 節 一 一 一 一 一

く い 基 礎

神保 逓減率の問題ですが，逓減率2096+縦II 長比によ

るi ! i l l 減率というのは大きいと思いますが。乙のままだと

大阪等では木杭を用いる場合，十三，城Ｊ区 ， 右ｾＩＮￇ，ｪ区，

生野区の東は 20m以下しか支持Wi がなし、か ら1. ' ( 用の関係

で木杭を用いる建物等は継杭になります。米口 18cm で

200mの継ぎ杭としますと大体 3 トン程度しかでないんで

すね。そうすると支持杭としては木杭は使えない。摩擦

杭の方がかえってよいという乙とになりますが，今度は

沈下の方がからんできます。乙うなると1 . ' ( 用の点などか

ら大阪ではそのよう な建物は建てな くなりますね。

前川 私は一般論としては乙のようなと乙ろで杭を打

つのが妥当かとうか疑問に思います。ネガティブフリク

ション ，桃挫屈，地震l時の液化引朱等がありまずから。

もちろん実際にはケース ・ノ父イ ・ケースでいろんなファ

クターが入り 2 地業形式の選定はむつかしいと思います

が。

金 回 大阪では鋼管パイノレ H パイノレの方が コンクリ

ート杭，木杭より安くなります。

貝戸 継手 l乙は危険率があると思います。大体2096と

は全体に対してその程度損傷があるからという乙とです

が，疑問な点も残っております。

利保 j摩擦杭lζ も適用しているのはおかしいですね。

小泉 いろいろ問題もありましたが，確実な継ぎ手が

ないのですね。もしよいものができれば引むするという

こ止で乙うしたわけです。
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貝戸 商問建物では表面にでず，ＳＭＵ Ｑ 桁程度のｾ物 で

はi ! i l l 誠事が大 きな要素になるのですね。

神保 尖伊lを考えますと ，継杭ですが支持胞に述した

ものは沈下が少ないですね。支持力，断面の許容耐力，

沈下盆， ￭ ｬ ま荷試験 ， 杭打試験 ｋ よって決った詳 ｾｦ￬Ｚ耐力か

ら逓減させるのですから ，乙うなると支持府に達する と

いう大きな前提にそえなくなってしまいますね。

金田 杭耐力の逓減も監督のやり方である程度ふせげ

るのではないですかね。打方等にもよりますしね。

馬場 うまい継ぎ方や施工法はなかなかないが，将来

でれば逓減の絞和も可能になるでしょうね。

西国 杭の根入の場合，ペデ等では実際問題止して 1m

入らないですね。参考例として載せてあると考えており

ますが，第 3 者から指示があった場合には困りますね。

山肩 }JIHζ 支持層 ICいくら入れなくてはいかんという

規定はないですよ。

馬場 実際打込めないですね。

員戸 その場合，杭耐力は載荷試験による乙とになっ

ていますから，それでよいと思いますね。

稲村 銅杭などでは，小さな断面に大きな上部荷主が

かかるので，安全に力を伝えるためには，杭頭部の相i強

が必ｾと思います。乙の解説が な いですね。

馬場 制杭小分科会を作り検討していますので ， が ｾｴ｜ Ｈｩ

ができるまで，いましばらくお待ち下さい。

山肩 しかし，鏑杭小分科会でも，原則的には乙の規

準の主旨と; i ' sなる乙とはないでしょうね。

1  A  7章

根 切 り 工 事

馬場 初めて入った条文;ですが，乙れについてはし、か

がですか。

金回 大阪地盤によくあうよい式がのっておりますが

シート ・パイノレを用いる場合上部土圧はテ J レツアギー，

チボタリオフのものを用い，根入れではランキンの土圧

を用いるのはおかしいと思いますね。計算上手間がかか

ります。

小泉 計算するとすれば乙のようにでも考えるという

乙とですね。

金 回 線入れでは i政域まで考えてあるが， 乙乙まで必

ｾかどうか。根入れ深さの算定を最終段切架と仰 ＱＱ リ数の

距離と N 他くらいからでてくるような簡単なものはでき

ませんかね。また 338 頁のヒーヴィング lζ 関してはシー

ト・パイノレの l山げ剛性を考えているのに 334 頁では考え

ていないのですね。規準では d恨入の長 さ決定の場合 M ，ー

詮 lvl
d

となるようにしているが，実際，シート ・パイノレ



を用いるときは，シート ・パイルの持容曲げモーメント

も考1位してよいと思います。

前川 受'liIJ土庄はコンスタントに近いカーブになるの

ではないでしょうか。

小泉・村田 矢板の rHJ げ剛性は 2 段の協会は入れてよ

いと思うが 334頁では 1段ですから，乙れでよいと思い

ます。一例としてあげているわけですね。 受動土圧の全

合力が閉じであれば，少々分布カーブを変えてもよいの

ではなし、かと思いますね。

金国 土留にレール ・I ビームを用いた羽合の線入れ

はどう考えるか，例がほしかったですね。

小泉 乙の辺りは問題の多いと乙ろですね。 49条につ

いては反対です。解説にはチエボヲリオフの方法が入っ

ていますが。

山下 受!liIJ土j王の葉心が下って，いつも苦労するので

すが，粘' i "i・力を考えるとカ ーブになって少し楽に なり ま

す。もう少し親切に書いてほしかったですね。

金田 切梁ポストの浮き上り iζ ついてもなにも書いて

いません。実際は乙のよう なカに対する検討がひじよう

に必姿です。

小泉 そうですね。実際問題と しては，切梁応力より

下部底而のもり上がりが多いのではないですか。

前川 根入れ深さはシビアーな方がよいと思います。

土質の急変等のため現場で適宜余掘りをやらねばならな

い場合もあり，少々安全倒IJ の方が設計する方の仰lからは

降客がなくてよいですね。

小泉 三!丈夫; の式もおかしいという話ーもあ った。 (49条)

山肩 乙の部分の解説は時間的にほとんど検討でき な

かったですね。

西国 矢板，切梁，腹起， 山留材は木材に対しては長

期短期の平均値，鋼材に対しては短期許容応力でよいわ

けですね。

小泉 そうです。基準法と同じですね。

西国 仮設物，たとえば山留を建物の外壁に利用する

とかいう場合はどうですか。

小泉 地下壁として考えればよいですね。山留は動く

と考え，地下壁i乙用いたときは動かぬとして地下壁の土

圧を採ればよいわけです。

金田 その場合初めから働いている応ゴJ はどうしたら

よいですか。たとえば伐梁を鉄骨でして，後でコン クリ

ートでまいて梁にするとき など。

小泉 乙のような問題はケ ース ・パイ ・ケースでやれ

ばよいと思います。

金田 49条については地盤調査の精度とあわせて考一え

れば，乙の程度のものでよいのではないかと思います。

安全率に少々問題はありますが。

建築基礎構造設計規準をめぐる諸問題

小泉 土塊の鉛直面l乙沿うシヤーを考えたかったが，

関東側はうけ入れなか った。乙 の分だけが安全側 !C入っ

ているわけですね。

小泉 相当大たんにやっておりますね。総理に乙の式

によら な くて結械だと思います。

金田 実際ゃった例からいいますと ，乙の式はひじよ

うによくあいそうです。施王者としては乙のよう な式で

ある程度目安をたて，乙れ以上掘ると危険だという深さ

を求めて，そ れ よ り下のＱＱｩｬｬ Ｑｾｉｊ を注意深 く行 ・なうとよいと

思います。

神保 沈下は別にしてベタ基磁で浮かす場合 qu+ rDf

としてはどうでしょうか。被伐!ままで載荷試験できぬ場

合がありますから，たとえば梯水量が大きいとき など。

前川 B を A に加味するわけですね。

馬場 周の変化がないと推定できればそれでよいので

す。

神保 1時間的関係で B規準をある程度利則する羽合も

あるので A ・B折衷になるのですね。

員戸 A を理解しておればよいですね。

前川 A で一貫しなくても， Bを A化 して用いるわけで

すね。鉄骨やコンクリートの場合でも， みなさん適当に

Bをうまく Af ( っくりかえておられるようですね。( 笑声)

山肩 それで結構だと思いますね。

前川 乙れは取締りの問題でむしろ官庁の方にお願い

したいのです。

貝戸 仮定をおく際充分理解している人ならばそれで

よいと思います。

山肩 B の方のl也耐力などは， 小さい自に定めてあり

ますから，経済的な面からは A による方が得策ですね。

神保 木造の場合， 断面決定，基礎 rt などは士会でだ

しているものの方がくわしいですね。

山肩 表63は厳密な計算ではないですから他のものを

参考にしていただいて結構ですね。

貝戸 木造で注意しな くてはいけない点は鉄筋コンク

リートに継ぐ場合，鉄筋コンクリ ー 卜の方にひ きづら れ

てしまうので乙の点を考える必要があります。

馬場 11寺聞が少ないため省略 した部分がたくさんござ

いましたが，原案作製者にとってもひじように参考にな

るど意見をいただき ，ありがとうどざいました。今後と

も学会支部の委員会は存続いたしますので，ど忍見があ

りました際はどしどし申し入れて下さい。次の改訂の際

取り入れるようにいたしますから。本日はお忙しいと乙

ろ，どうもあり がとう ございました。
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大 阪 の 地 盤 沈 下 と 対 策 に つ い て

高 津

I は し が き

最近各地で地盤沈下が問題となっているが，大阪市の

西部臨海地区の地盤沈下は， IIH和のはじめからしられて

おり ，最近の特長としては，ちt下が次第に東ブJ に拡大し

て，北区を中心とした市の中心部における洗下が，急速

にi台大している ζ とである。さらに寝屋川流域の城東 ・

都島同区においても沈下が顕著になってきた。乙れらの

沈下区域はいづれも ，工場やビ J レ等が空会，: t I f しており，し

たがって，工業用 ・冷房用等地下水の汲上げの多い地区

K 当っている。乙 れは全図的にみても ，東京 ・川崎 ・名

古屋 ・新潟 ・尼崎等地盤が沈下してい る地域はいづれも

42 

{変 久

11 ，41: の主12・工業l也，liJ- やビノレ街であり， J也卜.;J くの汲上げ地

1ii- である。

地鍛沈下の原因について大阪では II{{ 和 9 11以米各績の

調査 ・研先が続け られており ，現在で、は地下水の過剰汲

上げによる地下水位の低 卜に よるものであるというのが

定説となっている。乙れは， 11本各地の伊IJ でも同級であ

り，また，米国各地の沈下でも同級ながigift になってい

る。したがって地鍛沈下は地T ノド位の低トーを|ザj く乙とに

より防止し幻るものである。

]1 地 盤 沈 下 の 被害

地 ｾＱ ｩｊＺ沈下ｋＮ よる被告は ， その多くは目 ｉｌ ちにくいもの

であり，その被害事ffi も，一般に評価し難いものである。

被害の 2- 3 をあげると，排水の不良化，続決桁下高の

不足による航行の不能，各種構造物の不等沈下などある

が，大阪は元来 ｪ 也 ｾｉｾｾ￬ｦ ＭＺｪ がｻ尽 く ， しかも，地 ｊＱｈＨＨＮｊ 位置はも

っとも高槻 Ａ の被 ｾｓ をうけやすい，大阪湾の ｩ 氏Ａた古ｩ｛ Ｑ にある

ため，台風11与における花柳lによる水省がもっとも危険な

ものである。 II{{ 和251ドヲ月のジェーン台風による被告

は，従来のl妨柳J- Wが寸断され， b(;J くlui .Wは60- ' f 点キロと

全市の% の広純1m，ζ も達し，死者 ・行) j イ、 lリj ・負似者を

あわせて 1 万 9 千人. fili 災者55万人の多数にのぼり ，ま

た一般土木施設 ・家出 ・工場 ・交通|後|刻 ・船員II などの物

的被告は千数百億円の巨額に達した。この大ノド害を契l後

として，四大阪-41? を高槻lから完全に| 紡ぐため， 200 f.む

円以上の巨伐を投じて， I釣潮堤の建設，港湾地平! ? の全面

磁土等を実施してきたが，最近の急J i l i な地盤出下は，こ

れらの工事の効果を減殺しつつあり ，IIR和35年の調査に

よる と，も っとも沈下の激しい西淀川|更の防潮堤は，す

でにその不足品が 180cmにも迭している。このため昭和

341，下度よ り詣上工事に若手してい るが，先生f ' . の伊勢湾台

風により再検討された日 I.i 函では， 93  km の| 坊潮堤のよ日上

を必1 f としている。
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E  大 阪 平 野 生 成 の 辰 史

地盤沈下は，形成さ れている地質 IC. 関速を有すると恩

うので，大阪平野の生成の歴史について，概略を述べる

と. 1098 (示1m2 年) の古図( 第 1 図) による と，大和

川と淀川は現在の天満附近で合流していて，現在の市街

地は両河川の派川と，その 三 角 州 から なっていた。 爾

来， 両河川の氾濫は， 猛威をふるっ ていたが， ＱＶＸＴ ｾ 干

( 貞手元年) 河村瑞軒 lζ よっ て，淀川 !の治水工事が着手

され. 1704年( 宝永年間) 大和川の付替工事完了ととも

κ ，はじめて? と々たる沃野が現出した。そして，1909年

Ｈ明治 ＴＲ ｾｦＩ I乙，新淀川が完成している。乙のように，

大阪平野は淀川大和川によって，沖積 されてできたもの

で現在の臨海地区は徳川末期以降人工的に埋立てられた

ものである。現在，地盤沈下の激しい区域は大体新 しい

1也事在で， 地表から 30m位までは粘土居でおおわれ，以下

砂( 旅回 と粘土庖が交互に続き，各土胞は間隙比が大きく

地耐力の小さい軟弱な地盤より なっている。乙のよう な

沖加平野は元来，地盤沈下について自然的索質を有して

いるわけで，地下水の過剰汲上げは人為的に急激な句沈下

をおこす原因と なるのである。
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m 3 図

第 1 表

白判

IV 地 盤 沈 下 の 現 況

地盤沈下の基本的な調査としては，水準測i u: と市内 15

ヵ所{ζ 設けられた地盤ぬ下観測所における自記計による

洗下品およひρ地下水位の記録がある。

7]<. : t 草. 測量は，市内各点の高低i J l lJ i i l を行なうもので，大

阪市では l昭和 9 年以来毎冬一回続けて実施している 。乙

れにより地盤が年々どのように変っているかわかる。

第 2図は. 1昭和 1 0 - 3 4年までの合計枕下髭の分布を示

すものである。また第 3 図は， 市内特定点の地盤高の年

々の変化を示す山線である。乙 れらの図によ り，沈下の

もっとも大きい地域は，戦前] では此花区，戦後は西淀川

区で新淀川下流部の 乙の地区の沈下iii は 2 m I乙達 してい

る。また必近では， 北区等市の中心部の沈下がいちじる

しく大きくなっている。沈下の傾|正向t旬リを正年年「ド-代的』にζ みる と，

i戦政前のH

り払，沈下品のi最忌大は年間 2勾Oc m に逮している。乙の急激

な沈下も昭和 18年どろ，念、に減少し，昭和25年どろまで

ほとんど停止していたが，それを過 ぎると再び沈下をは

じめ，最近の沈下誌の各地区に おける平均値は第 1表の

ごとく なり ，戦前の沈下品に近づ きつつある。昭和29年

どろよ り特に北区の沈下誌が急に増大し， 34年には 12cm

lζ も述し以前にはみられなかった沈下誌を示している。

乙のように沈下一停止一沈下と函然と 3 つの時期にわ

けられる点は重要な乙とである。

自記計による観測は，年間の沈下E をときどき刻々と

記録しているので各月の 1 ヵ月間の洗下車を求める乙と

43 



ができる。 第 4 図は九条観測所にお

ける記録であるが，乙れによると夏

期における沈下髭は冬期 lζ くらべて

いちじるしく大きく 1 年間の沈下

位の大半がw切に生 じている ζ とが

わかる。

乙のように枕下品の季節的変化が

きわめて顕著なのは大阪の地盤沈下

の特徴である。乙の沈下の状態は次

のような社会状況によってよく説明

され，大阪の地鍛枕; 下が地下水の過

剰汲上げによるものであることが裏

書きされていると思う。すなわち，

地下水は工業用水としてもっとも多

く使われ，その汲上げ誌は工業生産

と密接な関係を有するものであり，

30年 Ｓ Ｑ ｾ＠

111:1和 10年代は近代工業生産の増大に

より，地下Aくが多: l l Hζ 汲上げられ，

したがって沈下が大きかった。それ

がｉＱ ｌｾ 和 ＱＸＭＲＵ Ｂ ドの聞は戦争末期 ー 終

戦直後の混乱JtJ で工業生産がおち地

下水の使用品も少なかったため，沈

下が14止していた。そのうち続々と

工場が再開し， 111:1和25年ごろより工

業生j主が活発化するとともに，地下

水の汲上げも ifi 大し，再び沈下がifl

加してきているものである。事実，

九条における白記計による年間平均

地下水位をみる とi弘前々・々水位が低

下し， UR和 171f には 15m程度であっ

たのが， 2H f. 1こは 5 mまで上昇して

いる。その後25壬rごろより再ひ' 急激

a 4図 九条観副 ｲｊｩ￯ｲ における ｾｬｪｊｲｬ ｴｴ［下部及び地下水位Ｈ管長 Ｑ ＷＶｭＩ

( こ低下しはじめ 34年 24. 7m，356f. 

f万問

。

には 26 .8mまで低下している。また，沈下五i が互に大き

くなるのは，市の中心部にある多数のビ J レの冷房用水と

して，多量の地下水が汲上げられるためで，互lTl の地下

水位を非常に低下さしている。 第 4図と第 5図は，地下

水汲上げ量と地下水位そして沈下量との間 lζ 密接な関係

があることを示している。

V  沈 下 防 止 対 策

地盤沈下の原因は，地下水の過剰汲上け' にあるから沈

下防止のもっとも有効な方法は，地下水の汲上げE を地

盤の沈下し ない限度に制限する乙とにある。

乙のため大阪市では，昭和29年以来工業用水道の施設

をつくり，地下水( ( 転換させるべく努めており，此花 ・

福島区で日並52. 500 トン ，東淀川 ・西淀川区 l乙356. j 二度よ
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m 5図 大 阪 市 内 )J 別 地 下 水 政 上 げ 11¥凶

り43. 000 トンが給水 されている。む りに 37"1'. 皮までに如

2 回拡張 'Ji; 佐として" iu: 160 . 000 トンが完成する予定で

ある。

また これらの地域については34{ I' 1  )  J より工業用水

法による )1 戸の新設の規制が行なわれている。

- 1j ，市の中心部における建築物の冷房 ・維周の地下

水汲上げを11;11限するため，昭和34"f. 4  JJ 大阪市地銚沈下

防止条例をilill 定し，北 ・東 ・南 ・西 ・浪jili のii. 区を地域

指定して司新設 ｾ ｉ 戸の規制を行 なって いる。

工業用水法と市条例は. その性質上類似しているが，

;J f戸の代替胞設として，工業用水法は工業用水道を前提

としているが，市条例で‘ は封l ! . 下水を使用しない冷房ブi 法

として冷却様方式等を考えている。その他既設 jl: 戸の転

換に対し助成の道を開いている点が異な る。 なお転換の

助成等については目下検討中である。
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とれら工業mJl<tiミと市条例で，今後問題と なる点は

1  )  ｭ ｊ ｬ＼ｾ 殺 の ＱＱＯ Ｚ ＱＱ｜ 口の 断 面積が Ｒ Ｑ ｣ｭ Ｒ 以下の宍 戸 は許 可

ｾｾ しな い乙と。 Ｒ Ｉ 21 cm2 以上でも規準に適合す る場

合は許可 しなければならはいζ と。 3 ) 既設の井戸の転

換について指示はできるが，命令でき ない乙 と。 4 ) 工

業用水法の規1/ ;IIJ也峻μ 指定す るためには，工業用水道が

すでに布設さ れているか，一年以内に布設工LJJ が開始 さ

れる見込みのある j也駿でなければな らない乙と などであ

{ . } o 

VI 地下水の汲上げ量 調査について

大阪市内の さく 泉揚水調査は，I沼1司] 2 8年以来毎年行な

われているが， ｉ ｾ ｾ 荊 Ｑ ＳＴ 年の調 査 に よ ると，年間の総倣 上

げはは約 9 . 360) j m
3

で，331，手の7 ，930万m3 にくらべて約

1896のi詞)J II とな っており，年々 J曽加の傾 Iw)l ( _ ある。乙 れ

をJi 別にみると ，第 B図のどとく なり， 1  nの 570万 M

が 7 ・8 の各JJI C. '.t， 1. 190万m
3

と 2. 1倍に鳩加し， 乙れ

が 亙 ｊ ｾｉ にお け る 地 盤 沈下の急速化の直接の原閃 と な っ て

いる。

市 の ｉｾ I心郎の市条例指定区域内 における，冷房 ・雑用

等の ヒソレ用水の汲上げ益は 1，900万m3 であるが， 6 - 9 月

の冷]j} ｊｾ ｉｉｈｈ ζ 約 ＷＵ ｾ ぢ の Ｑ Ｎ ＴＳＰ 万 ｭ Ｓ が 汲 上 げら れて い て，

ｵｊｾ Ｑ の汲 上 げ 益 増大 の 原 因 と な っ て いる。業ｦｯｉ￬Ｕｊ ｬ ｬ ｩ ｬｽ 上 げ

i iHよ，第 2衰のごとくなる。汲上げ盈の- {喜多いのは百

貨応でζ の/ X.威内の約2396にあたる 429 . 5 万m3 を決上げ

て いる。次 い で ，Ｑ￯Ｚ事 務 所 Ｈ ＱＵ ｾ ぢＩ ，料理尾 ・パー ・喫

N! 
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45 



茶 ( 1096) ，劇場 ( 7. 2 96) の)1貝と なってい る。乙れを

l 件あたりの平均年間汲上げ畳にすると ，やはり百貨庖

が 48万m3 で群を抜き ，続いて貸事務所 10 . 5万m
3
，放送

局 ・電話局 10 .3万m
3
，ホテノレ ・旅館7万m

3
，キャバレー

・タンスホーノレの6. 8万m
3

の)1鼠とな っている。

汲上げ111: 1曽大の原因をみると，工業用水法指定区域に

おい ては， 11召和29年此花 ・福島15¥1こおいて工業用水道が

布設され転換が行なわれたが，工業用水道のイH設の遅か

った西淀川 ・東淀川区での地下水汲上げ誌の増加がはげ

しくて，増加畳が転換量を上回る状態で減少をみていな

い。しかし35年度より東淀川 ・西淀川区lζ も日誌40，000

M の工業用水道が給水されている。市条例区域内にお

いて34年度以降新設された許可井戸はわずか 5 本である

が， 33年 ζ ろ新築のヒソレの多くが，34年は33年 lζ 比し，

稼3効率が上昇している。そのため汲上げ品が士皆川1してい

る。また規11jlJ 区; 域外である西成 ・城東 ・郎j辺各区の工場

では工業用水道がないため井r-iが多数新設されており，

汲上げiil が非常1ζ 増加している。

これらはいづれも市場の好呆気によるもので，一般の

好呆気は地盤沈下についてみると，あまり好ましくない

結果を生みだす原因をつくりだしているわけである。

乙の地下水の使用目的は工業用 ・ビノレ用ともに冷却用

が主たるものである。ヒソレ用ではその約7596が冷房用冷

凍機のコンデンサ一部の冷却l用水として使用されている

ものである。すなわち室内から怒った熱を地下水にすて

ているわけである。しかし，熱のすて場所は大気でもあ

るいは大地でもよく ，大気を利用する方はすでに c ooling

to wer  ( 冷却l塔〉 により実用化され広く利用されてい

る。この方法は循環して利用す るため少量の水でよ く，

上水道でもすむので，地下水に依存する必要がなく ，地

盤洗下の防止上も っとも歓迎されるものである。

市条例施行後，新築されたビ‘ ノレ75件lこっき調査したと

乙ろ，冷房飽設を有するビ J レ65件のうち 64件は，冷却塔

方式その他地下水を使用しない方式で冷房が行なわれて

建 築 材料 の 選 び 方 使い 方 の 専門誌

建 築 技術 者 と 材 料 業 者 の 必 読 書

霊 雲 材 料 と 設 計

建設文化社

毎月 1 日発 行

B 5 ￥150〒共

全国管庖で発売

本 社 東京都文京区小石川町 1 - 1 電話 ( 921) 2739

支社 大阪市西区西長郷1- 5 四ツ縮ピル電話@ 92∞
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いる。また地下水より冷却塔方式に転換したものも卜数

件l乙達している。

VJ[ む す び

地下水は，石炭や石油資源とは異なり，自然に布Ii 給さ

れる資源であるから ，補給さ れる範囲内で汲上げていれ

ば，無限に利用できるものである。しかし，現状は手近

かで安価に得ら れるとの理由で限度をはるかに上廻る多

量の地下水が扱上け. られており，乙のため地下水は出水

化され，また地盤沈下をひきお乙し，一般市民に大きな

損害を与えている。乙のため，地下水についても一定の

規制を加えて，公共の利益を保護しなければなら ないと

きにきている。井戸を全面廃止すれば地盤沈下は停止す

る乙とが l明らかであるが，経済的，社会的に影響が民大

なため不可能であるが， しかし地盤沈下が停止する限度

まで‘ 協水を制限する必要がある。これまで地下水は，土

地の所有権の一部と考えられ，なんらの制約もうけてい

なかったが，地下流水は地下において多数の土地所有者

の土地ｾｲＮ関連性をもっている点からも，河川［ｫと同織に

公共性を与え規制する必変ーがある。乙のため，工業用水

法および大阪市地盤沈下防止条例が制定されたわけであ

る。しかし，乙の法令および条例では司既設; 11戸は1/(tl 渇

係 lζ 湯水でき， なお転換についても指示のみで，命令で

きない等地盤沈下防止の面からはかならずしも光分なも

のでないが，現在の法規上からはやむを得ないものであ

る。しかし，冷房は地下水でな くても可能であり，工業

用7J くにおいても地下水で、なければならないものは，多い

ものでないと思われるので，循環使用等による用水の効

率的使用法，あるいは冷却塔以外! こ地下水を利用しない

冷房，冷却を経済的にやれる方法の研究により，地下/ 1 <

汲上げ量の減少が望まれる次第で，汲上げ誌の減少乙そ

今後の大阪の地盤沈下を左右するものである。

(1fl省大阪市計岡局長)

キ充

株 式 会 社 武 智 工 務 所

取締役社長 福 留 並 喜

大阪市東区瓦町 3 J  1l ( 井池筋) 旭洋ビ、 J レ3 階

電 話 @3606 ・4.089
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建 築 盤地 土 質 規 準 (案〉調 査

日;本 建 築 協 会 災 害 委 員 会

1Ii':l和32年度の災害委員会において ，J也耐) ] 試験法お ものを誌にして，その後の調査及び試験法の進歩改良

よび土質調査法の標準仕様普作成が議題となった。そ を織込み，また学会規準をも考慮して再審議して，乙

の後，検討審議の結果地盤調査の方法としては，大阪 乙に掲載する成案を得た。今回「建築と社会」土の特

地方においては，地耐力試験より上ＧｴＧｊ ｽｊＮｾｦｴ による方が ｾ号が企画されるに当り，木委員会は編集委且会の了

信頼性が高いという結論に達し，そのための小委員会 解を得て本案を誌上をかり て発表し，広 く会員諸兄の

が組織 され，土質調査標準仕機書作成l乙従事 した。乙 ど批判をあおぐ乙とになったのである。

の小委員会は l附和35年度まで継紘 し， 一応の成案を得 Ｎ［ｪｾｾはミ ｭ 花 ｊ 也事ｾ土質調査規準ミと ｪ 活し ，地 舵調査

たのであるが，たまたまR I l 築学会においても「悠築悲 のうち主として 卜. 質調査に関する杉山準{ 上級占 というべ

礎椛造設J I規準」の改定が金問され，学会近畿支部に きものである。とくに大阪市内を巾心とした理 由は，

もその若干議K 協力するように5郡山があったので，本委 数年来大阪市内においては相当多数のー卜j' . i : 調査が実飽

且会においても学会改定案と矛盾する乙とを避けるた され，その地盤構成もほぼ明らかになっており，また

め，土質調査標準仕様書案を一応保留し，乙の小委員 その調査方法についても信頼性も確かめられているの

会は学会改定案の審議l乙学会支部側として協力するこ で，乙れを誌にする方が適切であると考えられたから

とになった。 である。 ζ 乙に発表するものは規塁手本文であっ て，そ

Wp 51，r. 11 )J 学会規準は審議を終了し，改定案の公表 の解説についても口下本委員会で考慮中である。本案

をみたが， J也彼の上質淵資法については具体的な事項 に対するご批判あるいはど希望は災包委員会先 6 J l 末

が充分な 5 れていないので，本委品会は 前に成案 した 11までにご送付下さい。 ( 36 .2. 23 小J見J己)

建 築 地 盤 土 質 調 査 規 準 ( 案)

第 1章 総 則

1.  1  乙の規準は大阪市内を中心とする正II 築敷地地盤土

質調査を行なう場合l乙適用する。

1.  2  ! 怪微な規模のm築物及び構造物，または付近にお

ける既往の調査資料等より ，乙の規!!i f， 1ζ しめす程度の

調査1) i : 項が f!FJ らかに推定される場合は木規準 lζ よら な

くてよい。

1.  3  敷地内には適当な位置に 2 ヵ所以上において調査

を行うものとする。建築商品1が小であって，その敷地

地 ｩｦ Ｎｲのｾ持 ｪ 戎が， /J く平方 I&J(ζ 時均ーと推定される場合 [ζ

は乙れを 1 ヵ月T[ ( Ci守的する ζ とができる。

1.  4  L質調- 6" の深度は建築 される9 J l 築物の基礎底面よ

りｾ築物の匁辺方 ｬ￭Ｇｊ の 幅 の Ｑ ＮＵ 倍以上とする。ただし

くいまたはピア基礎の場合は くい先端またはピア底面

から測る。乙の深度内に基盤( たとえば天満j罰) が存

在する場合はその庖までとする。

1.  5  1. 4  K 定める深度は少くとも 1 ヵ所以上とし ， あ

る深さ以下における地層の変化及び上質が乙れと同ー

であると従定されるときは，その他の筒所における調

査をその深さまでにする乙とができる。

1.  6  土質調査の方法は原位置試験及び土質試験による

ものとする。

1.  7  原位置試験は椋準賞入試験( 第 31，1: 参照) による

を ｾＺｪ ￭ｦ，Ａｩとし，粘性土 ｬζ 対しては乱さない試料 Ｈｴｲｾ 4 主主

参照) による土質試験を標準とする。粘性土の力学的

性質が明らかに推定できるときは，原位置試験で乙れ

にかえる乙とができる。

1.  8  1.7 の試験は深さに対して述続して行なう乙とを

原nlj とする。もし明らかに土質が均一である乙とが推

定される場合は監理者の同意を得て 1 m 以内に試験の

間隔をする 乙とができる。乙のI易合の姻進は 2. 5 によ

るものとする。

1. 9  粘性二七に対しては，監理者の同意を得て現場lζ お

けるべーン試験( 第 5 主主参照) を以て，乱さない試料

による土質試験の一部にかえる乙とができる。ただ し

圧密沈下位，圧1; 先行荷量等のt ，J : 定が必要な場合は，

乱さない試料をかならず採取しなければならない。

1.10 .Jm査位置における地盤面の両さは，大阪市原高水
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f焦点 ( O .T. ) を基準としてかならず測定する乙と。

1  .11 各調査位置 lζ おいては ，地下水位をそれぞれ測定

する乙と。また必要lζ 応じて，各滞水府の被圧水位を

測定するものとする。

1. 12 ウエノレポイント工法，ケーソン工法，サノド ・l、

レーン工法等の特殊の工法を施工する場合には，それ

ぞれ必要に応 じて適当な調査を行なうものとする。

第 2章 試 験孔の堀進及び保 持

2. 1  試験孔の堀進は，綴準貫入試験， または乱さ ない

試料の採取を述続する乙とによっ て行な うを原日IJ とす

る。乙の場合，賀入試験後または乱さ ない試料採取後

孔径をベーラーまたはコアーチュープ等によって拡大

するものとする。

2.  2  試験孔は t の局j域の似れあるときは，ケ ーゾング

を用い，または霊1fx (粘土ー液) を充損して七の品JI哀を

| 約ぐものとする。

2.  3  試験孔の底は，地盤の後乱を生じないよう重液を

充たし，保護しな くてはな らない。

2.  4  乱さ ない試料の採取孔K おいては，ケーシング下

ｬｲｬ 品は試料の探取する位置より Ｑ ｭ 以上 ，上 ｬ ｾｉｉｃ 保ちケ

ーシング挿入による地盤の悦乱を防止する。

2.  5  試料の探取，または貫入試験を辿続して行なわな

いときはロータリ一式，またはノ f ーカッション式方法

により堀進を行なう。乙のさい掘進のt抵抗変化，循環

1 泥水の変化，スライム( 土屑) 等lζ 注怠し ，上質の変

化を認めたときはただちに掘進をやめ，試料の採取ま

たは原位置試験を行なうものとする。

第 3章 標準貫入試験及び舌しした試料の採取

3.  1  試験lζ 用いるサンプラーは J IS による。形状寸法

を下図』ζ 示す。

全 長 81. Qc m

外 径 5.l cm

内 径 3.5c m

‘。

L"_ 一一一一

シユ一 角度。 19

0

47'

ill fil 6. 8kg  

3.  2  打込用ハン 7 ーの重罰は 63. 5kg ( J  I  S  ｾ照〕と し

中央にドライビングロッドのとおる孔を有するものと

する。

3.  3  試験をはじめる前には，ベーラーまたはコアーチ

ュープ等によって試験孔内のスライム( 土屑) を排除

し， ドライピングロッドの先端lζ サンプ リング ・スプ

ーンをとり つけ試験する位置に下し， ロッ ド上端lζ ハ

ン7 ーをとりつける。

50 

3. 4  試験する前l乙，あらかじめ 15cm貫入する まで打

込み ，乙れより本打を開始する。

3. 5  本打はハン 7 ーの ift 高を 75cm に保ち， I'i I1 11拡下

さして深さ 30cm 打込む。

3.  6  試験結果の記録は質入量 5cmどとを際準とし，そ

の打 II算数を記録する。また 1 回の打墜による口入日が

5 cmを乙える場合は毎回の貫入品を記録する。

3. 7  3.6  (乙よ り貫入品 30cmに対する打喰数を N 11ft と

する。とくに必要のない限り本打ちの打中数は50回を

限度とする。

3.  8  木打ちが終れば，ア ト打ち約 5cmを行い，ス プー

ンを引上げスプーン内の試料を採取し乙れを乱した試

料とする。

3. 9  試料はできるだけ成屈をWl さぬよう ，また合水比

の変化のないよう適当 な容器に入れ，密封して試験室

l乙搬入する。

3.10 スプーンを引上げた後，試験孔を 2 .1 tζ 示した方

法で孔径を鉱大し ，次の試験または乱した試料の採取

にうつる。

第 4章 乱さない 試料の採取

4.  1  乱さぶ、試料の採取には固定ピストン式金J;J;i製シ

ンウォーノレサンプラーを用いる。

4.  2  シンウオールサンプ リングチ ューブの寸法は下記

のとおりとする。

イ害対J 長 50cm以上 100cm以下

有効径 75mm程度

而w比 1096以内

内径比 1. 596以内

面積比 (Cα) とはチ ューブ外周内面積と刃口内面引の

差と刃口内面積の比をいう。

ｉｪｾｬ 歪比 Ｈ ｃ ｴ Ｉ とはチュ ー ブ内径と刃口内径の差と刃し ｬ

司ヲ ｉＧ ｊｨＷｲ ｾ ず

俗シ# 必'14 .... 

/ ロy ド

内径の比をいう。

Cn =  _  Dc

2

: :

D
e

2  

a = ー」 .ぷ L 壬二1096

CI =  Ds: De  ＼， Ｑ Ｎ Ｕ ｾ＠， ］ ー ｌｊ ｳＺ ｾ ･ < 1.596 

ｾ ･＠

4.  3  試料を採取する前

lζ はかならずコアーチュープまたはベーラ

ーによって試験孔を拡大し，孔底のスライムを t)1除す

る。

4.  4  乱さない試料を採取するには， ロッド先制 tC 4. 2  

のチューブをとりつけ，ピストンの下端が孔肢を加π

しないように孔底 lζ 下し，これを7l <J T : ジ ャッキまたは

機械的方法によって試料を乱 3 ないように一定. i i l i 皮で

符の有効長さ以内を乱されていない土中に何l込み採取

する。採取に当っ ては打込は行なってはな らない。

4.  5  試料はサンプ リングチューブのまま速やかにその



両端をパラフィン等で宿:Hし，試験当 lζ 搬入する。乙

の際試料lこ品Hi l J 街喰亡すを tt えないように n . 怠しなけれ

はならない。

第 5章 原 位 置 ベ ー ン試 験

5. 1  ベーン試験は極軟弱 な 粘性土で ＭＧｉｾｨ 圧縮試験ので

き ない ｮｾ 合に行なうのを原則 ｪ とする。

5.  2  ; r ，t さない試料による ー|二質試験が工ml その他の郎合

で，でき ない場合には ベーン 試料を以 ってこれl二かえ

ることができる。

5.  3  ベーン試験に用いるベーンの rtJ は 7 5 mm 以内，長

さ150mm以内，肉厚 2 . 5 mm以内とし ，長さと 巾のi七は

2 とする。

ベーンは 2 校を十 字形 lζ 組合せ，その IJJ 心のロ γ ド係

は 16mm以内とする。

16"' "，，，，" 
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5.  4  試験する場合は乱されていない地織にベーンを50

c m以上何 し入れ，乙れを 10秒H¥Hこ1

0

の.iili皮で1k lii lし，

そのときの卜 J レワモーメント より粘性 l の鈎l析強肢を

測定する。

5.  5  5. 41こよ り測定した後，むらに 360。政回して乱し

た粘性土の到断強度を測定し，鋭敏比を算定するものと

する。

第 6章 土質 試 験

6.  1  土質試験は必要な試験設備を有する試験所または

{ 研究所45において，土質工学，基礎工学 lζ 光分な学識

経験のある技術者ーの指導によって行な なわねばなら

ない。

6.  2  土n試験を 6. 1 の胞設に委託する湯合は，調査及

び試験の目的を明らかに し，また基礎の設，rl'. 施工計

聞の概要その他必要なまま料を添付するものとする。

6.  3  土質試験は分類試験及び労断強度試験圧縮性試

験を原則とする。

6. 4  分類試験は地盤を構成する土質を物理的性質[ 乙よ

って分類するもので，採取 した試料のすべてについて

行なうものとする。

6.  5  分類試験は私Jit生土については， コンシステンシー

合*1七及ひ'単位体t ' i : ; ] i 盃試験を，砂質二七については土

粒子の比重及び粒度試験を原則とする。ただし，粘性

土についてもその堆積屈を代表する試料の ，少くとも

l ケは粒度試験及び土粒子比重試験を，また砂fi 土l乙

ついても同じく最小 1 ケは土粒子の比重試験を行 なう

ものとする。

6.  6  *M上士と砂' l 1こ1:の分類は塑t11: ( し し 2 096) によ

る。

6.  7  分類試験の方法は JI 5 Iこ定める土質試験方法K よ

るものとする。ただし，キ，5性二七のコンステンシ ー試験

( L. L. ， P. L. ) は採取したまま乾燥しない試料につい

て行なうを原則 とする。 乾燥した試料について試験を

するとき は. その乾燥方法は級i民事主燥とし司その廠類

( J 副も炉 1吃燥天 n吃燥等〉及び，乾燥状態( 半乾，

|川結等) を報告3 に明泊するものとする。

6.  8  分類試験は乱した試料によっ て行な ってよい。 た

だし，単位体Ｚｲ ｬｬ 宝品及び問日 ｦ ｾｴ 比 は 乱 さ な い試 料 による

ものとする。

6.  9  土質工学及び基礎工学に充分経験と知識を有する

技術者の鑑定によっ て，試料を分類 し得るとき は，同

一地獄庖より採取した試料の内，代表的なもの 2 ケ以

上について分類試験を行ない. 他を省略 して もよい。

6.10 珂断強気試験は，粘性土の乱さ ない試料について

行な うものとする。ただ し，すべての試料を分類試験

によっ て分類 したときは，その粘性土の各堆智i庖lこっ

き代表試料最少 1 ケの試験を行ない，イ也を千iumしでも

よい。

6.11 *，'i t1ニニ仁の羽断強度試験は- il;lh圧縮試験をJ31準とし

11 木工業主? : 準税絡土質試験{l; J  15 A  1216 によるもの

とする。乙の際堆: r ! ' i J 函を代友する F. . . l : 料少くとも 1 ケは

合/ 1 < l 1 l 状態を変えず，乙ね返した試験についても，こ

の試験を行ない，乱した試料の強度及び鋭敏比の測定

を行うものとする。乱した試料が塑性l政岐を示すとき

は歪209ぢにおける応力をその強度とする。

6.12 6. 11 における強度( 最大応β 〕が示す歪品が 7 9ぢ

をζ えるときは，同一サンプ リングチュ ーブよ り成型

し た 他 の試料について試験を行 な う。乙のｾ ｾ 合 問 機 ｬ 乙

歪が 7 96を乙えるときは ，その試H (;t;r，Lされたものと

して，乱さ ない試料としての取敏いはし ない。

6.13 亀裂があり ，またありと認められる粘性土あるい

1;1 1沙を多量に1昆える粘性土の郎防1試験1; 1，三制l圧縮試

験によるを原則とする。試験は非釧水試験と し， ｾ Ａ Ｇｉ 圧

は被上圧β 付近の値とする。ただし. 砂を多fu:lC. t毘え

る粘性土は，特別な場合は一面t J Y 断試験によっ て もよ

し、。

6.14 土質がきわめて軟弱，またはその他の理由で6. 11

- 6 . 14の試験が困難な場合は，室内ベーン試験その他

の試験法で羽断強度を測定 してよい。

6.15 圧縮性は圧密透水試験による。試験は一利l圧縮試

験機で試料が乱されていない乙とを確認 したも ので

分類試験により堆積屈を代表する試料と認められるも

のについて 1 ケ以上行なうものとする。
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6 .17  1ニのj主密試験は JI S A  1217 によっ て行なう。

6.18 圧Ｉ｝一間 ｉｾｬｴ 比 曲線より，カサグランデ法 Ｈ ｃ｡ ｳ ｡ｧ ﾭ

rande)  によっ て先行圧力を推定し， 乙の値が被土圧

力よりいちじるしく少ないときは，同一堆私庖の他の

試料について再試験をするものとする。

参考 日本工業規格土質試験法

J  15  A  1201  ( 1950)  

土の粒 l支及び物理試験のための試料調製方法

J  15 A  1202 ( 1，5 ))  

土粒子の比重試験方法

J I 5 A  1203 ( 1950)  

土の合水晶試験方法

J  1  5  A  1204 

土の粒民: 試験方法

JI S  A  1205 ( 1950)  

ゴーの ifk性IIJ l 界試験方法

J  1  5  A  1  206 ( 1950)  

土の塑性限界試験方法

J I 5 A  1216 ( 1958)  

土の Ｍ ｾＱｨ 圧縮試験方法

J I 5 A  1217 ( 1960)  

土の月: 街試験方法

J I5 ( 1960)  

土の jill {百戸賀入試験方法 (楽〕

J  15 A  1219  ( 1959)  

土の透Aく試験方法

註 土質試験の解説

( J)  土質の分類は肉限では困難で，とくに粒性土はその

力学的性質を合めると分類は試験 [ζ よら な くては困難

である。乙の; 怠味より推税局の分類は，物理的性質に

よるのがもっともよい。粘性土は塑 性 ( しし 及び P. L)

な らひ' に合7] <比による 分類がも っともよく ，粒度組成

lま粘性土の性質 lζ あまり関係しない。砂は粒度と自然

推車!i の密度がもっともよい分類の目安と なる。

(2) 飽和した粘性土の努断強度は，一制圧縮試験がもっ

とも よい，三'11hでは非排水でよいが，熟練していない

と誤りが多し、。一面弼断は誤差がきわめて多 く，用 い

ない乙とを原則とする。ひびの入ったＮｦ ｍ生土 ｬ 士三 ｾ［ｬｨ 圧

縮 iこよ るを原則! とする。
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(3) 乱れない粘士は特別な場合の他， - ; 11h汗. 縮強度を不

す。歪は 796以内である。乙れを乙え るもの1; 1乱した

試料と考えられるので，成型中 l乙お ζ したか，採取lζ

際しておきたかを調べるため再試験を行なう。

(4) 圧訟に対しても 同線。

第 7意 調 査 試 料 及 び 試 験 結 果 の 報 告

7.  1  調査によって採取した試料は原本初に収め，各: 式

料の深さ及び厚さを表示し，依頼者の参考ーに供する。

7.  2  報告書 には調査地点及びその位置を示す図面を添

付す る。

7. 3  試験の結果は ， 日木土質工学 会ｾＱｩｉ Ｑ 定の報告 古 ｊｔｉ

紙，またはこれに準じた項目について報告す るものと

する。また調査資料，試験結J哀を総指的に図示した。

土性縦断図を作製し，図には試験結果 1::: 友われざる現

場鑑定。μ1i' L 地下水位，地盤の O. P よりの尚さて与を

記入する。

7. 4  試験報告と: 1こはかならず試験を行な った機関，ま

たはその点任技術省の署名捺印をｾす る。

参考 : 一報告書 (例)

イ) 訴H H立i丘を不す平面図及びそのJ!l の際法j Cイ図省

略〕

ロＩ調査 作 ｾｉ ｉｊ の報告訟，乙れには各局上における｟ｉＮＮＧｬＧＱ

の現場銘定れ ｬｩｾｾ ，地下水位の状況， Ｑ ｾＱＱ Ｑ ｻ＠ ｈ ，， ｾ＠ fl 入出倹の N

値その他参)) '1二なる事項 〔ロ図参照〕

ハ) 物理試験の成紡表 〔ハ図参照〕

ニ Ｉ粒Ｚ度分布 Ｑ Ｑｉ Ｑｾ ｊ￭Ａ図表 ｃ ］ 図参照 〕

ホ) 一雨h圧縮強度試験成績表及び一前h圧縮強度試験応) J

- 歪 llil 線図表 〔ホ図参照〕

へ) 塑性図表 〔へ図参照〕

ト) 圧密試験成絞表 〔卜a図参照〕および応力一間信11比

試験〔 トb 図参照〕

チ) 調査結果総合図表( 乙 れには深さ現場鑑定によるよ

質，地下水位，粒度組成，緊限度，イ"l;- J J<比単位屯五i: ，

間隙比及び43f 準且入試験結果 または-;14h圧縮強度鋭敏

比等を表示する 〔チ図参照〕

リ) 羽I折試験成紡表及び応力一歪1111総

ヌ) 三州圧縮試験成結

ノレ) その他



〔ロ図〕 ボ ー リ ン グ 作 業 中 の 報 告 (土質柱状断面図〕

現 査 地 点 u. .  1  
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表績成の験試理物
〔ハ図〕

刻版 u: 乱きれな い試科

日 高L された 試 料
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一軸圧縮試験 ( 応力一歪曲線)〔ホ図〕
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O. P. と T. P. 下測量が; た施され

る乙とになったカ玉

大阪付近の標高を表わす基準とし そのさいこれらの元棋のうち，地質

て，O.  P. が，地盤沈下や高槻lをは 的( こもっとも安定していて，地盤沈

じめ，広 <J 二木 ・建築関係{ こ JTJ いら 下のおそれの少ない毛113元般を O .P

れている。 O. P. は Osaka Peil の時 の悲準とする乙とに統一された。毛

で Peil は「杭」の芯; 味で・ある。 lりjifi ＩＮＱｾ 元標とは長柄総の上流，淀 川 が旧

6 年 4 )-j ，オランダ人技r : mデレーケ 淀川に注ぐ，毛馬洗堰の下流右岸側

氏は，大阪港および淀川の工事のた 壁上の隅にある笠石の鋲釘の頂点を

めに，天保山旧砲台下K . : l 1uJ <. 肢を設 いうのであって， その高さをO .P 十

け，潮位の観測を行なったが，明治 4 .697mとするのが，昭和 10年以来統

7 年の最低潮位 ( 0 .97尺 ) をO .P 十 ーされた O .P の定義である。

。として，水 準測量の基準としたの O. P.はもとは大阪湾の最低潮位に

がはじまりである。船の吃水が問題 よって決められたが，陵地に対する

となる港湾 ｊ ｉ ・聞には，最低 ｩｩｾ ｊｻ立を Ｐ 回定点であって，潟市との相対的関

にとる乙とが便利であったからであ 係は長年のうちにはかなり変化し，

る。その後 O. P. の原点は ， iむ']<t'1i もとの最低潮位のぷ味はなくなって

から旧 1，包台土披上 の石標( 旧自台元 いる。最近における海面との関係、は

燃) Iこ移され，さらにそれを基準l乙 1:Z1のようになる。しかし毛馬元棋を

天保田] 元収 ・毛馬元襟などがつくら 基準にして測った，上IItSVリ点台地上

れたが，臨港地帯? の地盤ちtードな どの の各水準点の高さはl I {l 利] 1  06r - 以来で

ために乙れらの元棋相互間に次第に も数短程度の変動しかなく， 毛 馬 元

差ができるようになった。室I i台 風 燃は大| 荻付近の llJ1R: Iこ対しでほぼ凶

のあと ‘ lI {l 和 1061' -;から 1i}61'. ，j:也悠t_，t 定していると考えてよい。したがっ

O. P 十 2.13m

O.P. + 1. 42m 

O. P. + 1. 20m 

ｉ ｉｉｊ ｊ ｾ 平均糊位

1 ヶ年平均潮位

T .P. + O  

O. P. +O. 55m 朔虫平均下糊位

ｏＮ ｐ Ｎ Ｋ ｏ ＮＳ Ｐｭ 間取 ＱＳ Ｔ 年 ｬ 砧 ｉｬｾ 抑 ｉｊｻ立

O.P. + O  1  T. P. - 1. 20m 

位観測出Ｑ｝ Ｑ 羽 ＱＹ Ｓ ＹｾＱＹ Ｕ Ｙ 年の内 ＱＶ 年

て地盤沈下測量の基準 lζ 灯lいる乙と

ができる。

五万分のーの地図[ 乙記入されてい

る標高は東京湾中等 潮 位 ( T. P.) を

基準としている。乙れは国会議・n堂

前にある水準原点のi認さを T .P.  +  

24 .414mと定めたもので，企図的な

水準測量の基準となっている。 T .P

と O . P の関係も地盤変動などのた

めに，長年のうちには変化するもの

であるが，最近の測定他では

T .P. + OキO.P. +  1  .20m 

であって，従来慣例的に T . P の l直

に 1.0455mを加えて O. P. ( こ投算し

ているのは不適当である。

( 近畿地砲河川 管理l!.i il!良 藤野良幸)

用 語 解 説 1111111111111 1111川 1111111111111 1111111111111111 111111111111111111111111111111111111111111111111111111 111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 11 111111111111

物 理 地 下 探 査
ＩＱＱ い ら れるの ｾｩ p  れによって順逆両方向の定時IUI 総 を

被 ( Pri mary W ave  匝lけば解tJi によりだjの傾斜J f Jをも求

物 j1j ¥地ド探 tt ［ＺＮＨ二Ｂ毛気低ＺｴｊｴＺｊＺ ｾｊ 也 縦波) を f1J 川する ) j i l で. 各Wi の P

トー探1' i . iとと ， ｾｾｾｴ 生放式地下採ｊＧ ｴ￬ｬ の 主!t:.cli皮， )¥YiJ 引ならびに境界 IIl Iが* 1i1i

一種頬がある。以下各々につき nil lJ
1 であるとして，その境 Ａｉ ｾｬｦＱｩ の傾斜 ｦＱｊ

に説明を加える乙とにする。 が求められる。

1  . 電気抵抗式地下探査法 : 乙れ 測定) j i l ( t ， i也友 IIl i近くでクイナ

により測定し得るものは，各地JI':i の 7 イトを燥発させ，乙れ会起点とし

比低: tJLと，その隠厚とである。ただ て地表面上 の一直線( 側部1!) 上に適

し各脳はすべて平行庖であるという 当に微動計を配f 1 i J し，燥先により! : t

仮定;ζ 基いている。 じた波動を同一オ y シログラフ上に

測定の ) J 法は，地表面上ー l直線上 記録すれば，乙れにより起点から各

に，守問削に 4 本の電極を打込み， 微3到動y功j

h耐刷I，j抄j 夕外4凶t封端;日山i品iのi泣Eω4極丞を i泌立必i しじ，てi地也中 lに乙屯流を るに! 史lf したH寺間が求められる。 乙れ

if，流オ丸Lしし. Iド内J付す州{I似側H問川[IJリJ 2 ，. j 本三の電極により比抵b抗E を縦 ［Ｑ 陥 Ｑ油 ｾｉ にこ ＱＱ時 Ｑ＼Ｇ時 ｪ寺 ｦ 問を， t.も峨，'/j_も制仙lに起人点Rからの

をa以測{1羽lリ定する。乙のi電屯級の| 問笥制を広く 距郎離tをとつてグラフを凶けば，いわ

すれば広くするほと ，地下深いと乙 ゆる定時111ぽぷがi!} られる。乙の応時

ろまでの比低抗を測定し得るのであ l山総lこよって解析すれば，平行厄' の

る。以上のデー タを解析して，各居 場合は各厄の P 波4 &と庖! 立を求め

の比抵抗と，その庖厚を求めるので 得る。もし陪が傾斜している i易合に

ある。 は， ilUJ線上 の他端を起点として，逆

2.  弾性j皮式地下探査法: ふつう 方向に波が伝わる場合を測定し，乙

めることができる。

他に 5 波 ( Secandar y Wa ve  仙波)

をf1JJTI する方法もあるが，あまり，f : 1j

1日されていない。

3  両方法の比較 : U 気式は装置

も簡単で，危険もなく，比般的) ミ』也

容易である。ただし j凶の傾斜は求め

られない。

乙れに反し弾性波式は，傾斜は求

めfS るが，ダイナ 7 イ トを使い，か

つ笈置が若 F大 き く な る の で ， 人 家

の 街w地fU- 等では実施困難である。

なおこの方法では下回ほど P i波. cl i 民:

が大きいという仮定をおいている。

屯気， ijlji 性いずれによるも，土の

性質そのものは測定できないのであ

るから，既知の土質柱状区! のh U向

の変化をしるのに利用される方法で

あ る 。 ( 大 阪 大 学 馬場 善雄)
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地 耐

建築物のw飴は，そのうける荷 'li

が地盤によって' ! J . 全に支持され，ま

た上部機造の機能上及び椛込一上から

みて，有色r と思われる程度の; x ドや

傾斜を起さないよう lこ，設JI されね

ばならなし、。 j也耐) J とは， この強度

的な地盤の能) J である支持ノJ と，沈

下の両者をあわせ与えた羽合の能) J

という乙とがでるさ。この定J創立，

今回の建築基礎設計規準の改 E汀によ

るもので，従来に比して広義な芯味

をもつに至ったものである。すなわ

ち，従来の地耐ノJ は，個々の ) l l赴に

ついての支持) ] と沈下について与え

られていた只体性をもったｾＮｪ長のも

のであったのに比して，広範では基

礎) 阪の支持ノJ と往物全体としての沈

下を考えるものであって，多少li).!念

自' - J な意味がつょいといえる。

まづ従来の定義による狭義の地耐

力について説明す乙。いま支持地盤

上に単独のd1¥立基礎がおかれ，荷主

力
が次第に地加する

ものとする。もし

地f! : t がかなり空白か，あるいは堅い場

合には，ある荷重{ 直に達したとき，

大きな沈下量にならぬ li ' l に塑性流動

をおこし，極限状態に至るであろう

し，また j也継がゆるいか，あるいは

柔かし、羽合には. IYJ<<!f な塑性流動は

みられず，かなりな沈下品を生ずる

であろう。乙の耐ぞ; の引象をふくめ

て，支持) ] . 沈下1 11 ともある限度を

乙えぬように規定した他が地耐) ] で

あり， J' f ' : 6 地耐力とは，基礎の; 没;)1

にあたって許容される限度の荷重度

( 単位副秘当りの荷主) であって，

一応支持ノJ 及び建物全体としての沈

下に対しても，安全性を保証するで

あろうと巧えたものである。その定

めブj としては，与J i . t t 足;1車荷試験による

刀法と，常用地耐) J 去を使用する j j

11があ If られる。しかしながら，こ

れはあくまで便宜的なものであって

とくに常用地耐) ] 表に至っては，科

学的な似拠というものがみうけられ

ない。周知!のごとく，地盤の支持力

l乙影坊をもっ因子としては，基礎面

直下の土の圧縮性のほか，基礎l仮の

大きさ，形状ならびに級入深さなと

があり，また建物の沈下としては上

記のほか，他の基礎からの伝達地中

応力ならびに下回地盤の圧縮性が大

きく作用する。これらと無関係に，

単位面w当りの荷重度で規定したり

単独の2t 鎚! 仮のi比下で全体を伴しよ

うとする乙と自体，不合理なのは当

然である。ただ取扱いの間使さが取

得であって，乙の怠味で良質地盤か

つあまり大きくない建物に対しては

かなり安全をみた許容地耐力の使用

が妥当とされよう。

l広義においては，綿密な地盤調査に基いて，

支持1J ならひ1こ述物のちt下を別倒に考える。乙

の場合 T erz aghi をはじめとする幾多の支持

力公式による支持力の検，Hとともに，下β の圧

筏! 凶についても沈下計算によって. tt 1' 1. ¥をあ

る限度内に以めようという 2 段の: l ¥t. 1 t とIs. るわ

けであって，たんに基礎支持凶のみでとよく. -1' 

M 地忽の土佐までが影響するため. 地面l J J とし

てn体的には定めがたい。軟弱な地盤において

は ， 当然乙のような設計万 ｾ ｉ によらねばとぷらな

い。 (1メ都工去繊維大学 山肩邦男)

用 語 解 説 1111111111 111 1111111111111 11 1111111 11111111111111 111111111111111111I111111111111111111111111111111111111111111111111111 111 1111111111 1111111 11111111111111 11111 11111111111111111111111111111111111111111111111111

く の 耐 力
に，心され，解説の

J:!'iでfl.iil1i (ζ 昨くい

改汀されたｾ築 ｊｍｊｈ 誌迂 Ｑ ，没， ＱＱＩｗｖ［ のとt トーについて説明しているにすぎ

によると，くいのA 容耐) J は ない o ｾするに ｉｆｉ 規慌では，沈卜に

くいの詐作耐) J : くいのn"r俗文持 ついてなんらかの宅 lill の必裂を沼め

力内で沈下または不同沈下 ながらも，なお| 口来の Jf え方である

が司容限度内におさまるよ くいは支持力さえあれば充分だと

うな荷去 する巧えブj が線強く残っていた乙と

と定められ，くいの沈下品をある泊二 がわかる。

終値以下におさめるという- 0 え1J が このように規準の考えブj が変って

はっきり示されている。さらに ， く きたのは，その闘に学問の進歩，経

いの許容支持) J ， くいの極限支持) J 験の; rJl み主ね等いろいろの乙とがあ

についても各々川誌が統一されてい るが，なんといっても，一番大' j C な

るが，乙れらについてはし、ままでの 乙とは尖際の建物の基礎くいは支持

与え方とさして大きな変わりはな JJ を考えるだけではなく，沈下位も

い 。 ) 5 ' え な く て は ， い ろ い ろ と 支 障 が お

乙れを改訂 !日lの旧規準と限しあわ こって駄目だという ζ とがわかって

せてみるとよくわかるとおり， WI 別 きたために他ならなし、。このことは

準ではくいの，作作交持ノJ は，1州日試験 λ 阪のように以い粘上Ji " ; のあると乙

により定めるか，くい打公式により ろで lよ特に大切なことである。

推定することになっており，地JI";士号 乙のような考えプJ を染の設計にた

の状況によって適当に械i : iじするよう とえてみると，たいていの人がは栄
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を設計するのにモーメント，切断 ) J

の検ぷIはかならずするが，総みの検

討は忘れる人もある。 E ーメン卜，

r;i]断ノJ は強さのチェックであるが，

挑みは剛さのチェックである。くい

の支持) ] はちょうど強さのチェック

に相当し，沈下は剛さのチェックで

ある。挑みの検討を忘れて仕上げが

割れるとか，床がゆれるとひじよう

に因るが，基礎くし、が沈 下すると建

物全体が傾いたり， fむ裂を! i じたり

大変である。梁の挑みところの比で

』まなし、。

いままでくいの耐力というと，や

やもすれば支持力だけで充分という

考え方ーが多かったが， 乙の規準改訂

を織にそのような考え方を払拭して

いただきたい。くいのi耐々について

一審大' j C なのは乙の点である。沈 F

hl を気I定する詳細については規準を

参! ねされたい。

( 大阪正II 築m必所 長田正雄)



建 物 の

ul 物を i没;;1 する過程において，姶

物の沈下という問題をいかなる態度

で椛造設計家としてとりあげ，いか

に対処しな ければならなし、かという

ことについて私見を述べてみたいと

思う。五n物が沈下するケースとして

次の三つの以合が25えられる。

( 1)その地域全般にわたって， J也1肢

が沈下することによるもの

(2) 建物が建築されている地般のみ

が，一株 lこ沈下するもの

(3)ru物が建築された地紋| 付におい

て不同沈下を生ずるもの

( 1)の場合については， このさい特

にとりあげない。 (2)の場介について

も，その上にul 築されている上郎構

造には変形を生じ ないので，椛造i f I i - t

カ ＨＨＮｊ にはｾ特は な いが，特 ｬ こ沈下が

大きく なれば，外部との関述をもっ

付帯設備との問に機能的な不自日合を

生ずる乙とになる。乙の砲の沈下五; ;

を只体的に何セ ンチにおさえるべき

かは，建物の極海i用途等また経済性

111111111111111川 川

j尤 下 等を考応、して決定

すべきものであっ

て一概にはいえないが，参汚として

ＱＱ 木池築学会発行， ｲｵ 築ｴＮ ｈｊｾ 構造投

ｾｉｭ 準解説に ｭ ， ｬ まされた他をここに

示す。

iff 千五r.t 下: ，¥( c m)  

ｴｾｬｾｱｗ＠ !tl 大 w

フーチンク J 占随 5  J O 

ベ ク J" 磁 J 5  30 

この沈 F l 1i の算定lよ. Ｑ 也 ｾｬ［ｩ を椛成

している七を乱されない状態で採取

して， ;1在荷前の体:h'l と，I¥R荷{ 灸の体制

の変化より休w歪度を実験的に求む

れば ｦ［ｙｪｬｬｩ に ｴｾｲＡＧｬＡ ，できる。

次に ， ｪＱＳ 三のノ ｩｾ 同沈下 ｬ ｬｬ は上ｬＧ ｾｪｓＱ 出

iti の強度に; 形特をおよぼすので，特

に ｩ 没ＮＱ Ｑ 名ーとしては注立をｾする。あ

る設. 11例について具体的に説明をし

てみよう。いま巾 4 5 c m， 中央丈80

｣ｭ ‘ ｾ［ｍＱ 事丈 ＱＰＰ｣ｭ の鉄筋コンクリー

トのスパン 6 mの述続安の長期; 午代

抵抗モーメント値は約 45 t on.m であ

る。いまー支点に不同沈下: [ 1 ] : 2cm を

とI じたとすると端部モーメントは90

砂 ・ シ ル ト ・ 粘 土
0. 05 ｭｭ 以上の ｎｾ

i宅を砂， 0 . 005 mm 

114通われわれは天然の上をみて，

これは砂だとか，キ，'j 'lーだとか: 必然と

した芦菜を用いて，土' l ' 1: をいい表わ

している。 しかし天然の土は施々な

純径の土純子が，種々 な羽合でいり

混じってい るもので， 乙れを工学的

な取扱いをするためには，なにか:ι

:[1]: (I"J な表現法が必豆ーと な る。

土の粒子をその粒径によって砂，

シJ レト，私l辻.の三種類! こ分Mし，天

然の土をこの三種類の土牧子のｾむ

割合で，表わすことにすればよほど

定量的に土質をし功、表わしたことに

なる。たとえば乙の土は砂3596，シ

J レト409o，*，'j 土2 59ぢというふうに表

わすと，その 1，. の大体の見当がつ

く，絞径による区分l立各同で多少の

相逃はあるが，わが国では土質工学

会で定めたものが一般にmいられ，

以 Fをも'j 1二， その問の 0. 05 m m -

0 . 005 mm のものをシノレトとしてい

る。その他必去に応じ2 . 0 mm以上の

粒径を1旅， O. OOl mm以下をコロイトー

として分類することもある。

!'I f . - ! ¥土を分析する方法は J 1  S に定

められていて，各粒径の分ギli を村係

加W[ I! I紋として表わす。これはコン

ク リート のＧｦＧｬ材の村径累 ｉｊｉｉ｛ｉｉ ほｾｾのよ

うなものを位、像されればよ L、。乙の

場合繊制lの径の単位がひじように小

さいのである。こうして求めたもの

から砂¥シルト，粘土( こ合まれる純

聞を屯 r;-::I 'i分不で表わす，あるいは

また 上 の三将を三個 ｨ にした二 ｦＨｉｗｴｾｬ

上にゾロソトして 1'. 'l' P¥'! 例えばt，'j 1  

砂質円ーム匂のひとつの仇称で友わ

すかする。後者の方; 1 : によると kを

ひとつのr，称で表わせて使平11なよう

t on.m ｩ￬ＧＩ加されることになる。ｾは

明らかに破j哀の状態になる。以上の

説明 lこよりいかに不同沈下が上f制品

造に Ｉｩｾ 仰する乙とが大であるか恕ｻ匁

できょう。し功、 lこ正政に上部構造を

;gzal しでも一度不同沈下をつじた協

合には上 i別品造の応7J 状態は完全に

乱されてしまうわけである。

不同ちl : ー卜に対処するブ'ji ょとしては

まづ理:¥1.HrJ にいえば上f制的造のtH;1

A を調整することによって. ぷ同社;

下を生ぜしめないような建物の ｊｾ を

設計すること。それができない羽合

には不同沈下の原肉となる上郊構造

の部分的石 ｾｩｬｬ を ｵｬ 物の梁，以 ， J也11-'

ｾ匂Ｚに問 ＱＱ 性をもたすことにより分散

する。それによって沈下を一様にな

るよう配1. 0 : すべきであろう。

段後［こ述べておｾ Iこいことは，地位の耐 ) J を

問題にする場合には IこにI t 地盤の面11J を続五:1

2主験1こよって判断するのみでなく ，反JPJ にわた

って除々に生ずる沈下( 地盤を栴成する物質の

旬旬現象) をもふくめた地俊樹力を問! 阻とすべ

きであろう。

(平I日建築拙疋i研究所 平田定男)

であるが，実際にはよほどなれない

とその名称から只体的にその[ 質の

見当をつけることはむつかし L 、。

さて[ - - のて' γ(1' Jt' t' l ' l は砂と*，'j 1ーで

はかなりちがい，基礎 ｪ 也 ｾｉＺｾ の対象と

してヒを取倣う場合に，まづ以初に

考えに入れねばな らぬ条件である。

ゾノレトは粘土と砂の中間的な性質を

もっている。口頭にあげた一般に佼

われている粘土とか砂とかいう概念

的な表現は，その土の粒子がすべて

がもii上すなわち o. 005mm以下である

とか，すべてが砂すなわち 0 . 0 5 mm以

上であるとかいうのではなしその

士の料度分布ーからみて総目的には粘

土と考えたブJ が，あるいは砂砂、と J巧7え

たjんii.が)メf汗τ勾Jナ":¥;ρつ乍、J戸シ (1作的|ド内'.J に仮仮!-f沖4府利|リlであるという 判

ｼ問断相析 ｩ の上にたつて ｬ 、刈 ｌ 、 ＱＧＮη 』ワＮｽｾる Ｕ のである。

この哀{ 付J けがなくて「巾lロ1に矧Z然4私対紡i片I 月L切カ、

らいわれた} 均L払; 合に iは立了工今学{白が的ド内'-]な J

はなは fだ三うすいわけである。

( K K竹，[ ，て窃m 小 泉 昇)
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(  b )  

鋭融 ｉ ｾ 土

叫ん 孟 l

( a )  

普通Ib土

ωｾ Ｈｬ＠

、

、

ーム一 一一一-、

、ι 』今<t

F占土の膨張した量

と組織の霊化した畳

sensiti ve  cl ay) で

は (b) 図となる。

e と σ の関係をノJ'

す乙の図における

先行荷重点は土の

資料を一度土かぶ

り屯也をぬいて，

地上にとりだすた

めにこ1 : 中における

制li よりずれがでる

こととなる。自然

I:¥J 回日比も同級のこ

とがし、えることと

なる。 π総 指 数

Cc  { 立図の先行荷

ｩｔＨより下の ｵηｾｾ の

tan  a による仙iで

あるが (a) 図 と

( b) 図lζ 示すご

とく (a) 図は単

純な傾斜4であるに比して ( b) 閃で

は後最f f : な 1111線をともなう。ゆえに鋭

敏でない* ，1;土では C c = 0. 009 (ω '. 

- 10) または 0. 01 却L にて示され

るが ( b) 図では上式にはまらない

ことがわかる。なお鋭敏もIj J'. はJ酎'1:

限界 ω< 合水比 却 である。

次 ｬ こ 上 ｲｫｾ のごときｮＺ［釘沈下を Ｎ ｴ［ こ

す随聞であるが. ｊａ 礎 ｴｬｹｴ ｊＱｉｾｑＺ ｉ［ I刷司1

128 J U{ ，i 下段によく占かれてあるの

で. fig2f，こより的単に説明すること

とす。 i深さ Z なる j fLの σ 0< がその}，'，i，、

の 卜かぶり illfil σ，. に dσ z がJJ f1わ

った{ J Uiより小さ t I l"bi 合、ま沈下がおこ

ることとなる。図の C- D r，¥J の σ に

対しては沈下はないが D - E I:I] に σ

WL  

下j土

十の特有 ｬ ｖ ， ｾｩ 士粒子部 ｖ ｳｯｬｬ｣ｴＨ ｖ ＮＩ

と空隙郎 V v oht ( V v) とよりなりた

っており， これより土の休校i V，=  

V ，十 V旬で表わされ，間隙比 e は E

= 長 で表わされる。間隙比 e の仰

はー|ニに !J えられる圧力によって空隙

M5 V旬がせばめられ，だんだんと小

密庄

がi科IIJl1すれば沈下が'1:. ず己こととな

る。乙のことは基礎Ji( より卜部地J i Vi

が ､σ の ｊｩｾ 轡を入れてちえたときに

おいてあくまで先行前i T [ 以下ならJ l

訟沈下はおこらないことを示すもの

である。

以上灯: 街沈下のl河J凶であるが. こ

の他に沈卜の 11寺IHJ(I' .J ifi，¥f' J についてし

って ，おく必安があるの沈下I thl 初] の

50
0

0 1よ相当 i守H年n日にじ こり司それ以

下U. 級世に進行するヤ| 質があるの

で，もっとも危険の対日( i と与えられ

るのは 全沈下足の50らであること

となる。この時間的な，; 1. t'; li i J E街係

数 Cv c m
2
/ sec により求められるも

のである。基l施規準ではあまり後斜i

になるため行略されているので，沈

下位の決定の考えプj に列島平が難し l 、

jli が残った感じがあると忠われる。

また大阪シノレト粘土においては l二か

ぶり 'i J l Ll より l t / m
2

- 1 . !j t/ m
2

程ぷ

の overcharge は沈下の，;'r"伐限度より

みて ｊＧ ｉ ・ Ｇｲｾ される的問であろうＨ鋭敏

J.it がfLl : l 、)。

( m水油投K K

K ，:  ｴ Ｇｩｦ ｬ 採取の時間［ｲ［ ｌｾ れたもの

1( ， 不服 ii l資料によるもの

1( : 現場の自然状悠のもの

Ｈ干 ｩｗｊ 圧力を対数日｜ｩ，ｾにて示さないと先行向ￕｊ￬

以下が! 自叫! と' : i . ら位い)

Fi g  1  

f  ｄ にｾ O
o  

有効圧力 Ｈｩｎｾ 口盛ｽ

S'_ r:， 6'; 
y' "' 1.( - 0  

U

A
臼

据

w

g

tr 

さな{ 日li となる。すなわち( 4 > : .h'( V がひ

ずみ ε をおこすことになる。

これが |ニの圧1 f ; 沈下とよばれる物

弔 七 ， .  _  V， - V， _  e， - e， 

に り ' ， ) 0 ν 一一----v;-- 1 トe，

rr 符; 沈下Ef sm= l F lて企 dz

)  I. +e， 

この式でそのi立が表わされているご

とく，鉛 ｉｦｲ ブ ｾｬ￭Ｇｈ こ沿って ε を集日ｼし

たものが圧街全沈下量である。 e，と

灯: ) J ( または応) ] ) σ の関係を表わ

すのが， 十 l ogσ IIIJ 総で.rr 街沈下

町 S を表わす上式をさらに解きやす

くしたのが次式であり . この式につ

いて検，; ，tすることとす。

s  =____fc_互ー101! 包. -1- L1 σz  

1十 eoz

】

σ 0<

第二項は圧訟をお ζ す原因となるも

ので深 Z なる点の土の先行荷屯 σ 0<

と有効 上 ， Ｑ 在荷ｩｔ ｩ σ ｉｚ にｾ物よりの応

) J  L1 σz  ;.')')JI1わった仰との比を表わ

している。 111 勾』は l のJI/ H c m に

おこる ε の程度を e fJUiと C" ( } I 縮

桁数 t)1(¥I なし) を利用してJ r ; キ，; :J): を

限定する引になっている。 Cc ( 圧紛

折数Ｉは ･ Ｍ ｉ ｯｧσ ＱＱＱＱＪ ｓ，ｾよりりえられ

るもので. ｾｉ ずるであろう川市の程

度を示す係数である。

この節 1. 2J f t の組合せにより j也庖

を細分して集計すれば企rr 街並を iil

ti: することができる。 Zさらに土質試

験によって何られる t 仰， 先行荷

主. 圧縮指数 Cc について険討する

乙ととする。

fig 1  I土テ J レツアギーー ペック t

陶j良貞彦)

。

C  

'l'l j rア54U の図であるが， さらに鋭

敏比の問j泊を入れるために液性限界

ｗ ｰ の ｾｾを Ｉｊ ＱＱ えて図〆 ｬ 、したものであ

る。 ｾｬｦＺＧ￬￬Ａｗｪ Ｍ ＱＮ二 Ｈ ｎｯｲｭ｡ｬｬｹ c1ay) では

( a) 図となり紐鋭敏弘li 上 ( Extr。 Fi g  2  
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ヒ ー ビ ン グ ・ ボ イ リ ン グ 。 パ イ ピ ン グ 乙とがよくある。地下ノkの!)<i i J j と掘

削の深さがある限界状態になると砂

学者でもな い荘、に，用; 石解説せよ

との' i ! ! . : . Rをなゼ され るのだろう か。

「おまえはこ れらの 乙とで，何回も

失敗を くりかえしている。この機会

! c . よく調作をして . 二度とへ? をや

らぬよう にせよ」 という編集者のあ

りがたい こな li 'Jと解して. では この

際に勉強 させていただくことと しょ

つ。

まづ. _l j 'l:T.学 rn JI i 解説( 封印L、

IJ ーと基礎」述 .1却をみる。ヒーピ

ング ( h印 刷ng) は 11 本J rJ : 1l 1では 「フ

クレ上 り」とあり 「一般に i也市がふ

くれ上 る別匁をいう。たとえばij，ji 粘

によるフクレ上り， ある いは軟質粘

lーをオー ブンカットをしたとき ，そ

の! 氏而がふく れ 上 る こ と な ど を い

う。 J と解説されている。大阪悔回

付近のように軟質粘土が深くまで存

(F. '，I - るところで，掘さくを行ない，

ある深さまで述すると平衡を破ろう

とする力に土が低抗できなくなっ て

川 11川 11111111111川

欧同lがふく れ上ってくる。掘さ くを 全体が沸騰しはじめ，砂の支持ノJ は

つづけているため，よ く注志してい ほとんど な くなり，作業員は! 阪まで

ないとζ の動きのはじまってきたこ 砂中に没するという状態になって く

とがつかめない。気がついたときは る。この砂、のが1¥きだ しが bOi l ing 現

T おくれで， 付近一帯 に大陥没を '1: ， 象であり，乙のボイ リングが局郎的

ず るという 乙と にな る。乙れについ におこる特殊な引事とがパイピング

ζ の理論. 対策lよチェポタリオフの ( pi pi ng)  である。すなわち f走者は

I ' . ' l ' i 工学下巻 106 頁以下，テノレツア 問し、砂のなかから砂と水の混合液が

ギペ ック土質ノ1学基礎編 175 J_( 以下 パイフ功、ら吹きだすよう に噴出する

( ¥、ずれも沢木) について研究され 現象である。大阪の御堂筋付近には

たい。 10m 以下にかなりの高木T I J j をもった

ボイ リング ・パイピンクは古iHf..lの 地下! ) < を合む砂胞があるので， 乙乙

同日解説がまだこ乙まで1 [ ¥;1武ざれ に 10m以上の御門1Jをするときに往 々

ていないので，不勉強の録者 lこは囚 にして これらの現象が'1てじて困難し

った事態になった。とても用読解説 た。しかしｊｪ ｾＺＨｅ はウエノレポイント等

式の全般にわたるおちのない説明は の水替方法の進歩と地下/ 州立の全般

できそうもないので. (1 己流の説明 的な低下傾向とによ って火敗が少 く

をしよう。飽和状態の砂を掘削する なった。チエボタリオフの 1: 釘工学

ときに. 仕事をしやすくするために 上巻92頁以下，下巻 114 1' ( 以下 (l 、

力 7 場をつくってポン プで表而にた づれも 沢木) をみていただけば，ひ

まる水をくみ上げて仕事をするが， ととおりの概念と対策がつかめる。

抑 111Jの底而から水が鉛直; こか) ぎだす ( K K大体制 谷 口尚武)

「グ ラ ウ チ ン グ」 に つ い て
に利用。

ｴｾｾｉ［Ｎｃｾ 泊自 に ついて簡単な解説を 古Ｚ

けとの乙とですが，なにぶんにも1王

将 (1 身それについて特に研究してい

るものでもありま せんので ，結局は

T ii'r- にありました次の文献，すなわ

ち

1  ) 渡辺 ・有IE ・石川氏詳 「セメ ン

ト注入」

2) ハンス ・イエーデ苦( 樋口 ・吉

田氏訳) 1セメ ン ト・楽波注入工

法」

3) 近藤 ・松尾 ・久安氏抗「軟弱地

盤注入硬化材料の研究」

から各所引用させていただきながら

紙数も 限 られて おりますので， ごく

概田i I を記述することになりますが，

この点あらかじめおことわりしてお

く次第です。

さとはじめにグラウ卜 ( grout ) な

る言葉の志味はというと比較的詳し

く説明 しであるものに次の三つが見

当り，それをそのまま引用すると，

イ) 土質工学用語記号制定委口会の

用話解説一一

グラウ ト ( セメ ン トモノレタ J レ・セ

メントミ J レク ・粘土水など) ー岩維

のクラックや透水性地周などに注入

して水どめ ・j也m強化を行な う場合

ということで，これらによりおお

よそのと乙ろはおわかりになる こと

と思う。

地紋の性質をかえてその)J 学的強

度を増すとか，あるいは漏ノkをj l }]ぐ

乙とができれば軟弱な地慌のと乙ろ

でも，各種の盆礎工オ 1，. 締切工事，

トンネノレ工事等が可能となり， また

その施工が容: b) とな るわけで， この

に使用 され る注入材 よう な軟弱地位の改良T. ( l 、としてク

ロ) Soyl or の Di ct i onory of  orchit e- ラウチンクが科: 々試みられ，また実

cture- Grout ;  施されて きた。

Co ncrete wi 1h smol l  oggregot es ond クラウチング( 注入) とはイエ-

heovy l i qui d consi stency.  cop" bl e of  デによれば. 天然l也厄あるいは建設

bei ng poured to fill smol l  i nte附 cs. 物にポンプで送れる強化材 ・止ノlく材

ハ) 国民百科大問典一ー を注入す る乙とである。

クラウ ト，使用水量の特に多いセ j也縫注入間材料 としては乙れを大

メント籾lまたはモノレタノレ。乙れに JF 別すると. 1) セメント . 2) 粘土

力を加えて構造物の空隙に出先する 3) アスフアルト. 4) 業被となり

乙とをグラウチングという。凶道哀 (りから (4":1こ| 自] し、だんだん微細な空隙

込 ・堰堤恐慌防水その他亀裂修理等 に注入が可能とな る。(: ! ) 及び(3) は単
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d1t に用いられると強度の点で不光分

であり，また(4: もそれほど大きい強

度を期待することは一般に無J 1 l l であ

るだけでなく高価である。したがっ

てセメン 卜注入が強度及び経済のJX

でもっとも多く佼用されてきたこと

は当然であったと，思われる。

一般に注入工il 、をその目的によっ

て分類すると軟弱な地盤を硬化させ

る場合と， i91ノk ・漏水等をIIJJ 止する

場合にわかれ，古ij 者としては路道，

鉱山の導坑において断層l M! i li't; 将，あ

るいはその他の軟弱な地盤に施工し

て安全にその例所を掘撃しようとす

る場合，または構造物の基礎の支持

力を増す場合等があり，後者には J摂

t止の基礎 ・7}<. )J'2(1J J の圧ノJ 路道の i1:

入，または鉱山において ｩｾｽｊｽ＼Ｎ 以上げ

1' i 用節約のための浅水防止令があ

る。

以下に各種の注入工法についての

概時を述べる。

1  ) ポンプコンクリート一一

コンク リートはもっともあらい注

入材料であるが， 乙れを応用できる

のは大きい空隙 [ζ 対し て だ け で あ

る。

2  ) ポンプモルタル一一

注入にコンクリートを用いる乙と

は比較的まれであり，本質的にもっ

とよく使われるのはモルタノレ注入で

ある。

3  ) セメ ン 卜懸; 萄液* セメン卜注

入一一ー

もっともttj 並に用いられる注入材

はセメントを水中で懸濁させたもの

である。

( 事ー懸湖液とは液体中に細分された [.' ，' {本が浮

遊しており . m解していないものをいう。)

今日セメント注入の応用 fiii 聞は相

当広く ， ｉｙｽＷＩ＼ 勾の防［ｽ＼Ｎ ・ 軟弱刊の ｉ ｾｾ

れ ＱＱ ・ ｾｕ 工のＱｊＺ込 ・ コンク リ ート工の

街祈 ・漏水 l上・1也とり I I ・:bl礎工

( 砂平II Wi を凶紡してu磁を1 ' 1' る) 等

あるが，乙の工法は佼丹] するセメン

ト手しがセメント料ー子の懸溺放であり

セメント粒子より小さい空隙におい

てはP 過作用をうけ，それ以上セメ

64 

ント乳I4浸透しないという欠点を行

する。

L、まセメント松子をO. lrπmr

と， d"jJ!!JJ:I' .論によれば実際枇1毛 1. 0

- 1 .5mmの砂によりセメント村子は

ずzi位され， また fld宅0 . 589mm以下で

は相当大きな圧力のもとでも浸透し

郊いとされている。したがってこの

ような砂肘に対してはセメント n入

工法は不適当である。またこの工法

ではセメントの縦凶! I :i:mを現場の状

況に応じて適宜調節できないため，

たとえば激しい湧水や ikfd、がある切

合などには注入硬化はィ、可能となっ

てくる。

4  ) 薬波注入工法

イ) ; } < . ガ‘ ラスを主薬とする工法

( 珪化法) 砂負担，多孔' l ' l のl沙諸，

微細1( 1 裂の多い岩石などえの注入は

薬波注入だけに限り，セメン卜注入

のようなサスペンジョン注入は行な

わなし、。今日しばしば使用される薬

液による工法は珪酸ソーダ (7J くカ事ラ

ス) を主薬液とし，その浴液を地継

にしみ込ませる方法で，その| 燦珪酸

溶液から珪酸ケ‘ J レを分離するよう処

理するものである。 ζ の分離した王i

酸ゲノレで土質中の粒子を結合させ全

体を回紡磁化させるのである。この

薬j伎による方法は珪敵ヶーノレを沈澱さ

せる方法，反応、速度によっていくつ

かの方 il があるが，その.: leなものを

あげると

。) J oosten  法及び Francois i去一前

者は珪酸ソータ及び出化カ j レシウ

ム，後才i-Li 珪酸ソーダと硫般アノレミ

ニウムのニ淡を使用するもので，両

者とも地IIJ' こ最初珪酸ソーダをノ f イ

フ。で注入し， 乙れを抜きながり第二

の薬液を注入するもので，二放を別

々に注入するものである。乙れはそ

の後日般 J1 ，& をアンモニアあるいは二

硫化炭ボで稀釈して二液の化学反応

を遅くらせるようにしている。

b)  l ohde の工法 J ohde T. il 、( WP.

1329) は尚アノレカリノjくガラスをまた

J ohde 工法 (W P. 167) は不安定化し

た水ガラスを用いるものでいずれも

m: トイツの特許となっている。

c) K-L・Mi去ーインド技師 Rodi o に

よるもので3 ' 1 } 俊ソーダとその他に

特殊な薬品を一度に組合して注入す

るもので，凝問11初日を Na2Si0 3 の

PH により調節する。( フランスの

特J ' r)

dの) 0凶。r什le白s Longer  のブ'jiυi 、一王科l:f i般空ソ

一タダ‘と ｆ般俊及び金』以 Ｔ の耳 ｾｬｻ Ｈ究第 Ｑ 三の［茶 ｬ策 ｾｲｬ

(は立イ不J司砂別J) の三F科柿nを)灯川TI い， これらを iJ{

合して同時に注入する。( フランス

の特J'l つ

e) 生l産技術研究所丸' 9 : 1盗和氏の

研究一珪酸ソーダ及びアルミン般ソ

ーダを使用し， i'Mli ，111与11日調節のため

日刊ソータを添加する。

fFがあるが，いままで佼則されて

きたこの工il; では，使用される水ガ

ラスの限度は大なる乙とが必ｾなた

め，珪鮫ヶーノレをtl 成せしめる反応は

一瞬 lこしておこり，また粘性も相当

大きいため NO. 125 フノレイ以下の

微砂粒の地屈においては事実上注入

できないとされている。したがって

一つの注入孔により硬化される範囲

は小さく，その施工はなかなか下数

がかかる。また土のもつ化学的性質

や温度 ・合7 ] < . 益の多少によっても浸

透 ・凝固が不隊突であり，特に二液

を別々に注入する際には薬品の均ー

なJ- _ t 触反応、によって制問が完全にお

こるか否かということが，二液同H与

に注入する場合にくらべて一周疑わ

しいと考えられるなどの欠点を有す

る。

ロ) ビチューメン( 源育) による

工法ー ビチューメンは乳化した形で

注入に用いるが， 乙の工法で手干名な

ものに たhellperm i1があり特許とな

っている。

ハ) 京大土木学教常近磁 ・必尼 ・

久宏氏等の研究一一前述のごとき Jt

化法の欠点を除くため，これまごの

無機化合物のかわりにアクリノレ酸カ

ノレシウムを用い，この低温E 合によ

り軟弱地織の磁化を行なわんと研究

されているものである。

( 次頁下段へ)



建 築 7.1< 

普通われわれが水位というのは通

常地表から火を掘って行くと水がiVl

いて，その火lζ 首都るそのときの水Lui

の高さを地表 I!Uから測った数字をノド

位何 cm といっている。

また地下水位は常水面をもいわれ

ている。

地下水位とは，いってみれば lii] ，1己

のような友引ですむけれども，これ

が構造物を往設する設計上 または胞

工上の間j泊となるとかなり主1 i な問

J.Ki となる。

すなわちA s 築物または構造物を池

てるについては，その場所の地盤の

桃成状態及ひ1 質等が大きな! 以来を

しめているが，特に土質の)J 学的に

大きな変化を及ぼすのである。

1  ) 土の ill l J が変化する乙と。

上のA1Hよ上の支持)J に大きな

ｾぷを Ｑ j えているので主hl が小さ

くなると支持) J も小さくなる。

ところが水位以下の illi 止はおお

よそ 1 t/m
3

程度小さくなるので

ある。

2) くいn ちの場合!K杭が利用でき

ないことカ1ある。

木杭It JKlll にあるときはほとんど

半永久的にその効果を発仰するけ

れども，水位より上部にある窃介

は数ヵ 3ドでl肉朽する乙とがある。

3) 縦切り工事を大きく支配する。

所定の似切り深さまでに水位 Illl

があるとかなり工事が困難となり

また胞工に対しても充分注忌［をｾー

する。

位

4) その他地下墜

に対する上正，

Ｗｋｮｾ または地下

部分に対する浮

ノ」あるいは泌が1

等極々な問地を

合んでいる。

乙のように地下水位というものはか

なり霊安な要素を合んでいるのであ

るが，その水位を調べる刀法1;1:.大ざ

っぱであり，また等閑視されやすい

のである。

だから調査のときには水があった

のに，さて大きく桜伐りをしてみ る

と，7Kがなかったというようなこと

が応々にして存在する。

そ乙で，地 FAく位について少し] 予

備知識をしる必ｾーがあろう。

上図に示す地下水位は比較的地友

lこ近い場合であり，また建築上この

場合が多く利用され る。

まづ上部から

①吃燥地→②乾燥，ii; 》①I)IJ 放毛:ti.

ＷｫＮ［Ｚ 目→ ｀ｉｾｮ 塞毛ゲ ｜ＧＡｋ［ Ｚ 日一〉①地下水

というようにわけ られる。

さらに説明を加える と

①地下水位 .. . 厳'色: な定義は困難で

あるけれども一応 かなり大きな縦

fえりをした場合，その底に; J < が泊

りその !Kが).'.JUl1の j也紋 I IJ の水と述

統的に釣合っている !KLl I Tの高さ。

① I.:J Jt E: 毛竹水有; - - - 毛ri'!Kが土の 11] J

を飽和するか，空気があっても !K

に閉じこめられて ，たがし、に述絡

していない部分。

地 下 水 m と も t 1 水 併

①IJ 目以毛l'¥'!K帯-・ ・・ ・・毛)'i'!Kが上の i尚

を飽和せず，空気の iili 路が形成さ

れている部分。

①， ＺｩＺ 伝統符・ ・ 田 … 毛 Ｚ￬ ｬＧｾ［水が下 ｾｦＩ より ｴｬ ｬ￬ 給

乙れるより水分の}iX山が大きい部

分で，毛ｾ￬ＱＷｫＮの上好限度部分であ

る。

①， ［ｩｚ Ｚｬ［Ｚ￬ ｈ 也 ー ・・ 地表 ｉ ｉｩｩが吃Ｇｗ［ ｾｧＺ となっ

ていると乙ろ。

というようになる。

だから試験的に火を刷って !Kがで

ても，それが①，@ の部分であると

前ぷのごとく，克際以 iえりをすると

- 11与がj に水( し lまれ!Kまたはしぼり

!K) がでても，その部分だけt J l，;}:.す

ると水がないという ζ とになる。

また木杭を用いる場合は①でなく

ても④の中に入れておけばよいわけ

であるけれども， { 也からの拶轡をう

けやすいので注立を tl する。

地下水位というのは，いままで述

べてきた ζ とくｔｉｬｾなものであり，

かつまた変動の大きいものである。

i改近は特に市街地においては壬! 々

水位の低下をみているので乙の点も

z- えあわせ，建築設，n・胞工におい

ても刀全を期する必: l l ーがあろう。

( 大阪市建築局学校長E投Ill¥ 貝戸俊一)

川 川 川 川 附 川 川 川 川 11 111 11111 11 1111111 111111111 111 111 1111111 11111 1111111 1111 111 111 111111 11111 11111 11111111 111111 111111 111 1111川 1111 111111 111 111 11 11111111 111 1111 11 1111111111 1111 11 111111 11 111111 1川 N 用 語 解 説

( 日目以より)

以上注入工法lこは種々あるが，それらは施工すべき

地盤によって適当に使いわけられるべきものであり，

またその施工に当つては，改良すべき多くの問題が伐

されている。最後にｔｉｬｾーな注入材料あるいは注入工法

の適用可能性の一覧表をイエーデの汗占より引用して

示しておく。またセメント注入及び楽波注入の適用範

凶外の軟弱地盤改良工法としては， IU気化学的国弘'iil 、

が応用される乙とを付記して，乙の f，:.:j を終ることにす

る。 ( IHl l 宮川達郎)

強 ft 

地盤 町樋聞

止 水

J 師 事 te" 工法 皿

不安定調液 I

由良 J oost en工法

彊議 1m 及U D

1  ｾ圏…糠 工法 ｾ DRP，' 16221  

1  a UD  

セ J ン ト 注 入

H 畦〉15醐園以10，上，:1帥粒k 経5 - 2 酬

組〉経砂l2田~/ O中1h0砂・I日 程 トO 従... 1U Ii O. Z園 以下

K  ) looo. W' IK ) 政)() -10- .  K )  100 .10- "  K )  10 ・10- ' 1 K  (10.  10- '  

砂 干'1 / 阻砂 阻 中砂/ 掴砂 田紗/ 揖砂

セ J ン ト 注 入

J i hde 工捻 w円ゆ 167 績浴田

Schellper m工法 ( 膏 膏乳 明}
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青 田 豊 吉 : r農 村 す ま い の 手 帖」

ＰＹＶＰ Ｎ 兵 ｾｉｉｉ ｜ｴ Ｔ H タラブ， ￥ 270円 B 5版 20M:O 

熱，E〈の本がでた。 I芥しの子帖」

によく似た「山村すま いの手帖」で

ある。

椛災 ・ 復員 ・ 失職 ・ そして ＺＡｉｉ ｽｊｾ さ

れた者必の，ずっと 12村 l乙住みつき

兵庫県互tt 築課 l乙復職後も つづいて，

ｊｾ 村住宅の改良にたずさわって乙ら

れたなかから得ら れた， ili: 重な体験

の記録である。

本書の内容は，第 1 部実例集 ・第

2 部|泊m小; 命* ・第 3 部資料 l乙わか

れて構成されている。

第 1 部( 実例集) が本音の中心を

なしてい るが，乙乙で著者が実際 lζ

設計された新築または増改築の12村

住宅33例を，各頁豊富な平面図や透

視図 ・写1' . 1 ; などを盛り込んで懇切丁

療に解説している。そして乙れらを

専業出家 ・兼業山家 ・j見付のサラリ

ー7 ン住宅 ・台所 ・洗濯場 ・J"HHJ ・

子供室などの各テー 7 中 心 に 説 明

し，設計過程から機能 ・動総 ・使い

方などを分析して， I2村住宅のある

べき方向をIIf)' 亦している。乙のなか

でうたっている野省の山村住宅改良

の主眼点は，もちろんj出村住宅とい

っても各家庭が楽しく生活する場な

のであり， ￭ ｬｬ ｾ＠ 、慣 習にのっとらず，

各臼の生活を大事にして，それにふ

さわしい場を新 しく築き 上げてい く

ということであろうが，それは; . t ミ例

中の便所を日IJ 棟から家のなかに設定

して内外足両方からスムーズに利問

できるように工夫し，だだっ広くて

使いにくい台所から，能率的な ｉ ｹｾ る

い台所改必になを注さ ，出入口組り

の動紋をま在更J l して，更衣 ・子):EiJl::い

. 仮所 ・入浴 ・洗泌などのhLJ を集約

し，また各主の独立性をヨ5J . 1L(してい

る，などの合理的なA 画から 十分 う

かがわれる。なお ｊｾ 村住宅で ｴｊＮ［的な

すまいを形成する上で 大 切 な 前 提

は， ｾＦのための空間をすまいの ＲＲ
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Ii日から分離さ せるこ とであろうが，

経済的な問題や民業技術 ・12業経営

と関述しているので厄介である。し

か し本書の笑例すべてが居住のプロ

ノマーのスペ ースを他の作業空間から

切り離して独立させている。実現lこ

際して苦労も大きかった ζ とであろ

つ。

第 2 部( 随筆小論; t ) は， 1出村住

宅! 乙関係して乙 られたな かから 引き

ださ れた問題点を，鬼門 ・寝室 ・火

の斤l心 ・湿気 ・台所の機能や改善 ・

接待なとの項目をあげて述べ，組織

的な J1:l 村対策の構想を提出して い

る。いろいろわれわれのしら ないJ1:l

村の尖態や改善の方向について教え

られ ると乙ろも大きいのだが，山村

住宅の技術的 ・紡災的 ・術生的問地

と. 住宅の使い方や人1m関係 ・社会

関係などを雑多に綴ダIJ されている。

実例で考lむされていたいろいろの問

題点も乙乙で整理して rlJ}よく問えて

いただければ， - J I"I 一般論としてわ

かりやすくてありがたかったのだが

- 。特に技術的 ・衛生的問題とと

もに， 快的な往生活志議の l白] 上のた

めに，従来未分化の作業協と住宅の

分化 ・プライヴァ シーの確保( 廊下

の設定 ・個室の充実) ・冠婚葬祭会

場の共同化( ざしきや広い台所の排

除) ・動総の整理などに大きくふれ

てほしかった。

カタ

しかし，一般民家の方のためには

本占のようにトピック的 lこ扱ったん

がやはりよかったのかもしれない。

究) 3 部( 資料) では. 1見村住宅の

関係正 ￟ｾ 誌法規 ・ 住宅資金他人案内 ・

材料単価表 ・ 工事［ｦ［ ｾｩ Ｑ｜ｴ歩掛表などの

とl の資料がF..r.しく f日放されている。

以上 ｲｊｾＱ 寸すまいの千帖」は，ｾ

築家にありがちな特有のおしつけや

けれんがな く，実にさっぱりとした

率也な答書であり ，そ のなかにひか

え白ながら，著者のl出村住宅改普に

対する熱意を倣みとる乙とができ

る 。 ｊｾ 村住 宅の欠陥や更ｊｬぬを大釆 段

にふりかぶらず，機能的合E型的迫求

の中から河Ui illi 的な方IIJJ をj也iEに歩ん

でおられる努ノJ 家の若必に対して，

今後ますますのど従闘をお似し、する

とともに，建築家としての技術的処

翌J l の杭み重ねと，新しい12付の人間

構成や社会構成の芽生えをT-J ' てられ

ることを. J l J J待したい。

なお，者- t ' 3は 「伐の会」によって

ｊｾ 村や家庭などをテーマとしたり仙

的な ｦｴｾ ｊ をつ くっ て おられる日人でも

ある。最後にこの著者の訴をひとつ

ど紹介し ておきたし、。羽必の山村に

対する悩熱やl暖かい人柄と持におけ

る素直性がこの著者を生んだともい

えるからである。そしてこの12村と

訪のーつが，ひいては苫省の戦H寺中

の軍隊 ｾ￬ ［Ｕから敗戦後の辺境を支え

た心のよりどころでもあったからで

ある。

( 島田勝次)

青回重量吉作 : r郷愁」

風が呼んでいる

山家のともしびが

おういとこたえる

その灯火の下では

虫iをか乙みながら

子供たちが頼を染め

| 出を輝かせながら

ぢいさまの

也守E りをきいている

L ‘も

もうすぐ H-J 告が焼ける





写l ' -( 4. 配位図@ の部分で，本庁舎唆工後 2 年自民地築

した部分. Dl: 部は さらに後民出しており . l. の

ため， もとの!立体上 IC太い桁を位 き，鉄相で受

けている。

写真 5. 'lf聖書部百合( I VJ 治18!.f') 。後方の四伎座艇の部

分は後初である。絞 り廊下は 当事j なかった。

写真 6  左方が写真 5 と同 11告に附加 された渡廊下で. l. 

写真 9.
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の上部は和小肢にはっている。れの犯物は. 1ft! 

［ ｲｴ 図 ⑨ ｉｾ 相当する。

三軍県庁合現状および

ω) Jl 配位図

N  

口 巳コ亡」

写n 7  元県令室 と思われ，入口 のJ: 古都民あ 写真 8. m拠の版下。天11はすべて木l刊天11

る。柱上のキヤピ :IJ レは，何本大J : オーグーは 9 スカン式木制 。

の陶工 らしい不思議なものである。

くその他の建物> 本庁舎の西南にあtいて， 警察部庁合があ るが，台帳によれ

ば， ζ れも191治18 t，下のもので. 本庁舎に類似して廷で られてい る。 この泌物

は，増i改築が甚だしいけれど， 111規は よく 解 る状態にある。 またこの:1七lill い

にある南北lζ 長い建物は . 台帳の] 51'数から考え て 明 治35t， f の巡査教科所と思

われるが，乙れも ， 本庁舎に類似して起てている 。両手? とも ，ポーチの手法

は 木庁合よりまず くなっている。 なお， とのこ様の建物がそれぞれ本庁舎

とつないでいる渡廊下は，方丈の手法， 様式が全く同じであることと . この

部分が有l小尾( 教科所は il 小尾， 本庁舎は ，常小屋を主とし， 所 和々小! 毛が

出じている) であるこ とより. 191治35{joよ後lζ ，同時j切に造 られたものと考え

ら れ る。 な お， 明治 Ｒ Ｑ イ ￬ｾ の絵図では ，教 習 所 はもちろんま ｝ っ ていないけれ ど ，

笥察部の建物 と， 木庁舎と は， それぞれ独立して建 っていた ことがわかる。

< むすび> 明治
12 1

1 とい えば， ￬ｬ 庖Ｚ ｜ｾ物が まだ一般 化 され な いとき，官庁，

学校などは ｾ 十 ｴ 先して， ￬ Ｎｦ ｊ 鼠でｾてるよう，政府よりｾ望されており， 11 ぶ1' 1':

来の手法で . 大工が苦心を払 ったことと思われるが，県庁の建物としては，刻

1' E乙の三重県庁が最も古いもので， 資料としては武豆なものであるだろう。

［ｪ， ｾＺＢＺ ｪ を Ｑ［｛Ｎするために， 三宅山総務部の富岡辰之輔氏と， 建築課の飯間武夫

氏のご協力をねた。終りに感謝の怠を表したい。( 近藤豊・林野全孝)
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伊窯の

第6428号許可務写

のa

カタ ログ送呈

タイ ルマ ク

伊奈製陶械式曾紅

本社及工場 愛 知 県 常 滑 市 扇 面 新 聞 電 ( 代 ) 7  0  0  

東京事務所 東 京 都 中 央 区 西 八 丁 損 2- 8 電( 代) (551) 6  3  7  1  

大阪事務所 大 阪 市 西 区 新 町 南 通 1 - 2 3  ¥li (tむ の 5 4 8 4  

。>

名古屋市大基礎医学教室

設計 ・市営繕課

路 工 ・大戒律設

納品 ・C C  130 
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d 議

青 株 式 会 社
柏 原 漉

本社工場

第二工場

大阪市西淀川 区御幣JU来 2 ノ 5 電話大阪 @ 1494- 4  

大阪市西淀 川 区御幣Ｉ Ｚ Ｎ ，ｾ凶 Ｓ ノ ＹＹ 電 話大阪 ｀ 0 4 2 6  

汁' JI ンヲ}J，.J 9J J 製造株式会組



日本ドト号Zyq執理株式会結

本 社 工 場

東 京 支-;] 1苫

福 岡 出 張 所

名 古 屋 出 強 所

M-

丸 和 の

軽 量 螺 旋 鋼 管

a  肉 厚 が 極 め て 薄 い

b 強 度 が 高 い

c  管 の 長 き が 自 由 に 製 作

出 来 る

d  管 の 接 続 が 簡 便

e  最 も 経 済 的 な 価 格

製 造 ・ 販 売 π

e  丸 和 工 業 株 式

A

Q

玄
社

( カタログ進呈 )
大 阪 市 東 淀 川 区 三 津 屋 南 通 5 ノ l 電 話 大 阪 ( 30 1) 5  3  6  9 番
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nゆる照隙から永久に漏水の心配を根絶する

系く久に気容を保持する

F標値千耐久 11生のあるゴJ キン欠脅!

1  8 リ ッ タ 一 躍

1  c m x  1  cm x  1  m 

ゴ ー キ ン グ ガ ン

8， 5  0  0 円 ( 現 場 浪 )

材料費 4  8  Pl 

3， 0  0  0 円 ( 現 場 波 )

弘 之J Z i J 二よ 美 し く 附 せず，滑らず， わ 耐 /附 叫 ん だ11<:材

f-fC ， 廊下 ， 階段 ， ロビー ， パノレコニー ， ガソ リ ンスタン ド等美しい色彩とｼ耐謄粍 ｴｾ を必要とす

る場所や，防水力があるので戸外にも使用出来る 。

{  緑 7，080円 ( 坪当り￥ 1，180)  

価 格 42kg袋入 ( 6坪分) 現場渡(

l その他 5，880円 ( 11 ￥ 980)  

之 ふ … 広 三 ぷ 工 場 ， 倉 庫 用 コ ン ク リ - r  J.1( 仕 上 材

コンクリート 床の金属性硬化材で， フェ ロコ ンの施工によって床は恰も鋼板を張ったような効

果をあげる 。

価 格 49kg袋入 ( 7坪分)

j 色 物 6，200円

現場渡{

i ナチュラル 5，400円

ZJ ι f Nニム 近 代 人 の 仰 に は 波 れ を い や し，い らいら を 抑 制

合成ゴムとコ ノレクから 製造さ れた コノレク ν ー トで子高着いた 上品な感覚で，老化せず 7j( i 71: 出米る

価 格 坪 当 り 東 京 渡 2，200円 寸法 3尺 x 6尺 x O. 7 mm 

ロ ビ ン ス コ ン ダ ク テ ィ ブ タ イ ル
内伸掛. . . . . . . . ... . . . . . . . . . . . . . .  ＮＮＮＮＮＮＮＮＮーかがが、 、 同前Ｇーｾ

月 末 砕 ガ ス の 爆 発 を 防 止 す る 手 術 室 月j 電 導 ビ ニ ー ノ レ タ イ ノレ

・ 常 に 一 定 の 電 導 性 を 保 証 出 来 る

・ 施 工 翌 日 か ら 使 用 出 来 る ・ 掃 除 、 補 修 が 容 易 で あ る

K.K. ABC商会

東 京 都 千 代 田 区 永 田 町 2 ｾ＠ 7 7  

T  E  L  (581 )  1  4  1  1  ( 代表) ｾ＠ 7  

大 阪 出 張 所

大阪 市 西区京 削 ｊ 堀通 ＱｾＱＸ (京 町会館 ピノレ)

T E L  (44)  3 9 1 5 ・0 5 0 0 ・9 3 0 3



略 歴

1. 生 年 明 治32年11月 6 日

1. 原 籍 稲岡県16M部自民西村

大字潤! l ! f413

1. 住 所 神戸市東灘区住吉町

赤家山1872ノ92

1. 大正13年 3 月 早稲田大学盟工

学部建築学科事業

1. 大正J 3年 4 月 合名会社竹中工

務庖入社

1. 自昭和17年 5 月 歪 同21年 1 月

株式会社竹中工F 6 底本広

設計部長

1. 自昭和J 9年 2 月 歪同22年 1 月

株式会社竹中工郡広取締

役

1. 自昭和2J 年 2 月 歪 同22年 1 月

岡 本庖支配人

J. 自昭和22年 1 月 至悶30年 2 月

同 協務取締役

J. 闘昭和30年 2 月

同 専F 6 取締役

1  自昭和22年12月

オーエス映阿劇場株式会

制監査役

J. 自昭和33年 2 月

朝日土地濯物線式会社取

締役

表 量3

J . 昭和33年ロ月 大阪府知( j l より

表 彰 きる

J. 昭和34年11月 賞 綬 褒 訴を授 与

きる

1. 昭和36年 2 月 日間六等 硝宝訴を

下賜 さる

前評議員会議長 青 柳 貞 世 君 逝去さる

;本会前評議員会議長育柳貞l I J : 沼'は 2 月2 4 日の夜自宅において急病のた

め突然逝去さ れ 3 月 7 IJ 株式会社竹中工務庖社葬lζ よって その葬儀が

執り行なわれました。

君は大正13年早稲田大学建築科を再三えて直l乙竹 中 工 務后に入社せら

れ，爾来37年間業務!こ献身せら れましたが，この間公私を間わず一貫し

て誠実を以て通 され，君を識る人均し く口を備えてその誠実，親切を讃

えぬ者はありませんでし た。その専門とする構造の面においても研究心

強 く，幾多の傑作を迭 されま したが，最近の新阪急ビ J レの画期的な深礎

工法の成功 も君の指導に負う と乙ろ多大なものがあった と聞いておりま

す。関西における建築界先達の一人として常に後進の育成l乙勉める とと

もに広 く建築界の進歩発達を念として努力せられましたが，乙れらの功

は汎 く認められて， 先きには黄綬褒主主を授与せられ，また このたびは勲

六等瑞宝章を下賜されて，余栄を飾ら れるこ とになりました。

本会lζ 関しましで もっ とに正会員として会 の 事 業 に協力さ れました

が，昭和2 91ド，30年ならびに33作， 341f の両期 lζ 評議員として，特l乙34

(， 1工皮は評議員会議長として会の重要事項の審議!C当たら れて会の発展の

ため尽さ れ ると乙ろ淘に多大なものがあ りました。 会社l乙おかれてはも

とより， 本会としてもまた将来ますます君の人格識見IC期待すると 乙ろ

大な るものがある際，突然そのど言卜報!こ接して誠lζ 遺憾にたえない次第

であります。 乙こに述影ならびに略歴を掲げ，謹んでその ど冥福をお祈

り時 l し上げます。

7

u

o1v'7 o) Jわk 塗 料 /

.巳ニー11" . ..，メシト・ぺイシト

ＢＧ Ｍ ＮＰ ・匂Ｇ功。 ｾ，，｟

プレ塗り計七12; 々惨水谷ペイント
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会 報 ( 2 月 分 )

| 通 常 総 会 1

28日 3 時半一 4 時 於会館集会室

出席者 尾 崎 会 長 外12名

議 事 ( 1  ) 監事 1 :名評議員49名選挙の件

( 2  ) 同一役員に重任を承認の件

| 理 事 会 |

8 日 4 時- 5 時 半 於会館会議室

出席者 尾崎，東畑正副会長外 7 理事

田辺監事

議 事 ( 1  ) 通常総会開催の件

( 2  ) 地階貸室! ( 関する件

(  3  ) 違反建築防止活動実施に関する件

(  4  ) 日本建築学生会議関西ブロックの事業後

援に関する件

( 5  ) 創立記念日行事に関する件

( 6  ) 入退会者承認の件

(  7  ) 報告事項

談懇て

室

つ

議

員

に

会

議

関

館

評

推

寸

川

」

会

6

者

一

叱

一

於

外

補

一

計

一

長

候

一

日

-

時

議

員

一

事

一

2

副

議

一

技

-

一

劃

諒

一

(
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の

一

会
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正
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一
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一
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選

一
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一

日

席

門

一

員

二

川

出

榔

一

議

一

樹

一

評

一

l 会 館 運 営 委 員 会 1

3 日 4 時一 5 時 於 会 館 談 話 室

出席者榊委員長，東畑委員

議 事 ( 1  ) 会館地階貸室』ζ 関する件

| 編 集 委 員 会 |

幹事会 ( インテリア特集号)

2 日 3 時- 6 時 於 会 館 会 議 室

出席者 上林副委員長外 2 幹事

樋口氏外 5 特別幹事

5 月「インテリア特集」号の企画審議
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幹事会 ( 自動車と建築特集号)

9 臼 3 時- 6 時 半 於 会 館 会 議 室

出 席 者 森，上林正副委員長，泉幹事，栗原

特別幹事

22日 3 時一 5 時 於 会 館 会 議 室

出席者上林副委員長，泉幹事，岩間氏外 2

特別幹事

6 月「自動車と建築特集」号企画審議

委 員 会

11 日 4 1侍- 6 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者 上林副委員長外 4 委員

議 事 ( 1 )  4 月「土の特集」号経過報告

( 2 )  [5 月「インテリア特集」号企画審議

( 3 )  6 ):j r自動車と建築特集J 号企画審議

( 4 )  7 月「青年建築家特集」に関する件

( 5  ) 次年度編集委員に関する件

室

討
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作
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つ

料

外

に

資

時

査

類

材

8

主

分

建

一

野

の

新

時

矢

料

寸

|

|

」

(

6

防

一

会

一

会

者

ι

一

員

一

一

沼

田

晴

心

一
j

Z

E

-

-

軍

車

内

L

は

叫

L

r

d

一

霊

一

わ

な

一

業

一

氏

一

事

一

品

目

小委員会 ( 創立記念日行事)

3 日 正午ー 1 時 半 於会館会議室

ＱＱ｜席者原因主査外 Ｓ ｾ 員

10日 正午ー 1 時 半 於 会 館 会 議 室

出席者岩崎委員長，原因主査外 S 委員

創立記念日の行事実施につき審議

小委員会 Ｈ 若い会員の集ｾ ¥)  

6 日 正午ー l 時 半 於会館会議室

出 席 者 松 村 主 査 外 4 委員

3 月， 4 月の事業ならびに次年度委員の推u，mにつき

審議

委 員 会

13日 5 時半- 7 時 於 会 館 集 会 室

出 席 者 岩 崎，阿木正副委員長外 8 委員



議 事 ( 1  ) 創立記念日行事 lζ 関する件

( 2 )  3 月， 4 月の事業に関する件

( 3  ) 役員委員懇親会IC関する件

(  4  ) 次年度委員推薦IC 関する件

小委員会 (次年度委員推薦)

20日 5 時半- 6 時半 於会館会議室

出席者岡本主査外 5 委員

次年度委員候補者を推薦

| 災 害 委 員 会 1

1 日 3 時- 5 時半於会総- 会議室

出席者越田委員長外10委員

議 事 ( 1  ) 会誌 4 月「土の特集」号に掲載の「建築

地盤調査基準」検討に関する件

小 委 員 会

13日 2 時一 5 時 於 会 館 会 議 室

出席者 小泉主査外 3 委員，業者 4 社

土質調査の基準案を検討

l_ili 版 委 員 会 |

分科会 (鉄骨 コンクリート計算)

7 日 5 時半一10時 半 於 会 館会議室

出席者 宮川， 1宝石，力武各幹事，山木委員

14日 5 時半ー11時 於 会 館会議室

出席者 石崎主査，宮川，力武，倉石各幹事

西国委員

21日 5 時半ー11 時 於 会 館 会 議 室

出席者 石崎主査，宮川， 力武，倉石各幹事

山本，西国各委員

図面ならびに計算舎の検討および割付けを実施

衛生設備図書編集委員会

15白 3 1時一 5 時半於会館会議室

出席者 田中主査外 9 委員

編集項目全般に亘って再検討

室議会館会

員

於

委

半
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時

長

5

員

一

委

半
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『

|

|
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時
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一

一
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Z

一
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一

員

一

日

間

一

5

一

幻

山

一

規

一

一

法

一

違反ru築防止運動の実施に関してポスタ ーの原語な

らびに運動の共催団体などについて審議

| テレビ委員 会 |

2 日 6 時一 8 時 於 会 館 集 会 室

出席者大久保委員外 3 委員，今回プロデ ュー

サ 一

議 事 ( 1  ) スポンサーに関する件経過報告

( 2 ) テーマ変更に関する協議

21 日 6 時- 9 時 於 会 館 会 議 室

出席者佐野委員長外 7 委員

議 事 ( 1 )  I タンプの運転手J I家具を作る人J の

企画検討

( 2 ) スポンサーに関する件報告ならびに協議

|近 代 建築調査委員会 |

16日 4 時- 5 時半於会館会議室

出席者滝沢委員長外 8 委員

議 事 ( 1  ) 報告事項

( イ〕京都の明治建築見学会の件

( ロ〉神戸北野察保存に関する件

(  2  ) 居留地建物特集号寄贈先に関する件

( 3 )  4 月号発表建物の件

(  4  ) 今後の調査対象に関する件

| 座 談 会 |

「建築基礎構造設計規準をめぐる諸問題」座談会

17 日 2 時一 5 時半於会館集会室

出席者 司会馬場善雄氏外11氏

会誌 4 月「土の特集」号企画として開催

F 設備技術者を対象とした教育に関する座談会J

23日 2 時半- 5 時 於 会 館 集 会 室

出席者 中原教育委員長，橋本主査外 3 委員

池田宮彦氏外 3 氏

教育委員会の主催で設備技術者を対象とした建築教

育について座談会を開催

| 五会長午餐会 1

7 日 正午 於東京朝日 ピJ レアラスカ

建築士会当番で開催。尾崎会長出席。
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| 見 乞 会 |

「コンクリート打放しの建物」見学会

18日 1 時半- 5 時 参加者46名

(A) 大阪第 3 市外屯話局

設立|監理 H本電信電話公社m築局

胞 工 KK 間 組

( B ) 利昌工業株式会社

設 計 彦谷建築設計事務所

施 工 不 二 建 設 株 式 会 社

( C )  IJ 本工芸飢

設 計 術辺鋲太郎氏，松村民三氏

施 工 森上工務庖

「若い会員の集い」の催 として上記 3 件を不二建設株

式会社ど提供のパスで見学した後日本工芸館で見学建物

批評の会を開催。

大関 「寿蔵」見学会

設計胞工 竹 中工務1 . 5

22日 2 時 4 時 参 加 者30:y，

都ホテルと妙心寺花園会館見学会

設計監丑J l 村野 ・森建築事務所

施 工大林組( 都ホテノレ)

三和建設株式会社( 花岡会館)

24日 1 時半- 5 時 半 参 加 者 110 名

大林組ど提供のパスによって花図会館を見学，更に

特に京都ホテノレ1曽改築工事( 設計小} I¥正氏，施工竹中

工務庖) を見学した後都ホテル{ 乙赴く。

毎円 i濯午前 11時より 20分間勾 U 放送より

提供会社 大阪窯業セメント K. K

策rl リノリウム K. K.

日本板硝子 K. K.

テーマ「建築i乙生きる人たち」

2 月 5 白 石 工

E北@四木読E区機 奥水長旦書t  

4ロ』

防 耐 採 はをに天

理

錆7 G 

震

用
一一一弄

的

.  

日韓工
全

耐

下進 軽法
火

.  .  
一一 一.  

中
軽

さ式量量間一 町 兵

責 量

三 五 衛

任

空 .  

事若草ｾ一地基商 施
防

堅

占庖 工 音 牢 .  

72 

12 11 瓦 工

19 11 ペンキ屋さん

26 [ 1  ダンプの巡転手

3  ).J 5  I1 家具を作る人

以上40回を以て終了

|竺 と 竺|

iR. B. フーラ一博士講演会J

1  主 催 大 阪 読 売 新聞社外

1. と き 2  )-.1 20 日午後 1 時

1  ところ ガスビ J レ・ホ- J レ

1. 演題ならびに講 (:I !I

1.  シエ J レ構造 について 京 大 名 誉 教 授 坂 博 士

1. 都市建築の末来図 R. B. フーラー博士

( 通 訳 京 大助教授金多潔氏)

1  後 援 大 阪 府 ， 大 阪 市 ， 本 会 ， 仁l本建築学会支

部 N.T. V. Y. T. V 

11111111111 1111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111111 1111111111111111 11111 11 11111111111111 111  

編 集 後 記

;;;.:号は， はじめ伺か締泊1 1 : 関するテ ーマという乙とで企画をはじめた

が，担当幹事の怠見で， 土K 関する特集にしぼったものである。 馬場さ

ん，小泉さん， 貝戸きんらに特別K 幹事をお願いして， 企画を進めた.

口頭，論文として， 竹中先生に土の工学の噂門の立掛から近代土質工学

の発展の歩みといった bのを紙説してもらった。1 : んと. ijt築工学と土

質工学との結びつきがー崩強くなされなければならない滋縫工法の分野

にとって. }'t ill なとm見を合む原稿をいただいた E とを感謝します。

最近， 学会より m策l1; 礎栂造設計規司自 ・解 説J という木が出版さ

れ，各地でその講習会が聞かれた。 乙の親郁をめぐって， 関取側と関内

側とで怠見の迎いや問題がいろいろあるので， 乙の際， その間創点をう

きぼり ｉｾ しようというわけでとりあげた。 乙れは綿習会の賠2持者11: . ア

ンケー トを求めて， アンケ ー 卜をかいていただいた 4. 5 名の方と規司自

作成委 μ とでｊｻ Ｎｾ したものである 。

なお，本会教育委員会でつくった建築地盤調査線! I s ( 案} も集録した。

そのほか， 大阪市の地豊富についての; 沿文ものせた。 大阪市大の岩i I l 研

究室で作成 された 「大阪市の l也挺図J を附録としてつけた。

m魁解説として. o. P. ゃ地耐力，建築水位1.; ど 10 点ばかりとりあげ

た。1 : れは日常よく 使 う乙とばでありながら策外その内容を正しく理解

していないきらいがあるので1 : の際あらためて 勉強したいというわけ

である。

以上と協力いた Tごいた各位に尽くお礼申します。 次貯は「インテリア

特集J の予定である。

電車 一-ｴｦｾ 縄晶晶
］鳴ｾ］

ｾ回 ｬ 川聞置
_  ..... "  . ". __.  .... -

Ｑｩ ｾ ミ唱団

ー ー
=  圃圃. . . . . . . ，・岡田凪

気光式遁風密室

‘ ーハ 一

号 聾困層E 冨討 ｉｔ ｆＺ ｊｒ ｩｉ哩ｲ［ｾｾ温］・

3  ，、 大阪市西区江戸堀下通2 - 17

23 3 h 田辺工業株式会社

電話土佐堀@74: ' 17→

販

売



5225 大島化学のひふくτっばんを

カ ラ ー ス タ ン ダ ー ド メ タ ノ レ

嬬醸議》

大 島 応 用 化 学 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 4 の 10 4 @3679 ・“ 81 ・8471

支 庖 新 居 浜 ・名 古 屋 ・四 日 市 ・広 島

田中式
ヌカイライト・べンチレーター

ヌチー JL，サ・ν シュ・ドアー

スチールシャ・νター・オペレーター

何回中工業様式会事t大阪出張所

本 社 東 京 第 一 工 渇

東 京 第 二 工 場

小 倉 工 場

川 崎 工 場

札 幌 出 張 所

盛 岡 代 理 底

名 古 島 代 理 臨

米 子 代 理 底

長 時 代 理 臨

続 式

会 i l

東 京m・ 回 区 錦 晶 町 1 - 25  

東 京 都 ・ 田 区 否 蝿 町 東 4 - 122 

桶 岡 県 小 宮 市 轟 坂 上 の "' 37

神 童書 川 県 川 崎 市 東 漉 回 3 - 43 

北 海 道 札 械 市 北 上 過 東 4 丁 目 4

岩 手 県 盛 岡 市 木 伏柑 ・ 東 常 雄 総 ( 株 )

愛 知 県 名 古 屋 市 西 区 西 菊 井 町2- 12 問 問 喧 材 K K

鳥 取 県 米 子 市 祇 園 町 2 - 93 ・吉 田 工 務 底

長 崎 県 長 崎 市 要 町11 ・関 西工 業 ( 有 )

T E L 大 阪曲目1)6341 ( 代表) ・仰1)6342

T E L 東京 (623) 代 薮01随 一 0108 ・(622) 0790

T E L  東 京 (611 ) 2118 - 9

T E L  小 倉崎 53 ・2833

T E L 川 崎 ② 4540

T E L キL. Jl @  6762 ・0515

T E L 盛 岡 7642  

T E L 名 古 屋 伍3 ) 01 21 ・2057

T E L 米 干 柑 83

T E L 長 崎 ② 6046

大阪市北区真砂町 5 番地 電話大阪 (34)207- 8・4836- 7
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ム
一
品
会

電 気 ・ 暖 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

大 阪 電 気 商

大 阪 暖 房 商

設 計 施 工

22 大 阪 城 口 研 究 所

生

気

水・衛

房 ・ 換

排

冷

給

暖

取 締 役 社 長 菅 谷 三 郎

庖 大阪市西区江戸堀南通一丁目三七番地

篭 話 大 阪 @ 大 代 表 8 2 3 1 呑

東 京 ・名 古 屋 ・福 岡

京都 ・神戸 ・岡山 ・高松 ・広島 ・熊本

札幌・仙台・新潟・金沢・福井

株式

会社

本

平

大 阪 市 北 区 高 垣 町 一 ・電話大阪@7575(代表〉

京都市東山区大和大路大仏前 ・電話京都⑥4945( 代表〉

神戸市生田区下山手通六ノー・電話神戸④5892

庸口城代表取締役

庖

所

支

。出
張

暖 冷 房 ・ 換 気 ・ 空 気 調 和

病 院 諸 機 械 ・ 給 排 水 ・ 衛 生

斎 藤 省 三 商 庖

東 京 駅 前 丸 ピ ノ レ 6 階 6 7 6 区

電 話 東 京 (201) :3761 ・3762・3763・37臼

大阪市西区土佐堀通大同ピノレ714号

包 諾 大 阪 @1568 ・1 5 6 9 ・2594

札 幌 ・北 四 ・西 四 ( 札 幌 駅 前 )

電 話 札 幌 ② 0 0 1 0 ・0 9 5 6 ③ 4 661

名 古 屋 市 中 区 南 大 津 通 一 丁 目 千 代

田ピノレ522号 電 話 中 局 @1 7 6 6  

創 業

大正二年

株 式

会 社

東 京

水道・衛生・暖冷房・其他管工事

設 計 並 施 工

特許Y M式ノレーフ ドレイシ製造販売

( 旧斎藤久孝事務所)

斎久工業株式会社大阪支庖

庖

JiS 

庖

阪

幌

大

キL

大阪市南区順慶町通一丁目四四番地

電話大阪@代表4496- 8 ・4993- 4悉

東京都T 代田区丸ノ内 2 ノ 8 仲12号館 5 号

電 話K281))周 6505- 8番

金沢営業所金沢市高岡町三五電話金沢 ｾ｀ＲＰＷＴ
福井出張所福井市城之橋下町一O 電 話 福 井 2436

高 松 出 張 所 高 松 市 二 番 丁 九 電 話 高 松 ②5195

庖本

名 古 屋 腐

暖 房 ・冷 房 ・水 道 ・衛生設備

般 富 十 施 工

暖冷房・環境衛生・水道・ 電気 ・厨房・築炉

銅 製 建 具 ・軽 量 間 仕 切 ・工 事 設 計 施 工

鋼 管 ・ 荷 役 機 械 ・ 製 造 販 売

機 工 業 大 阪 支 庖

取 締 役 社 長 山 田 熊 男

取締役支庖長 池 田 英 太 郎

大 阪 市 東 区 高 麗 繍 三 丁 目 壱 番 地 電 話 代 表 26局 2951 3079  

本 社 東 京 都 千 代 田 区 有 漢 町 管 丁 目 十 番 組

支 庖 ・ 出 張 所 名 古 屋 ・ 福 岡 ・ 札 幌 ・ 広 島

工 場 川 崎 ・鶴 見 ・中 浄 ・六 郷

賀 工 業 株 式 会

大阪市西区土佐娼通 1 丁目 14番地

電 話 @ 代 表 5 1 7 1 番

東京都港区芝田村町 6 丁目電話(431)代表 7121

名古屋市中区材木町 1丁目 電話@ 代表 7856

京都市下京区烏丸通松原下ノレ電話⑤ 1989・2255

神戸市生田区北長狭通2丁目電話③代表 5101

福 岡 市 千 代 栄 町 電 話 ⑧ 代 表 4731

社須

東 京 支 庖

名古屋支后

京 都 支 庖

神 戸 支 庖

福 岡 支 庖

空 気 調 和 装 置 ・ 熱 風 乾 燥 装 置

股 針 施 工

)

)

七

一

階

代

目

目

5

(

丁

丁

ル

引

三

ニ

ピ

印

洲

町

日

@

重

万

朝

阪

八

西

4

4

大

新

大

区

区

4

4

(

話

央

中

自

電

・

中

市

丁

都

屋

二

京

古

島

東

名

ノ

J

H

E

 

区
b

L

 

E

寸

川市阪大

社

支 庖阪

建

株式

会社

給水 ・排水・衛生設備 ・暖冷房設備

西原衛生工業所大阪庖
稼 式

会 社

本社及東京支庖

営 事健 所

電 話 大 阪@3 415大阪市大淀区中津南通 2 丁目51

暖 房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衛 生 設 備

設 計 施 工

三 晃 商 会

大 阪 市 北 区 富 閏 町 一 六 @7031⑧6793

東京都中火区宝町二 ・六( 村幸ピ J レ2階 )( 561)5441

名古屋市中区新栄町二丁目ー ⑨ 1820 

福 井 市 宝 永 上 町 一 O 五 1596 

松江市東本町四丁目一四九 閃 98

広 島 市 紙 屋 町 八 ②1938

福 岡 市 養 巴 町 二 二 ④1158

株式会社

暖 冷 房 ・ 温 湿 度 調 整

水 道 ・ 衛 生 ・ 環 境 衛 生 装 置

設 計 施 工

山 田 工 業 株 式 会 社

本 社 大 阪 市 西 区 京 町 堀 上 通 1 丁 目 7

電 @ ( 代表) 2  6  1  3 ・〈代表) 9 4 3  1  

神 戸 市 生 田 区 北 長 狭 通 7 丁 目 l の 1

電 ④ 1 7 7 8 ・4 3  8  6  

出張所名古屋市中村区牧野町 1 - 6 電 話 @ ω6 6

来 京 都 北 区 上 十 条 1 の10 電 (911) 2346 

広 島 市 西 魚 屋 町 31 包 ② 1 3 7 5

本 社

出張所

営業所

2  
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空気調和装置、各種冷凍機

設 計 ・製 作 ・施 工

東 洋 キ ャ リ ア 工 業 株 式 会 社

大 阪 支 庖

暖 ・冷 房 ・空 気 温 湿 度 調 整 装 置

工施+

l

 

-ヨ

ロ
設

大阪市北区堂島船大工町五三番地( 毎日大阪会館内)

電 話 大 阪 ⑧ 局 8 3 5 6  ( 代表)

東京都中央区日本橋兜町三丁目 二四番地

東 京 ・ 名 古 屋 出 張 所 九 州

東 京 都 足 立 区 下 沼 田 町 3 6 0 番 地

社

庖

場

本

支

工

高砂熱学工業株式会社大阪支庖

大阪市北区中ノ鳥 3 丁目 3 番地( 朝日ピル 8 階)

電 話 大 阪 @ 7 6 4 1 ( 大 代 )

社東京都千代田区神田駿荷台 4 丁目 2 番地

房 ・ 冷 房 ・ 水 道 ・ 衝

湿 度 調 整 装

r 設 計 施 工

朝 日 工 業

大阪市北区中之島 4 - 39 電@6 671- 5

東 京 支 宿 東京都港区芝浜松田r 2- 7 電 (431) 7  3  4  1  - 5  

北 海 道 支 后 札 幌 市 北 四 条 西 15丁 目 電 ②2203・③閃74.5969

仙 台 文 庖 仙台市元寺小路( 五減ピ J け 電 ②8061・@9261

名 古 屋 支 庖 名古鹿市中区東陽町 6- 5 電 @1270 ・1484

広 島 文 盾 広 島 市 大 手 町 8 - 155 電 ③ 7 9  4  9  

福 岡 支 庖 福 岡 市 薬 研 町 3 電バ@0788・⑮0296

生

置

暖

温

本

社株式会社

. A.  

ヨコE
株式会社

広

本

支

神戸出強所

京郵出強E時

三沢出蝿所

温湿度調獲・暖冷房・換気給排水・衛生股備

設 計 並 施 工

温 湿 度 調 整 装 置 、 暖 房

冷房、水道、搬送機設備

設 計 並 ニ 施 工

第 一 工 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 北 区 富 岡 町 30 包括大阪@jjSE;ZL。

本 社 東 京 都 千 代 田 区 丸 ノ 内 2 ー 10

電 話 (281) 2  6  3  1 ー 5

仙 台 市 新 伝 馬 町 6 0  

電 話 7 3  3  2  

名 古 屋 出 張 所 名 古 屋 市 東 区 東 門 前 町 3 - 6

電 話 ⑤ 2 8  9  3  

日 本 管 工 業 株 式 会 社

代 表 取 締 役 市 川 進 男

⑥ 

京都市中京区両替町通リ姉小路上ノレ

電話@ ( 代表)7975 ・( 夜間専用 )5臼2

大阪市北区天満橋筋1- 37(天満橋北詰)

電 話 @8  8  2  9  

四日市市浜田西末広町電話7503' S飴 5

津 市 栄 町 2 - 111 箆 話 3 6 1 0

社本

大阪営耳障所

四日市営黛所

湾 省 察 所

仙 台 支 底

社

蝿房・冷房・温湿度嗣整・衛生股備

設 計 施 工

大 嘉 熱 工 業 株 式 会

取 締 役 社 長 事 幡 政 四 郎

阪 大 阪 市 北 区 万 才 町 四 三 浪 速 ピ ル 六 階

電 話 大 阪 @ 直 通 2 0 8 5 ・5 7 2 5

( 代) 9651- 9 ・99，51- 9

東 京 都 千 代 田 区 西 神 田 町 一 ノ 八

電 話 東 京 (291') 8  0  0  2  - 3  

愛 媛 県 川 之 江 市 ・ 九 州 福 岡 市

和翻

工

気

生

空

衛

施

信

州

t

換

2

F
計

・

剖

岨

n

房

設

冷

@  

大

京• 

本 熱 学 工 業 株 式 会 社

取締役社長 牛 田 正 郎

社 大 阪 市 東 区 唐 物 町 5 丁 目 1 0  

電 話 大 阪 @ ( 代) 5 1 7 1 - 3 ・3 6 4 3

東 京 都 千 代 田 区 神 田 和 泉 町 1

電 話 東 京 ( 鉛6)7 683 ・7，716 ・2594

下 関 市 大 和 町 3 3 大 和 ピ ル

包 話 @ 7  3  0  6  

日

本

東 京 支 庖

西部営業所

出彊R野

冷 暖 房 ・ 温 湿 度 調 整 装 置 ・ 換 気 装 置

フ ァ ン ・ ヒ ー タ ー ・ ク ー ラ ー

スチール・アルミ・サッシ・ドア・シャッター

設 計 ・製 作 ・施 工

理 研 鋼 機 株 式 会 社

大阪営* 所 大 阪 市 北 区 宗 是 町 1 ( 大ビノレ)

電 大 阪 代 ( 44) 8 6  2  1 番

東 京 都 北 区 神 谷 3 の 10 の 3

電 東 京 代 (901) 3  1  9  1 番

東京都港区芝佐久間町 1 の46 ( 大同 ピル)

電 東 京 代 (501) 3  1  5  6 番

名 古 屋 ・仙 台 連 絡 所 福 岡

冷 房 ・ 暖 房 ・ 温 湿 度 鰯 整 装 置

換 気 ・ 給 排 水 ・ 衛 生 股 備

設 計 施 工

暖 冷 房 ・水 道 衛 生 工 事

設 計 施 工

栄 輿 商

取 締 役 社 長 中 山 敏 正

后 大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 二 丁 目 一 番 地

電 話 大 阪 @ 3 3 9 1 - 5 番

東 京 都 新 宿 区 荒 木 町 一 九 番 地

電 話 (351) 2  1  7  7  - 8 番

神戸市生悶区下山手通八丁目 三三 電話元町@3035番

京 都 市 中 京 区 高 倉 週三条下ル 電 話 上 ⑥お69番

背 森 県 三 沢 市 上 久 保 三 一 電 源 大三沢36番

本社・工渇

第 一 企 業 株 式 会 社 大 阪 支 庖

大 阪 市 西 区 江 戸 姻 北 通 3 丁目 46 番 地

電 話 大 阪 @ ( 代表) 3  8  1  8  

東 京 都 文 京 区 元 町 2 丁 目 17 番 地

電 話 (921) ( 代表) 6  2  9  4  

支庖出強所 名古屋 ・福岡 ・札幌 ・仙台 ・高松 ・広島

社本

本社・分室

所

3  

'民
tt 
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社

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

.f::= 

ヌL

取締役社長 浅 海 正 雄

社 大 阪 市 東 区 北 浜 二 丁 目 六 九

電 話 大 阪 @ 5 2 7 3 - 5 ・5 4 5 1 - 2

東 京 都 港 区 赤 坂 溜 池 町 l

電話 (481) 1316・2536'・4715 ・3573

名 古 屋 ・札 幌 ・沖 縄 ・福 岡

A

令

官株 式浅 海 電

電 気 工 事 設 計 施 工

本

社

大 阪 市 北 区 野 崎 町 八 O

電 話 ・大 阪 ⑧ 2 8 9 1ー 5 番

東 京 支 庖 東 京 都 中 央 区 西 八 了 姻 二 丁目十二

話 (551) 8 3  3  0 ・8 3  0  3  

名 古 屋 ・神 戸 ・岡 山 ・広 島 ・福 岡

. 6.  

:z:s; 式株
" =  

ヌL電藤エ

東京支社

営 業 所所業

ふｾ、

首

電 気 工 事 全 般 設 計 施 工

社
. 6.  

:z:s; 

電 気 工 事 設 計 施 工

式株業工原栗

中 央 電 気 工 業 株 式 会 社

騰

本 社 大 阪 市 北 区 梅 ケ 枝 町 二 五 務 地

電話太阪代表ｑＱｉ ＸＱＳＱｾＴ ⑧ ＷＲ ＶＳ ・ ＲＱＴＴ

営業所 東 京 ・名 古 屋 ・新 宮 ・御 坊

村
ム
『
，

取締役社長

英

大阪市北区永楽町 8 番地( 日産生命館)

， 電話大阪｀代表 ＱＲＳ Ｔ ｾＹ

支 社 東京都港区芝浜松町( 大門ビノレ〉

.出頚所 名古屋 ・舞 観 ・広 島 ・八 幡

福 岡 ・富 山

一
言
ロ

，
a

q

E

 

原粟取締役社長

. 6.  

コヨE

各 種 電 気 工 事 設 計 施 工

ト 電 気 商

太

大 阪 市 北 区 西 堀 川 町 1 5 番 地

電 話 大 阪 (34)代 3 0 5 6  

東 京 都 中 央 区 銀 座 東 8 丁目 4 番 地

全国燃料会館607号室 電話東京(5 41)7464

大阪南・北海道・名古屋・四日市・福 山相岡

マヤ株式会社

龍本
山

出取締役社長

ネ土

東京営業所

本

盤

置

置

び

作

社

電

装

装

及

製

地

話

番

地

叫

替

地

法

受

止

動

一

計

、
念
品

番

~

四

5

番

5

一

刊
番

1

4

.

防

自

タ

設

A

Z

-

-

=
一
3

六

一附

+

9
七

5

M

転

一

器

町

1

一5
十

周

回

i

t

3

盤

運

視

ヒ

機

t
弘

司
o

I

品

6

ニ

印

刷

電

司

監

ス

気

式

回

一

宙

開

三

日

町

{

飴

サ

制

一

心

・
一

腕

5
一ニ

刷

馴

川

安

則

開

J

人

浪

盤

騨

・

ス

持

株

芝

紅

ド

パ

ト

伊

山

職

始

時

間

小

開

業

日

束

中

…

時

笹

口

止

用

・

監

ー

』

男

都

港

1

阪

市

{

三

作

陸

宮

川

一

京

結

問

路

長

官

岡

信

帥

操

併

談

K

M
7

回

唱

書

札

束

電

大

層

恐

竜

一悩

電

広

動

操

動

シ

ケ

d

l

社

場

底

所

所

所

白

方

自

t

z

開

制

強

強

4

b

a-

-
h

ロ

タ

+

T
本

支

品

機

遠

度

フ

二

割

脳

出

出

動

動

湿

種

γ

;

{

京

阪

剖

向

島

自

温

各

ク

森

東

工

大

名

福

広

所張出

事

エ

エ

施

気

計 ・

電

般

電 気 工 事 設 計 施 工

株

" = ｾ同｟ .L!!J.. 

ヌ" ｾ＠ エI 云云

山 本 博 三

本 社 大 阪 市 北 区 中 之 助 三 丁目 三 朝 日 ピル 7防

屯 語 大 阪 局 @ 9 5 3 1 ( 大 代 表 )

曾集所 大 阪 市 西 区 土 佐 姻 通 リ 四 丁 目 十 一 岳 地

包 括 大 阪 局 @ 5  2  0  1 番( 代表) - 3  

出護所 京 都 市 右 ，京 区 西 院 今 回 町 六 番 地

m話 京 都 局 @ 3  4  8  1 香

社電陽朝

社

..0恥

:z:s; 式機電宝

取 締 役 社 畏

取 締 役 社 長 嘉 納 伝 三

社 大 阪 市 北 区 絹 笠 町50(堂ピル 3階)

電 話 。12) 1471 (代} ー 5

大 阪 市 大 淀 区 浦 江 北 2 丁目 51

電 話 ω) 5  1  4  8 ・6 6 4  6  

東京都中央区西八丁組 4 丁目 10番地

f査関ピル 3階) 電話 (5 51) 5590- 2  

名 古 屋 市 中 村 区 泥 江 町 2 ノ 1

電 話 闘 7 1 4 6  

庫

庖

営業所

本

J 色.

姐

支

電 気 設 備 工 事 ・ 設 計 ・ 施 工電 気 工 事 設 計 施 工

社

大 阪 市 城 東 区 野 江 東 之 町 三 丁 目 一 五

電 諾 @ i 5143 ・5373 ・9 5 9 4 ・21 34 

大 阪 市 城 東 区 野 江 西 之 町三 丁目 一一三

電 話 @ i 2 1 9 3

. A.  

ｾ＠

明

式

正

株

本

気

中

電

取締役社長

本

社

中

本

社
. 6.  

:z:s; 

取締役社長 猪 飼 孝 次 郎

社 大 阪 市 生 野 区 勝 山 通 9 丁目 72

m 話 (716) 4  0  3  5  ( 代) ｾ＠ 8  

東 京 都 新 宿 区 淀 橋 5 3 3

電 話 東 京 (371) 6  2  0  3  

金 沢 ・名 古 屋 ・高 知 ・広 島

式株
" =  

ヌL電東

社

本

支

j工

機棒工場

資材倉庫

出 ＵＱｾ 野

4  



負

塗 装 庖

CONT R ACT OR  

ヨ益三

員同事工

PAI NT I NG 

装

林

塗

株式

会社

電 気 工 事 設 計 施 工

並 架 線 金 具 製 作 販 売

( 日本工業規格表示工場)

八 千 代 電 設 工 業 株 式 会 社

取締役社長 梶 本 秀 尾

大 阪 市 東 区 森 之 宮 東 之 町

包 括 大 阪 (94) 6531 ( 代) ｾＵ＠

支 后 名 古 屋

出強所 東 京 ・悶

TEL. 大 阪 @1756- 7 ・東 京 ⑧ 1335
司山 ・門

掲巻・線五ＭｴＮｬＭＦｾを

ベン手レチ・?鴻寸し

曾

ヒ

日

商

抗

U

幸

呪

一

一

一

畑

制

⑩.  だ い わ

大 和 洋 瓦

雨風 iζ 強く緩勾配I C . 最適

超軽量荷重( 坪当37貫)

和型より安い

組 大仏瓦，各種和洋瓦

工 事 繍 負 一 式

Jj( 郡市東111区今熊野池間町九 ⑥ 3555 

大 阪 市東区内淡路町一丁目 @  975 

，. . . . . . --__""，. . . 咽圃圃F

一正

仏

間

所

属

九

州

ι

?

阪

事

大

本

大

雨 水 浸 入 剥 落 防 止

耐 震 耐 風

安 定 軽 量

ナニワ緩勾12買

ナ

ニ

ワ

瓦

椋

式

会

最

大

一

時

浪

謹

-
E

一T
目

七

皇

室

町

五

口

六

五

⑪去を 1Ul 筆家業商J i

b
E

民

街

U

臨

ん
(

瞳

売

序

回

制

削

剤

町

ト

各

噛

p

資

芳

お

紘

一

吟

掴

出

張

瓦

ゐ

乱

事

1

1

;

電

賠

多

額

大

5  

司、 商 月 報 無 料 送 呈

令 井 田 商 事 株 式 会 批

大阪市浪速区西円子町一0 一七害地浅町駅貨物入警門前

電 話 (53)  4  8  9 0  ( 54)  0 8 0 8 - 9  

Stdndard 

メ タ ル フ ォ ー ム 用 特 号

関西代理屈 株 式 会 社 金 側 商 会

大阪市西淀川区野里町1231 阪神国 道 野 皇 官停前

製造元東京サ γ ヒッ ト商 会 電 大 阪@0417・4091



[  鈴 木 式 防 火 シ ヤ タ と11

ゆ

株 式 会 社 鈴 木 シ ヤ タ ア 商

. .6. 

ｾ＠

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 33 電 話 @ 側8 ・日37 ・8729

。

日
戸

邑一

語

風一
'
A

一
“

H

一
。
一

申
一

回

伊

一

大阪ガス会社指定

大 国 申 風 呂 艶 低 成

阪市浪速区元町1丁目742 但 ν 賑 構 電 停 前 電 話@ 5313 ・8128

ガス風 日

置ヨヨｾｾ咽 ｅｩ ・
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支庖・ 東 京 ・神 戸 ・姫 路 ・徳 島 ・高 松
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告t' 与aなLI 妻、-@L 寺い へ・ィント1-¥' 節減‘

555" 1・ーヲ. 41‘ 用ヲヲ叉勿ー

軽量長# 吸音 イ宗温断熱L之



. 防 水 工 事 施 工 に 望 む .

防 水 工 事 は 建 築 工 事 の 最 も 枢 要 な 部 門の一つでありそ の良 否 は 建

築物の死命を制すると 言 っても過言ではない。

外 部 に 見 え な い と 言 う 理 由 で 或 は 文 そ の 効 果 が 年 月 を 経 て は じ め

て 表 わ れ る と 言 う 理 由 で 不 当 な 競 争 の 結 果 粗 雑 な 工 事 に 趨 り 或 は 一

部 に 防 水 工 事 は い く ら で も 安 〈出 来 る と 云 う 概 念 す ら あ る こ と は 極

め て 危 険 で あ り 建 築 技 術 の 向 上 を 阻害 す る こ と 甚 しいものである。

アスフ アル ト 防 水 工 事 は 今 更 こ と 新 し く 言 う ま で も な く 適 切 な 材

料の選択は勿論その施工が最も大切であり、 しかもそ れ は 明 確 な 責

任を伴うものでなければならない。

斯 界 激 讃 の 冊 子

一 一 ア ス フ ァ j レ 卜 防 水 工 事 一 一

・年 限 仕 様 の 理 論 と 実 際 ・￥4 0 0 干 6 0

建 築 家 に 限 り 2 割 引

何 よ り も 安 心 で き る 年 限 仕 様

ω  
建 ｅ 量省 阪 建 ＲＲ 号 ｉｾ Ｎ Ｇ可

出 資 金600万 円

言西日本アスフアルト事業協同組合

大 阪 市 西 区 京 田T 鳳 l ノ 7 4  T E L @代 表5951 夜 間管 理人室 用 ⑬ 9910

東京述絡所 東京 都足 立 区小 台 町 6 3 3 (回，CJ，応用 内 ) T E L  ⑪ 代 表 I I  8  I  

; - - 烈

9  



Ｎｾ亨最高の晶

角 形 鋼 筒
〆 H 時 国

「 鋼 管 を 紫 管 と G . た !  

継 目 角 形 鋼 管 」

形S揮を組合わせて溶接し た角形鋼管と比べると

均質で、経置で、 経済的な( 高級) 継目角形鋼管

。
往友金属工業株式会社

本 壮 大 臣 市 東 区 瓦 町 4 丁 目 3 1電館( 大代世) 大臣 (27) 2201 

支 社東京臨千代田区丸ノ内 1丁目 8ノ刷新住宜ピル} 電話( 大代表} 東京( 2 11) 2211

植 岡 官 章 所 幅 岡 市 天 神 町 5 8 番 { 荒神ピル 8 階 ) 電 断 幅 剛515190 .  3582 

広 島 骨 量 所 広 島 市 級 車 町 8 番地( ! i : 電ピル内) 電話広ＮｬＨ ＲｾＴＷＱ ・ ＷＵＹＶ

名古量肯車晴 名古島市東区丸屋町5.9 (住宜曹司匹名古車ピル) 電眠名古血開14叩。臼2

仙 台 骨 量 所 仙 古 市 東 l 番町 1 1 東 1 昏丁ピル内 電脳仙古{3周回1.(5阻643

札 幌 骨 量所 札幌市北大通西4丁目6( 住友生命札幌ピル内) 電話札幌 (4) 0  3  7  8  

- 新 ι ι1建 築 資 材

田村式〆タルシーリング

田 村 式 金 属 タ イ ル

田 村 式 ジ ョ イ ナ

モリソン式ボード: サ Eソシュ

ノンヌリッフ・白土也キ奉

コーナーピード. } ¥. ンチンゲ

創 業 明 治 24年

貿易・木材・建材 図柄商奮連材部

10 



-ζ ー、.-

畿 製 襲 趨 開 醐

(''，_Y__・t

鰻 額 磯 議 機 鰯議機鍔議議機滋鰯t'

命怠

ＷＷＱ イ ＱＷ ｩｋードトムレ Ｂｉ ｉＷｾ
( 法定不燃材・軽量石綿耐火板)

o完全耐火性

o 軽量 ・断熱性・吸音

0 変形は全くない

0 木材と同様の加工が出来る

o 釘 打 ち ・ 鋸 引 き ・ 孔 あ け 等

( 吹 付 石 綿 ) 責 任 施 工

0 吸音・断熱性

0 結露防止・耐火、

0 耐振動

0 腐食防止

日本之アスベストヰ朱王忠告吉本土

本 社 東 京 都 中 央 区 銀 座 西 6 の 3 電 (572 )0321 .  0331 ( 代)

大 阪 支 l苫 大 阪 市 南 区 塩 田T通 4 の 2 5  電 船 場 (25 ) 5491 - 8  

名 古 屋 支 庖 名 古 屋 市 中 区 下 前i奪回TI17 電 商 (32 ) 6 5 9  1  - 5  

九 州 支 庄 福 岡 市 薬 院 大 通 1) 2 の 8 1  電 福 岡 (74 ) げ47. 2827  

札 幌 出 張 所 札 幌 市 北 三 条 西 2 丁 目西向 電 (2 )6472 ( 3  )520  ( 5)308 

小野田バーライトの特性を活かした軽量 ・断熱 ・耐火 ・吸音

防温の諸点が特に卓れた強化気泡コンクリート板

塗装によって 人造大理石が簡易にできる特殊着色七メ ン卜

⑩i帽FP!?究撃の

御 問 合 せ は 最 寄 り 工 場 へ

東 京 工 場 東京都江東区i奈川豊州 l の!

神 戸 工 場 神 戸 市 灘 区 灘 浜 田T 3  

名古屋工渇 名 古 屋 市 港 区 丸 池 町 l の l

11 



仁三三三工互竺竺己主L ー|
( アイクエオ順)

( 301) 6437 ・6438

(66)  8861- 2 

(97)  44ω ・82別

(44) 代5951

( 47)  3131- 2 

八尾 (029) 2308 ・3039

(39) ω2 4 - 5 ・2045

(53)  5281- 3 

大 阪 市 東 淀 川 区 田 川 通 5 丁 目91

大 阪 市 西 成 区 橘 通 9 丁 目 2 4  

大 阪 市 城 東 区 西 嶋 野 6 丁 目 4 3

大 阪 市 西 区 京 町 場 上 通 1 丁 目 14

大 阪 市 西 淀 川 区 姫 島 田J l 6 9 0

八 尾 .市 字 太 子 堂 6 2  9  

大 阪 市 東 淀 川 区 堀 上 通 3 丁 目 3 9

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1丁 目 4 0

k.k.  

社

社

大阪出y 所

• k.k.  

署員 k.k.  

k.k.  大阪管事量所

大 阪 管 . 所

• 
笑

岬

E

L

L

工

k

材

ヱ

エ

エ

ヱ.
k.k.  

4 製 造 . 社

悩 和 建

k.k. エ

k.k. 工

国 島 応 用 化

大 恵

東 亜

日 遷 化 学

日 新 工 .

(23)  1731代 ・2931代

( 45)  7601- 5 

(312)  0871- 8 

(39)  2080 ・2207 ・0238

( 36) 回58- 9 ・見切

(53)  4520 ・8401

(79)  44幻

(36)  0774 

(34)  4305 

(44)  5195- 6 

(23)  2771- 2 

(44)  5224  

( 73)  2514  

(44)  0255代 ・5392代

大 阪 市 東 区 瓦 町 2 ( 三 和 ピ ル )

大 阪市福島区鷺州本遜 1丁 目 48 ノ 3

大 阪 市 北 区 万 才 町 4 7  

大 阪 市 東 淀 川 区 新 高 南 通 1 丁目 28

大 阪 市 北 区 道 本 町 4 1  

大 阪 市 西 区 南 掘 江 一 番 町 1 4  

大 阪 市 東 住 吉 区 矢 田 住 道 町 9 1 3

大 阪 市 北 区 絹 笠町5O (堂 ヒソレ二階)

大 阪 市 北 区 名 松 町 2 丁 目 7

大 阪 市 西 区 京 町 掘 上 通 3 丁 目 4 0

大 阪 市 東 区 北 浜 4 丁 目 1 9  

大 阪 市 西 区 江 戸 姻 北 通 5 丁 目 3 6

大 阪 市 生 野 区 生 野 田 島 町 94

大 阪 市 西 区 土 佐 堀 通 1 丁 目 1 3

信

K

会

-

L

会

K

L

L

所

所

庖

K

庖

所

k

K

L

L

K

-
札

機

k

h

支

世

情

営

:

ト

阪

宣

穆

鴻

膏

掛

回

大

銀

事

陣

L

商

世

帯

k

商

商

J

阪

K

商

大

渥

K

興

ァ

大

k

商

石

鎌

E

商

k

日

フ

K

野

段

:

K

事

車

産

国

松

朝

ス

産

車

問

建

国

社

物

図

本

ア

物

湿

圃

貫

井

女

世

帯

野

飯

友

崎

西

本

日

浅

池

内

梅

絞

大

三

川

中

凶

目

前

村

山

4

『

.  .  

(37)  6555- 7  

(44)  3520 ・4564 ・1005

(37)  3340 ・3505

(37)  1333  

(33)  3679 ・4481・8471

(35) お45

(35)  2922 

(94)  5561- 2  

(44)  5408 ・5486

(34)  0207- 8 ・4836 - 7

( 34)  1105 ・鉛 40

(37)  025 1 - 3  

( 26)  7195代

•• ( 5 )  1646 - 7  

( 63)  6221 - 4  

束郡 ( 5 ) 9954

(35)  4779 ・ω9 7

(64)  3434- 6  

( 54)  3785- 6  

(34)  1804 

( 45) ω 89  

( 37)  3375  

(35)  9231  

(45)  2360 ・2030

( 35)  2150 ・2030

( 94)  8125 - 8  

神戸 ( 5 ) 2697  

神戸 ( 5 ) 4630

神戸 ( 4) 6930 

神戸 ( 4) 5飽 4

神戸 ( 6 ) 0505

岡山 ( 2 ) 4272 

尾道 27ω

広島 ( 2 ) 2881- 2  

高 松 ( 3) 5034 

松山 0525 ・1159 ・2159

松 山 2717

大 阪 市 北 区 茶 屋 町 3 8  

大 阪 市 西 区 江 戸 沼 下 通 1 丁 目 7

大阪市東淀川区元今里 北 通 1 丁目 3 1

大 阪 市 北 陸 浮 問 問 8 2  

大 阪 市 減 東 区 野 江 東 之町 4 丁目 104

大 阪 市 北 区 間 心 町 1 丁 目 3 3

大 阪 市 北 区 空 心 町 1丁 目 3 0  

大 阪 市 東 区 船 越 町 2 丁 目 3 4  

大 阪 市 西 区 江 戸 掘 南 通 5 了 目 3 5

大 阪 市 北 区 真 砂 町 5

大 阪 市 北 区 木 幡 町 18

大 阪 市 北 区 鶴 野 町 3 4  

' * 阪 市 南 区 泡 町 2 丁 目 1 3  

高 槻 市 大 字 高 槻 1 4 6

大 阪 市 南 区 高 津 四 番 T ' 7 3

京 都 市 下 京 区 西 七 条 比 輸 田 町23

大 阪 市 都 島 区 都 島 中 通 6 丁 目 4 1

大 阪 市 阿 倍 野 区 旭 日IJ 1 丁 目 5 1

大 阪 市 西 区 新 町 北 通 1 丁 目 5 2

大 阪 市 北 区 富 田 町 4 0

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 北 4 了目 2 4

大阪市東淀川区 木 川 西 ノ 町 2 丁 目 6

大 阪 市 北 区 伊 勢 町 40

大 阪 市 福 島 区 上 福 島 南 通 1 丁目 152

大 阪 市 北 区 天 神 橋 筋 2 - 1  

大阪市東区高麗橋詰 ｾｉｊ 2  1  

神 戸 市 兵 隊 区 荒 田 町 1 丁 目

神 戸 市 兵 隊 区 上 沢 通 6 丁 目 9

神 戸 市 兵 隊 区 神 田 町 4 3 9

神戸市生田区北長狭通 6 紳繊共栄ピノレ

神 戸 市 兵 庫 区 水 木 町 8 丁 目 5

岡 山 市 内 山 下 3 0 ノ 1 0  

尾 道 市 若 宮 町

広 島 市 鉄 砲 町 1 0 8

高 松 市 宮 脇 田IJ 9  6  0  

松 山 市 一 審 町

松 山 市 笠 町 2 丁 目 9 5  

4 工 事 鎌 社

旭 . 化 建 工 割11 k.k.  

k. k. 井 上 浄 夫 商 庖

k.k. 石 田 建 材 広

大 阪 耐 強 工 . 所

大 島 応 用 化 学 工 . k.k. 

大 野 産 . k.k. 

k.k. カ ナ ヱ 商 会

共 録 湿 青 工 . k. k.  

k. k.. 木 下 . 三 商 庖

k. k. 久 保 衛 庖

源 口 興 銀 k.k.

清 水 興 集 k.k.

k.k. 新 光 高 広

関 本 建 材 k.k.

k.k. 大 和 商 会

谷 中 建 材 工 繁 k.k.

友 図 工 業 株 式 会 社

内 外 工 黛 k. k.

日 新 工 材 k. k.

日 本 湿 青 エ . k. k・ 大 阪 支 后

フ タ パ 興 黛 所

k. k. 双 . 商 会

松 本 湿 膏 工 耳 障 k.k. 大 阪 支 庖

マ ル ヱ ス 工 . k.k. 

丸 藤 商 広

k.k. 明 正 社

石 弁 建 特 有 限 会 社

k.k. 中 出 商 会

三 個 工 事 院 所

中 村 理E 膏 工 難 格 式 会 社

日 建 渥 膏 工 鎌 k.k.

有 限 会 社 小 野 苔 商 庖

k. k. 浜 原 豊 商 庖

青 盛 建 材 k . k.

古 市 断 熱 工 . k.k. 

正 和 商 事 k. k.

k .k . 山 本 商 会

J  

. . . . . 助会 員

丸 普

(27)  1251 ( 代)

下一三三三壬豆. .  二二二」ー」
12 

大 阪 市 南 区 長 掘 橋 筋 3 丁 目k.k.  
油右
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プ リ ン ト 合 板
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美 猿 ， 、 本
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一…  

施 ｾＧＺｊｊ

タイガー印

厄i E7又粛~ド

安イガートＭｾ
絶対に亀裂を生じない劃期的下塗壁材

腿壁画雇温

g ・g 製 品 製 造 実 現 元
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キーンヌセメント

各種焼石膏

告野厄膏ス阪支庖

本

本 社

営業所

出張所

出張所
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諸 官 庁 御 指 定

吹付及び掻落ソリジットスタイン

床材 ( 合同リグノイド) マグネシート

外壁シリコン防水

製 造 。 販 売 。 責 任 施 工

合 同 特 許 建 材 工 業 株 式 会 社

取 締 役 社 長 山 下 謙 治

大阪市東住吉区周辺東之町 3- 1ω 電 大 阪 @ 9  0  8  6  

大 阪 市 東 住 吉 区 駒 川 町 3 - 54 電 大 阪 ⑮ 4370 ・f)l ω

広 島 市.比 治 山 本 町 1 1  8  0 電 広 島 @ 4  9  6  7  

東 京 都 新 宿 区 花 園 町 4 6 電東京( 351】5298・52“

補岡営事院所

大阪市東住吉区桑湾側IJ 3 丁目59

電 話 大 阪 ⑮ 1 2 9 6 - 7

和 歌 山 市 新 堀 6 丁 目 13

②0298 

社本

東邦商会

. 9435 

軽 量 鉄 骨

設 計 ・ 施 工

新 鋼 建 設 工 業 株 式 会 社

電 話 和 歌 山

出頭河町

社

取 締 役 社 長 吉 田 信 武

大 阪 市 西 区 新 町 通 2 丁 目 2 5  

電 話 @ 7 4 1 8 ・6 0 9 ・6 5 7 5

神 戸 市 東 灘 区 本 庄 町 青 木 古 堂 町 田

電 話 神 戸 ③ 6 1  6  

広 島 県 御 調 郡 向 島 町 立 花 3 0 1 0

電 話 尾 道 2 9 6 8 向 島 西 1 9  

場

本

工



‘ー

仮 梓 工 事 用

パ タ 材 の 決 定 版 /

日本バイヌの角形鋼管

従来の木材・ 軽量形鋼 などのパタ材に比

べると次の利点があります

日本パイプ製造株式含枇

東 京 ・ 太 阪

党け液型燥号ス

噴 重 賞品

ポリ エス テノレ樹脂

硝 子 繊 維 強 化 板

製造元大日本硝子工業雲霊

大阪市北区玉江町2- 4 ( 三菱倉庫 ピノレ) 電話大阪 @3389 ・1389

東 京 都 中 央 区 京 婿 3- 6 電 話 ( 281) 6 9  2  6  - .8  

議 冷 蔵 庫 防 熱 工 事 アスファノレト防水工事堅

議 ア ス フ ア ル ト 専 門 工 事 アスフアルトタイノレ工事 S

S 耐酸モノレタノレ工事 各' 種 床 工 事 選

大 阪 耐 画 会 Z 業 A

大阪市北区浮田 町82番地 竃昔話大阪@1333番

阻 . G. C武

N.  G. イ ン シ ュ ラ イ ト 工 事 責 任 施 工

メ タ リ ヤ ン メ ッ シ ュ D. M3 8 番 責 任 施 工

米 国 パ プ コ . コ ン パ ウ ン ド ア ス フ ア ル ト 販 売

内外Z 業株式会社

脇 山 静 夫

本社大阪市阿倍野区旭町一ノ五一 電話 ｾ ＳＴＳＴ Ｍ Ｖ

工 場 大阪市阿倍野区旭町二ノ六六

N.  G. イ ンシ ュ ラ イ ト 断 然 材 製造 発 売 元

14 
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東京鋼板工業株式会社

東 京 都 荒 川 区 尾 久 町 5 ノ 1 0 0  0  

包 括 (891) 8  1  3  1  - 7  

大 阪 市 北 区 絹 笠 間 18 番地( 来鴎ピノレ 3 階)

m 1l舌 @ 9 1 5 4 - 7  

名古屋市中区大池町24 ( 丸菱 ピノレ) C33似 8 ・4593

福岡市橋口町15番地の 1 ( サンピノレ 3 階) @8825 

本社及工場

大 阪 支 庖
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軽 量 鉄 骨 業 界 に 贈 る 新 工 法 /

剣勝

ドライアリベ外Z理

製 造 元

日 車 ド ラ......7. . . . ，. ・・，ト株式会結

東京・大阪・名古屋
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3 4 - 6  4  4  4  

3 6 - 8  7  0  9  
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.圃.

ｾ田タイル

電 気 扇 付 屋 上 強 制 換 気 装 置

内 外 建 材 株 式 会 社

旧 名 ( 株 ) 内 外 土 木 建 材 社

大阪市西区土佐堀船町23 ( 大阪商工ピル ) T  E  L  (  44 )  3983 

工場 大阪市城東区天王田町 1 の 141 T  E  L  (98)  1149 

. . 基 準 法 に フ リ ー パ ス の ガ ラ ス 屋 根

内 外 式 ス カ イ ラ イ ト

工 場 ・プラッ トホ ー ム ・

体 育 館 ・ア ーケ ー ド に最 適

内 外 式

コンチェアスベンチレーター

筒型各種ベンチレーター

設 計 施 工

岩 元 式

川イライ卜並開ベンチレーター|

サ ッ シ ュ 、 ド ア ー 、 シ ャ ッ タ ー

伸縮扉、オペレーター、門扉鉄柵

其 他 金 物 一 式 製 作 施 工

寄 木 鮎 床 板

フ ロ - }) ; / グ 施 工 請 負

プ ロ ッ ク

ベニヤブラ ッν ュ ド ア 一 造 作 取 付

グ ラ イ シ ダ ー 床 削

6夢 幻 寄
木 商

16 

営 業 所 大 阪 市 東 区 横 姻 6ー49

電 話 @3  7 3 1 ・3 9 6 0

工 場 大 阪 市 浪 速 区 勘 助 町 1

. 6.  

A  

..... ・圃・

石 フE

本社 大阪市東成区東今里町 4 の40

電 話 ⑧ 0 6 1  6 ・o6  1  7  
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サッシＮＲＮＮ阿・Ｎシヤ ｾｉｊﾭ

注ｾ 跨孟正王沼田調

本 社 工 場 大 阪 市 東 淀 川 区 西 中 島 町 7 - 6 9

包 括 大 阪 37ー 1 7  5  4  ( 代 表 )

超硬骨材に顔料、薬品等を配合した粉末斉IJ でその健水練り、金銭仕上げの為特に技術を要せず、

色ムラ、ノ ー口汚れ等の鉄点がない耐磨粍性特に強大、表面滑らかで美しく清潔、耐水性に富み

価格低廉であります。 (坪当り材料代￥ 950) 仕上り厚さ約2 市程度

学校、工場、病院、 事務所、商底、ガレーヂ、ガソリンスタンド、住宅の玄関、流し、浴室等

に最適であります。 (求 代 理 唐)

慧 精 工 株 式 会 社

大 阪 市 此 花 区 四 貫 島 旭 町 1 ー 3

T E L  大阪 (46) 3 5  9 4  

膏写真とマイクロフィルム 電 気 工 事 設 計 施 工

株式会社 内 タト 写 真

阪 急 電 気 工 事 株 式 会 社

製図 ・トレース ・被写写真

大阪市北区堂島北町16 T  E  L  @  9055 ( 代表) T E L  大阪 (301) 1757 (代) 名 古 屋 @5980 

f 伊~雨宮

綜合建築設計への道

設 計部 1. 各種鉄骨 ・鉄筋コンクリ ート 造建築

の設計監理

2. ダイヤモンド トラス ・ジグザグ トラ

ス ・平行トラス等

各種大張問鉄骨造の設計監理

耐震耐風木材接合金具の製造販売

P A T . O式( 織本式) デベル及クランプ 《

、、 広明必

地質都 ポー リング ・建築物基礎工 ¥1  "  

事 の為の土質調査

株式会社 織 本 建 築 事 務 所 所長 織 本 道 三 郎

( 旧織本建築設計々算事務所 ・絵本特殊総造研究所 ・合体)

東京都中央区日本婦かきがら 11汀3 の 2 m話 ( 671) 臼43 ・7∞7 ・7062
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.  

/ 縦 払 替

ｾｩ ｴＺＺ回忌壁
( カタ ログの司お申込みは会固有名建材底へ) * 純和壁の最高級・. . ... .. ....

E ヨ渇支皇室

* 日本座敷に優美な・H ・H ・..…

株式会社新興建材工業所 盆宮_ t : 雪量

* 近代文化建築の塗壁材・-

M ;t話料品部品: ω オ '1 聖書

陸屋根防水には

特 許 絶 縁 工 法 を

- 黄綬褒章受賞

拘 . "11
1

← 踊 崩 事

コーパータイト

特許奥山式熱工法・冷工法綜合防水層

奥 山 化 工 業 株 式 曾 紅

東 京 都 中 央 区 銀 座 西 8 の 3

- 御申越次第カタログ進呈
銀 座 (571 ) 2703- 4 ・2370 ・4064 ・0264
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- アルマイト吸音板

・ ス ギ メ ラ ス

・ 木 毛 セ メ ン ト

特 殊 板

- メラミン樹脂製品

. ボ ー ド 特 殊 合 板

・プラスチック製品

- ス ロ ー ル 天 井 板

・ 吸 音 ボ ー ド

. ス ロ ー ル 断 熱 板

30メーカイそ理庖

大 阪 ・ 四 ツ 橋

23t14tR建 梓 従

ー

‘

 

、

、

、ｾべ建築ド・・
大 建 の

沼 b邑申匂言ク
、

t 、

.  

dゐ ｾ＠ 大建の

ｾヲＯ大阪建材工業株式会社
2重焼付塗装で

20 



S 型レテマ〆ードサッシ

2 日本建鉄の

サ、ッシドア

1"':ミ 日 本 建 鉄 株 式 会 社

E京 郡 千 代 田 灰 大 手 町2 - 8 T E L  東 京 201 )0341 ((¥. )  

大 阪 市 北 反 堂 島 上 2 - 3 9 T E L大 阪 ( 36 ) 6758 (代 )

本 社

大 阪 常 業 所

11111111111111111111111111111111111111111111，.1".... 

合 格 モ ル タ ル コ ト用

国 回

ン ク リJ I S  務自t

章

紫

褒

ES忌 重 曹 三UIES詰 車 置 圏 義 理

置E歪蓮司

-・・・

-
話 東 京 (781) 1715言

話 ⑧ 4765 ・0063 言

八幡メタルホーム K K 推奨品

お 油 脂 佑 工 社本 社…東献悶…京閥問叩都制勧附一品釦跡訓山川川一l川唱|区区

取締役社長 矢 中 龍 次 郎 大 阪 営 幾 所 大 阪 市 東 成 区 西 今 里 町 2 一4ω8  

........，.，1111111111111111111111111111111111111111111111111111_ 
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建 築 と 社 会 号4  第第 4 2 車if

昭

和

二

十

四

年

三

月

十

九

日

第

三

種

郵

便

物

認

可

腕

棚

一一一

什

一

…

特

四

日

…

五

日

割

刊

(

毎

月

廿

五

日

発

行

)

所イ令原 製荏

新しい製品

と 豪 華 版 な ・・・

今イ，ι

. 色 柄 が ず っ

ソ，ふシ: 1  

売

価

部

金

百

五

十

円

(

送

料

共

)

足 ざ わ り も 歩 い た 気 分 も

電 話 大 阪 ⑮ 9648 ・9649 ・9640

嬢 嘗 口 座 大 阪 3 9  9 7 5 番

フ ト な 5単カ

ソフトンタイノレは，まるで美しい織物のように ，

複 雑 な 絵 模 様 を 出 す の に 成 功 し ま し た それに，

姉 妹 品 プ ラ ス タ イ ル P に 比 べ ， 弾 力 も つ よ し す

べ り も 少 く な り ま し た

ご家庭やホテル・喫茶庖，会社 ・官 庁 な ど に

. 三星プラスタイル . 三星アスフアルトタイル

. 三 星 P タ イ ル . 三 星 マ チ ス タ イ ル

Z 宥 ，ι' ヲ，，: ，グの

田 島 応 用 化 工 株 式 会 社

工 崎 小 台 営 業 所 東 京 臨 足 立 区 小 台 町 6 3  3  T  E  L  ( 9 11)  I l 81  ( ( ¥!) 

本 社 神 岡 管 議 所 東 京 舗 千 代 m区 神 田 皆 本 町 日 T  E  L  ( 866)  6 148 ｜ｉｾＩ＠

大 匝 出 亜 局時 ・大 阪 市 西 区 京 町 岨 1 - 7 4 T E L  ( 制 ) ｾｾ＿ｾ＠ ( f引

俗 1111管 理人 宅 問 T E L  “ｾ＠ 明 叩

御 入 会 の 御 申 込 は

「建 築 と 社 会」 発 行 所 社 団 法 人 日 本 建 築 協 会 大 阪 市 東 区 北 浜 3 - 37 

、ノ

マ


